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１．兄弟同居









　北向きの四畳半の部屋には、ベッドと作り付けのクローゼットだけ。

　磨かれた窓ガラスを通してさえ眩しい夏の日差しの中、尊たけるは段ボール箱を開け、中の洋服をベッド下の抽出とクローゼットに移した。持ち込む荷物は最低限にしたからさほど手間はかからない。

「ひとりで大丈夫？　言ってくれれば手伝うよ。それにしても、他にも空いているのにホントにこの部屋でいいのか？」

　背中から柔らかく声をかけられ振り仰ぐと、開け放した入り口から兄の貴たか裕ひろが覗き込んでいた。

「ああ、荷物が少ないからこれで充分。もうすぐ終わる」

「じゃあ、終わったら引越祝いの食事に行こう。近くに美味しい中華を食べさせる店があるんだ」

「うん……あの、兄さん」

「何？」

　背中を向けかけていた貴裕がすぐに振り返った。

「ホントに悪い。なるべく早く出て行くようにするからさ」

「ああ、君もいつまでもは居づらいだろうから、思うようにするといいよ。でも本当に急いだり無理したりする必要はないんだ。久しぶりに君と一緒なんて、昔に戻ったみたいでなんだか嬉しいぐらいだな」

　貴裕は押しつけがましくない口調で言った。

　子どものときから結局、大事なときは兄に頼る羽目になっている気がする。

　五歳の年の差は互いに社会人になればどうということも無いはずなのに、いざ兄の前に出ると、子どもの頃に戻ってしまったような居心地の悪さを感じる。

　しかも今回は為す術もなく、兄のマンションに転がり込むことになったのだから尚更だ。

（俺、もう二十三歳なのにさ……）

　片付けの手を進めながらも、図体だけでかいニートになってしまった我が身を振り返った。

　大学を出てやっと就職した会社が潰れて、退職金どころか最後の給料すらもらえなかった。

　ぎりぎり失業保険だけはもらえると踏んでいたら、会社側が雇用保険も払っていなかった。徴収されていた各種保険料は単に会社の資金になっていたらしい。訴えたところで金が戻ってくるのはいつになるかもわからず、ろくな蓄えもない尊ではその前に干上がる。

　節約のため冷房を切った真夏のアパートでひとり、空腹を抱えながら職探しをしていた尊のもとへ、久しぶりに貴裕が訪ねてきた。

　電話で元気のなかった尊に、不穏なものを感じた父の差し金だったらしい。

　その貴裕は尊の窮状を見るなり、こう言った。

『僕の所においで。尊の部屋ぐらいあるから』

　さすがにこの年になって甘えるわけにはいかない。いざとなれば田舎に戻るから大丈夫だと言った尊を、貴裕は優しく諭した。

『実家に戻るにしても、きちんと考えてからじゃないと長続きしないだろう。だから僕の所にきて、これからのことをゆっくり考えるといいよ。君ひとりぐらいなんとかなるから。そのほうが、お父さんとお母さんに心配をかけなくて済むだろう？』

　両親のことを持ち出されては尊も言葉に詰まった。

　しかも「親父」「おふくろ」で済ませる尊に対して、貴裕は未だに「お父さん」「お母さん」と敬意を込めて呼ぶ。兄は無意識だったのだろうが、当然のように目の前でその敬称を使われると、自分の不甲斐なさがひしひしと迫って来たことは事実だ。

　東京の一流大学を優秀な成績で卒業し、一部上場企業に請われるようにして就職した貴裕と違い、尊の成績はごく普通だった。そんな自分が東京の大学へ進学するのを両親は反対せず、そのまま東京で就職すると「私たちもリタイアしたら東京にいこうかしら」と、母ははしゃいだ。

　そんな経緯いきさつもあり、早く生活を軌道に乗せて両親を安心させてやりたかったのに。

　今更尻尾を巻いて田舎に帰るわけにいかなかった尊は、兄の申し出を受けることにした。

　思えば貴裕には子どもの頃から何ひとつ敵わなかった。

　小さな田舎町では常に比較され、劣等感に後押しされるようにして自分も東京に飛び出したが、温和おとなしく郷里に就職していればこんなことにはならなかっただろう。

　今頃は地場産業振興のために働き、休日は仲間と草野球。幼なじみで早く結婚した両親のように、もう家庭を持つことを考えていたかもしれない。

　兄と較べられるのは嫌だと思いながら、結局は世話になっている自分がとことん情けない。

　しかも仕事で忙殺されているだろう兄に全面的に頼るはめになってしまうなど、勅て使し川が原わら尊、一生の不覚だ、と尊はまたため息をつく。

（たぶん、一生の不覚だよな……、この先何回も、こんな不覚があっちゃたまらないし）

　尊はよれた安物のネクタイをクローゼットに吊してから、財布を手に取り、大まかに片付けの終わった部屋を出た。

　どうせ断っても兄が全部支払ってくれるだろう──一応確認のため財布の中を覗き込んだ尊は、またため息を吐いた。全ての事情を知った日から貴裕は一円だって尊に金を出させていない。

（中華ねえ……引っ越し蕎麦って風習があったよなあ……確か、引っ越してきたほうが蕎麦をご馳走するんだっけ……まあ祝うようなめでたい引っ越しじゃないからどうでもいいんだけど……それより何を話せばいいんだ……）

　最近は交流のなかった兄弟の仲を思って、尊は気が重い。

　小学生の頃は飽かずに遊び相手になってくれた兄は、中学生になると尊から少しずつ距離を置くようになっていった。急速に大人び、はっとするほど美しくなった貴裕からは肉親らしい馴染んだ体温も感じられなくなり、二人の間にはいつしか適度な距離が保たれるようになっていた。

　しかも大学進学後、勉強とアルバイトでほとんど家に戻らなかった貴裕とは、ここ十年ほどは他人以上に交流がない。決して仲は悪くなかったが、久しぶりの同居に尊も戸惑っている。

　それでもいざとなればやはり身内だし、無駄に我を張って困らせるより、頼るほうが心配をかけないだろうと考えた。

　だが実際に兄のマンションを見たとたん、自分が大失敗したことに気づき、尊は今、激しく後悔している。

　尊の部屋ぐらいあるから──そう言われてはいたけれど、それほど広いはずはないと思い込み、家財道具は全部処分し、就職活動用のスーツと僅かな着だけを持って引っ越してきた。

　だが貴裕のマンションは、オートロックの見事な４ＬＤＫで、尊は度肝を抜かれた。

（兄さんは結婚する予定だったんだ！）

　監視カメラの付いたエントランスに足を踏み入れた瞬間に、尊がそう判断したのも無理からぬことだった。

（これはどう考えても邪魔モノってことだよな……）

　もちろん貴裕はそんなことは一言も言わなかったし、匂わせもしなかったけれど。

　迎えに出てくれた貴裕が笑顔で促してくれなければ、尊は回れ右して逃げ出し、抱えてきた段ボールに入って外で寝たかもしれない。

（ほんと、兄さん、ちゃんと言っておいてくれよ……心臓に悪いよ……）

　八つ当たり気味に、内心でそう呟く。

　しかし落ち着いて考えてみれば、貴裕は一流商社勤務だ。中背の身体は均整が取れているし、知的な顔立ちは間違いなく美しい。

（女だったら、美人って言ってもいいぐらいだ……）

　しかも見てくれだけではなく性格もすこぶるつきに良いという評価は、尊の身びいきだけではないはずだ。

（めっちゃ、申し訳ない……兄さん）

　心で謝った尊は一刻も早く職を見つけて〝勅使川原家のお荷物〟の地位を返上し、ここを出なければならないと決意を新たにする。

　財布をジーンズのポケットにねじ込むと、リビングに入った。

　ＢＢＣ放送の英語ニュースを見ていた貴裕に声をかけようとして、尊はその横顔に視線を止める。

　端正な横顔が液晶画面に照らされた空間は、そこだけ違う空気が醸し出されていて、声をかけるのが躊躇われた。

　細いペン先で描いたような歪みのない輪郭、柔らかな陰翳の横顔は、美術館で展示されている古典的な宗教画を思わせる。

　久しぶりに間近に見た兄の顔立ちは記憶にあるより遙に美しく、気おくれすら感じて言葉が出ない。だがその視線に気づいた貴裕のほうがふっと振り返り、尊の視線を捉えて破顔した。

「終わったのか？」

　清廉な雰囲気が一気に親しみやすく変わり、いそいそと手近に置かれていた財布と部屋の鍵を手に立ち上がった。

「引っ越しは蕎麦が縁起物だけど、中華のほうがお腹にたまるし、尊もそっちのほうが好きだったろう？　それからこれ、この部屋の鍵」

「あ……ありがとう……兄さん……もう用意してくれていたんだ……」

　真新しい合い鍵を差し出しされて、今更躊躇するわけにもいかずに受け取った。

「ホント、悪い。なるべく早く出て行くようにするよ」

「来た早々にそう言われると、まるで僕といるのが嫌だって言ってるみたいに聞こえて、傷つくな」

「あ、違くてさ。この年になって兄さんに迷惑かけるのって情けなくて。俺だって一応男だし」

　苦笑いに本音を混ぜ込むと、貴裕の完璧な頬のラインが困ったように歪んだ。

「それはそうだ。こういうとき兄って言うのは駄目だなあ。いつまで経っても小さいときの尊の印象が抜けなくてね、ついついもう君が二十三歳の立派な大人だってことを忘れそうになる」

「全然立派じゃないから兄さんのとこへ転がり込んでるんですぅ」

　澄んだ兄の目に浮かぶ戸惑った光が何故か淋しげに見える。

（あんまり遠慮し過ぎるも良くないのか）

　そう思った尊はおどけた振りでぺたりと兄の背中に貼り付いた。

　幼い頃は五つも年上の兄の背中は大きくて頼りがいがあり、こうやってふざけても小さな尊をしっかりと受け止めてくれた。だが、大人になった今、立場はすっかり逆転していた。

　腕の中にすっぽりと貴裕を抱え込んでしまったばかりか、その白いうなじに鼻先を埋めるような形になった尊は自分の記憶があまりに不確かなものだったことに露骨に狼狽えた。

（やべぇ……どうしよ）

　貴裕を抱きしめたまま、尊は硬直する。

　オフホワイトの清潔なシャツから覗く細い首筋。立ちのぼるボディソープの残り香も妙に柔らかく、女性を抱いたときのような錯覚を起こさせる。

「あっ──っと。ごめんってか。ごめん……へへっ」

　なんとか我に返った尊はぎこちなく腕を外し、間抜けな笑いを立てた。

「兄さん、スリム、つか、少し痩せすぎじゃないか？　仕事、きついんじゃない？」

「そんなことないけどな。尊は大きくなったんだなあ」

　おっとりと見上げてきた貴裕の目元が少し赤いように見えたのは、尊の気のせいだろう。

　そして自分の心臓が奇妙な具合に跳ねたのもまた、しばらくちゃんとした食事をしていないせいに違いない。

　栄養不良による突発性不整脈、と内心でこじつけた尊に兄は何気ない声で聞く。

「何センチ？　胸幅もあるな、羨ましい」

「ジャスト百八十。大学のときは同好会だけど水泳やってたから。タイムのほうは全然伸びなかったけど、そのときに胸筋はついたかも」

「僕もやれば良かったな。ちょっとひ弱過ぎる」

　冗談めかして力こぶを作って見せた手首の白さにどぎまぎした尊は目を逸らした。

「でかけりゃいいってもんじゃないよ。今の立場じゃウドの大木って言われるのは間違いないし」

「そんな言い方はするな。自分を卑下したことばかり言うと、本当に腐ってくる。今はこんな時代だから、一方的に尊のせいばかりとは言えないんだ」

　宥めるように二の腕に触れてきた仕草は、かつての、自分よりずっと大きかった貴裕を思い出させ、尊は懐かしさを覚えて素直に頷いた。

「そうだな。腹が減り過ぎて思考が落ち込んでるかも。中華って何がお勧め？」

「庶民的なところだからね、酢豚とか餃子とかスタンダードが美味しいよ。酢豚の肉は柔らかいし餃子はニンニクが利いていて絶品。最近は匂いが嫌われるからって押さえているところがあるけど、やっぱりニンニクはたっぷりがいいよな」

　この信じられないほど綺麗な顔で豚肉に齧り付いたり、ニンニクの利いた餃子を食べたりするのかと、ほっとしたような残念なような妙な気持ちで、尊は庶民的中華メニューを説明する貴裕の白い顔を眺めていた。






２．兄の秘密









　ゴミはマニュアルシートどおり分別して鍵付きのゴミ置き場、食器はビルトインの食洗機、ワイシャツは１階にあるクリーニング取り次ぎサービスへ、それ以外の洗濯物は洗濯機にと、ひとつひとつ指差し確認をしながら尊は家事を進める。

　円形の自動掃除機のスイッチをオンすると勝手に働き出したので、尊はそのお利口ぶりに感心しつつも、我が身の情けなさが、またまた身に染みた。

　経済新聞を読みながら朝食を済ませた兄は、家の中のことをあれこれと尋ねる弟にひとつひとつ優しく答えてから出勤していった。

　遅くまで本を読んでいたようなのに、眠たい顔ひとつしなかった兄には感嘆の気持ちがわき起こる。

　昨夜中華料理店では、貴裕は「これが美味しい」「これはきっと君の口に合う」と言いながらテーブルに載りきらないほど注文し、ビールもどんどん追加してくれた。

　当の本人は、尊が片端から平らげるのを心から楽しそうに眺めて、自分はあまり食べずにいた。

　そう言えば貴裕はもとから食が細い。

　勅使川原家では父は言うに及ばず母も健啖家で、尊も当然の大食いだ。胃腸に問題を感じたことなど、生まれてこの方一度もない。酒も強ければ甘いものもいけるという健やかな食欲のまま、父によく似た恵まれた体躯に育った。

　だが貴裕のほうは、全く違う。好き嫌いこそないものの女性並みの量で満足するらしく、家族で外食しても飲み物を注ぎ足したり大皿を取り分けたりして、みんなが食べるのをにこにこと見ていた。

　そして今や尊の腕にすっぽりと収まるほど華奢で、まるで霞でも食べているような容貌だ。

（同じ兄弟とは思えねぇ。勅使川原の家のどこにあんな血筋があるんだ？……それにしてもホントやばいぞ、俺……このままじゃ兄さんのヒモだよ……）

　注文のほとんどをひとりで食べ尽くしたのに、結局支払いは兄が全部してくれた罪悪感を消すように、尊は勢いをつけて風呂掃除に取りかかる。

　洗い場をこすっていた尊はふと手を止めて、壁の鏡に映る自分の顔をまじまじと見つめた。

　浅黒い肌に、猛々しい黒目の濃い鋭い目。硬い髪も真っ黒だ。

　荒削りの男性的な顔立ちは間違いなく父方の血を引いている。野性味はたっぷりあるが、エリートふうな顔でも女の子が無条件で持てはやしそうな柔らかい顔でもない。

　せめてもう少しソフトなイケメンだったら、人生変わっていたかもしれないと、つくづく思う。

「兄貴の奴一体誰に似て、ひとりだけ綺麗な顔なんだ？　ドキドキするじゃないか……って、俺ったら、なんで兄貴にドキッとしてるんだか……しばらく離れていたからかもな……やっぱ無職だと余計なこと考えるなぁ……」

　尊は鏡に手をついて項垂れる。

　母親のほうは可愛らしいふっくりした顔立ちだが、兄のような上品で繊細な雰囲気はない。

　母は「あたしの若い頃そっくり」とほざいているが間違いなく嘘だ。

　父が「若死にした曾祖父の崇に似ている」と言っているのでそっちが本当だろう。隔世遺伝の名残というヤツだ。

　もっとも、崇とか言う曾祖父がどんな顔をしていたのか、尊は知らないのだが。

　頭の出来は鳶が鷹を生んだと、気のいい親戚内でも言われるほどなので、おそらく自分が正しく両親の能力を受け継いだに相違ない。

「ま、これ以上優秀なお兄ちゃんに迷惑かけないようにしないとな」

　いつまでも腐ってもいられない。

　兄と長く一緒にいると劣等感を刺激される以上に、別の意味でまずそうな感じがする。

（男でもあんなできすぎた綺麗な人間と長くいるのは、なんか無理な感じ……）

　罰当たりな感覚を突き詰めることなく尊は、掃除に集中した。

　フローリングも風呂も有り余る力で磨き終えて、食事の支度を終えた頃、貴裕が帰ってきた。

　ラブラブモードの新妻よろしくエプロンをしたままを出迎えた尊に、貴裕は花が綻ぶような笑みを見せた。

「家に人がいるっていいな」

　出迎えたほうが気恥ずかしくなるような喜びように、尊は照れて混ぜ返す。

「そんなに喜ぶとずっといついちゃうよ、お兄様」

「それでも僕は全然かまわないけど」

　まんざら嘘でもないような返事に尊のほうが戸惑い、焦ったあまりに下ネタに走ってしまう。

「じゃあもっとサービスしないと駄目だろう。裸エプロンとかさ」

　百八十センチで筋肉質な男の裸エプロン。

　するほうより見るほうが罰ゲームだろう。

　言ったそばから後悔する尊に、貴裕は少し目元を染めてふわっと笑いかけてくれた。

「いいね。そうしたら、僕はすぐに寝室にお招きしようかな」

　下ネタを見事に切り替えされて、心の準備が出来ていなかった尊は言葉に詰まった。

「……兄さんでも、案外言うんだね……ちょっとびっくりした」

「接待のときは、セクハラなんてどこの世界の言葉だろうって思うときがあるからな」

　さらりと笑う目元に僅かな疲れが滲んでいる。貴裕が伊達に激職に揉まれているわけではないのを尊は改めて感じたが、口調を軽くして話題を変えた。

「晩ばん飯めしカレーなんだけど、良かったかな。俺、あんま凝ったことできなくてさ」

　貴裕を促してリビングに先に戻り、鍋に火を入れた。

「カレーは好きだよ。ありがたい」

　そういった貴裕は、そそくさと入浴を済ませると本当に美味しそうに、肉も野菜も豪快に入っているカレーを食べ始めた。

「そんなに美味い？」

「ああ、すごく」

　口角の緩やかに上がった口元が嬉しそうに笑みを作る。

「っても──普通のカレールーだけど」

　尊はスプーンでカレーをつついて、顔をしかめた。

　贅沢な暮らしをしているはずの貴裕の味覚を考慮し、自分ひとりなら買わないような高い値段のルーを使ったが、所詮スーパーで手に入るものだ。それなのに貴裕はこれ以上ないほど美味しそうに食べている。

「兄さん、普段何を食べてたんだ？　けっこう良いもの食べてんだろ。接待とかでさ」

「そうだね、接待だとそれなりの場所のときもあるさ。でもやっぱり家で食事をするのが一番だな。帰ってきてお風呂が沸いていて食事があるなんて最高だよ」

「じじくさ」

　顔をしかめた尊に、貴裕はまた音もなくスプーンを動かして微笑んだ。

「忙しくて外食が多くなって。僕の身体は全部コンビニ弁当で出来ているんだ」

　真面目な顔は冗談とも本音ともつかず、尊はまじまじと兄の顔を見つめる。

　面と向かってつらつらと見ても、白い面立ちが整い過ぎて気持ちが読めない。人らしい肉感がない兄が、尊は腑に落ちない。

（兄さんって、こんなんだったっけ？　本当は、もっと熱があるっていうか激しい人だったよなぁ……やっぱり大人になって変わっちゃったのかな）

　全面的に世話になる身で兄のことを考える権利がなさそうな気がして、尊は胸に湧いた疑問をおしやった。

「コンビニ弁当なんて食べるんだ。なんか似合わないな」

「なんで？　独身の男なんてそんなもんだろう。マメに料理するほうが珍しくないか？　ああ、最近はそうでもないのか。料理教室も人気があるんだって聞いたことがある。僕は時間がなくて行けないなあ……行っても上手くなりそうもないけど」

　くすくすと笑うのがいかにも上機嫌だ。

「兄さん」

　この話の流れだと聞いても良いかと思い、尊は口調を改めた。

「結婚とか、どうなってんの？」

「結婚？」

　すっと貴裕の目が細められた。

「うん、ほら。このマンションだって結婚しても充分住める間取りだろ。そんな予定だったのかと思ってさ、それなら俺……」

「違う」

　穏やかな貴裕にしてはきつい口調で遮ってきた。

「……あ、いや」

　常にはない尖った兄の口調に尊が驚くと、貴裕は慌てた様子を見せた。

「この部屋は、今仕事で海外に行っている大学時代の先輩から頼まれて、一時的に住んでいるんだ。誰も住んでないのも家が傷むからって。先輩が戻ってきたら明け渡す予定なんだ」

「あ、そうなんだ」

　尊は納得した顔を作ったが、結婚と言ったときの兄の動揺した顔に蟠りが残った。面倒見が良く、反抗期すらなかった穏やかで優しい気質の貴裕は、家族に対して声を荒らげた記憶もない。

「ごめん。立ち入ったこと聞いて」

「いや、別にいいんだけど」

　貴裕はまた柔らかい笑みを見せた。

「忙しくて、結婚どころじゃないんだ。それにまだ家庭を持つなんて荷が重いな」

「まだって、兄さんならいい話もあるんじゃないの」

　両親は子どもの自主性に任せるタイプであまり干渉してこない。ましてや出来の悪い尊にはあれこれと心配を焼く両親も、信頼の厚い貴裕へ連絡することは年に数回もないようだ。

　兄と結婚する女性は絶対にマザコンの心配はないと、尊が密かに思っているほど両親は兄の私生活に口を出さない。それでもエリートを絵に描いたような貴裕に、どこからか縁談が持ち込まれていても不思議はないような気がする。

「興味がないんだ」

　貴裕の顔に、聞かれたくないという気配が露わに走った気がして、尊はそれ以上言うのをやめた。

（面倒くさいとか、忙しいとかじゃなくて、興味がないって……）

　妙にきっぱりと言い切った口調に何故か不穏なものを感じて、尊は背筋がぞくっとした。






３．不幸な恋人









「しばらくゆっくりしたら」と、貴裕は言ってくれたが、そんな言葉にあぐらをかいてはいられない。取り立てて技能はないけれど、体力だけは売るほどある尊の落ち込みは束の間だった。

　風呂に入って腹が膨れ、ゆっくりと眠ってみれば、これまでの気鬱が嘘のように消える。

　健康でさえあれば、人生に何も悲観することなどなかった──と、持ち前の脳天気な気質が瞬く間に全開となった。

　兄を送り出して家事を終えると、履歴書やエントリーシートを書けるだけ書いて、尊は職探しに取りかかる。

　とにかくどこかに潜り込んで兄の世話になっている現状を早く解消したい。貴裕のほうは家事をしてくれるだけで助かると嫌な顔ひとつしないが、夜遊びもしないで毎日帰ってくるところを見ると、自分に気を遣っているに違いない。

　結婚は興味がなくてもデートのひとつや二つはするだろうにその気配もない。

　いつまでも、兄の私生活の邪魔をするのは、さすがに心苦しい。

　本当は自分のことなど気にしないで、普段どおりにしてくれれば少しはこのプレッシャーも薄くなるのにと、ついつい思ってしまう。

　躾のいい亭主のごとく帰ってくる貴裕の気遣いを恨めしく思う自分の身勝手さに腹を立てながら、みそ汁を作りつつ尊は夕べのことを思い返した。

（兄さんは何も言わなかったけど、昨日の電話はそういう相手だよな……間違いない）

　遅くに戻った貴裕に、温めなおした総菜を出しているとスマートフォンが鳴った。着信を見た貴裕が珍しく尊に背を向けるようにしたので私用だと思い、尊もカウンターキッチンの奥に入った。

　尊の気配を背中で窺いつつ、何気なさそうな振りで貴裕は部屋に戻りながら会話をしていた。

　相槌は、「はい」とか「ええ」程度だったが、貴裕がさりげなく部屋を出る瞬間に聞こえたのは「弟が……」だった。

　やはり恋人を家に呼べなくて文句を言われているのだと思った。

　どんなに遅く帰ってきても尊が用意した夕食を食べるところを見ると、デートも控えているのだろう。そんなことが良いわけがない。

　一体兄の恋人はどんな人だろうか。

　あの兄に相応しいとすると、とんでもない美人か。それとも高飛車な才女か。

　その好奇心が兄弟としての心配を超えているような罪悪感を覚えて、尊は考えることをやめた。

（自分に恋人がいないからって、人のあれこれを探るなんて嫌な奴だな、おまえ）

　わき上がった嫌悪感を打ち消すように、尊は自分を叱咤した。

　寄生虫の居候の上に人の恋路を邪魔したとあっては、最悪親にも会わせる顔がなくなる。

　尊は味噌を溶いた鍋に蓋をして、魚を放り込んだロースターのスイッチを入れると就職雑誌を捲った。




（八社目、今回も駄目だな）

　尊は終えたばかりの面接の質疑応答を反芻しながら、マンション近くの公園のベンチに座って陽が落ちかける空を見上げた。

　まだ充分に暑いとはいえ、九月に入ってしまえば暦の上ではもう秋だ。

　やがてこのスーツでは本当に寒くなるし、季節にそぐわないスーツでは面接に支障がでるかもしれない。新調するのはもったいないので、これが着られる内になんとしても職にありつきたい。尊はネクタイを緩めて、買ってきた缶コーヒーを開ける。

　一度エンジンがかかり出せば滅多に落ち込まないのが取り柄とは言え、さすがに少々疲れてきた。

（ここはひとつ気分転換でもしますか。何事もめりはりが大切）

　尊はスマートフォンを取り出し、幼なじみの仲なか根ね健けん介すけに久しぶりに電話をしてみる。健介は兄のマンション近くのアパートでひとり暮らしをしていて、相手をしてもらうには都合が良かった。もっとも優秀な健介は、兄が卒業した大学の院生で、同じく上京している身とはいえ、尊とは立場が違う。

　缶コーヒーを飲み切り、手にしていた漫画雑誌を読み終える頃には、自転車に乗った健介がぼさぼさ頭を撫でつけながらやってきた。

　自転車を手押しする健介と二人、開店早々の居酒屋に入った。失業以来、初めての外飲みだ。

「倒産？」

　セルフレームの眼鏡の奥で丸い目をますます丸くした友人の問いかけに、ビールを前にした尊は重々しく頷いた。

「まあもともと潰れそうな不動産会社だったから、仕方ないけどな」

「そうか、大変だな。そういうのを聞くと、景気回復とか言ったってどこの話だって感じがするよ」

　健介もしかつめらしく頷くが、学生の健介に冷たい社会の風はまだまだ身に染みていないだろう。実家が裕福で金の苦労などない健介は天然なところはあるがおっとりしていて、人の気持ちに添うのが上手い。

　健介と尊では、頭の出来も生活環境も違うが、何故か気が合い、小学校時代からの付き合いが長いこと続いている。

「兄さんは松まつ永なが商事だっけ」

　今は兄のところに転がり込んでいると言うと、健介は思い出すような顔をした。

「そう、めちゃくちゃ肩身が狭い。頭から足の先まで世話になってる。俺は毎日風呂を沸かしてメシをたいて、夜遅くにご帰還あそばすお兄様を待ってるってわけ。情けねぇ」

「尊の兄さん、出来た人だもんなあ」

　健介は同情するような目をしたが、すぐに笑顔になった。

「けどさ、尊のほうがいろいろと長持ちしそうだよ」

「長持ち？」

「うん。なんて言うかさ、貴裕さんって線が細いって言うか、固過ぎて、何かあったらポキッと折れそうな感じ」

「そうか？」

「うん。なんかいろいろ溜め込んでそうで一杯一杯に見えるよね。優等生過ぎるって言うのかな」

「うーん、そうか、そうかもな」

　尊はいつも何か我慢していたような兄の子ども時代のことを思い出す。

　親に何かをねだったこともなく、おやつもオモチャも先に尊に選ばせてくれた。年が離れているからかと思っていたが、健介の言うように、兄は案外他人の目には耐えているように見えたのかもしれない。

「俺、早く兄貴のところを出ないとな。彼女も呼べなくて喧嘩してるみたいだから」

　電話のことをもう一度思い出しながら尊は箸で冷や奴を突いて崩す。

「そりゃ大変だね」

　健介は兄と弟、両方の境遇に同情するように深く頷いた。

「貴裕さん、あんまり彼女とか出来なそうなタイプだから逃げられないように、尊も協力しないとな」

「え？」

　思いもかけない友人の言葉に尊は驚いて顔を上げた。

「何？」

「いや……つーか、弟の俺が言うのもなんだけどさ、兄貴ってけっこうハンサムだし俺と違って出来もいいし、モテると思うんだけどな」

　健介が、寝癖の取れてきた髪を撫でながら童顔を綻ばせた。

「尊って若い」

「何言ってんだ、同じ年だろ」

「ま、そうだけど、女心がわかってないね」

「健介に言われたくないけど」

　健介はまた丸い目をくしゃっとして笑った。

　この特徴のある笑い方のせいなのか、健介はそう言えば女の子によくモテた。

　勉強が趣味と言って憚らないほど無趣味な上に、特に女の子に媚びることもない。寝癖のついたままの髪で錆びた自転車でふらふらとやってくるような、見てくれにも気を遣わないタイプなのに、何故こんなにモテるのかと不思議に感じたこともあるぐらいだ。

「ハンサムとかエリートだからなんて単純な理由でモテるんなら、人生最初から勝負ありだろ。なんの面白味もないだろうよ」

　健介は酸いも甘いもかみ分けた、どこかの隠居のような口調になった。

「貴裕さんは娘の結婚相手として、上司とか取引先の社長なんかには目を付けられそうな人だけど、正直女性にはモテないと思うよ」

　あっさりとそう言われると、尊も身内のことだけに微妙に不愉快な気分にもなる。もっと突き詰めると不愉快の原因はそれだけではないと、尊はわかっていた。

　たとえ健介にでも兄のことを悪く言われたくはない──兄の前に両手を広げて立ちはだかって庇いたいような不思議な衝動が腹の奥から込み上げてくる。

「言い方が悪かったらごめん。でもさ、隙がないんだよね、貴裕さん」

「隙？」

「うん。なんていうか女の子がさ、取りつく島がなさそうな感じ……あんなに綺麗な顔でそっけないと、逆にモテ無いんだよ」

　そう言えば貴裕は中学、高校とラブレターをもらっても、すぐにきちんと断りの返事を出してそれきりにしていた。

　決して思わせぶりに長引かせることもしなかったし、困ったふうを装って嬉しがることも自慢もせず、まるで事務処理のように淡々と右から左に流していた。

　男の子ってあんなにときめきがないものなのかしらと、母親が小首を傾げていたことがあったのを思い出す。

「……確かに愛想はない」

「そういうこと。女は愛嬌って言うけどさ、今は男も愛嬌」

　健介はまた目をくしゃっとして笑う。確かに売るほど愛嬌があった。

「ってことはさ、その恋人に貴裕さんは本気なんだろう。俺も大学の先輩に何かいい仕事話がないか声かけておくから、早くおまえ出てやれよ」

　それには尊も力強く頷いた。

　別れ際に、「俺もなんか探しとくよ」と、また言ってくれた健介に感謝して、尊はぶらぶらと帰り道を辿る。

　健介と飲むことを兄に連絡すると、「ゆっくりしておいで。朝帰りでもかまわないよ」という、いかにも彼らしい返信があったが、尊は十二時にはマンションの前に立っていた。

　鍵を開けて中に入ると、すぐに貴裕が顔を出してくれる。

「ごめん」

　居候なのに飲んで帰ったことで詫びが一番先に飛び出すと、貴裕が苦笑した。

「たまに飲むぐらい当然だろ。健介くんは元気だったか」

「ああ。相変わらずだった」

　その答えに穏やかな笑みを浮かべて貴裕は頷き、背中を向けてリビングに入っていた。その後を追うように靴を脱いで部屋に上がった尊は、貴裕の首筋に視線を奪われた。

（あれ？）

　無意識に伸ばそうとした手を尊は引っ込めた。

　僅かに襟元から覗く赤い痕は幼い頃見た虫の咬み痕ではない。思い当たって尊は思わず顔が赤らむ。

（兄さんと暮らし出してから、遅く帰ったのは初めてだ……えっと、これって──俺ってホント気が利かなかった……）。

　兄だって大人の男だから、恋人とそれなりの触れ合いがあっても当たり前だ。

（ホント、馬鹿……兄さんがそういうことするって……当たり前だよな。当たり前だよ）

　尊は何度も自分にそう言い聞かせて、激しくなった鼓動を落ち着かせる。

　どうしてこんなに動揺するのか自分でも不思議だけれど、兄の首筋についた生々しい交情の跡は、日頃熱感の薄い兄には不似合いに見えた。

　兄には似合わない──俺が恋人なら、あんな綺麗な肌に痕なんてつけない。

　心の中にふわっと浮き上がってきた欲の絡んだ妄想に、尊が思わず喉を鳴らすと貴裕が振り返った。

「水か？」

　綺麗な白い顔が尊の思惑などあずかり知らずに笑う。

「うん……久しぶりに飲んだから」

「そう言えば顔が赤いな。珍しい」

　貴裕は冷蔵庫からミネラルウォーターのペットボトルを出して渡してくれた。

「悪い、ありがと」

　尊は目つぶって、抱いてはならない妄想や屈託と一緒に渡された水を飲み干した。

　普通は男がつけるものなのに、貴裕の彼女は積極的だ。

　もしかしたらなかなか出て行かない居候に焦れて、所有の印をこれ見よがしにつけて寄越したのかもしれない。

　宣戦布告か。

　やってやろうじゃないか──などとふいっと冗談ではなく思って、尊は自分の気味の悪いやる気を振り払うために頭を横に振る。

　いずれにしても、もの凄い気が強い女らしい。

　けれど貴裕は穏やかだから少々気の強い彼女のほうがいいのかもしれない。

　尊は兄の首にしっかりキスマークを付けた恋人のことを思って複雑な気分だった。

　兄に恋人がいて良かった、と思う反面、自分にかかり切りになってくれているように見えたのに、裏切られたような複雑な気持ちがある。

「馬鹿じゃん」と、誰にともなく呟いた尊は再び強く頭を振って、わき起こった嫉妬めいた気持ちを追いやる。

　いずれにしても早く出て行かなければ近いうちに喧嘩になりそうな雰囲気だ。

（早く仕事を見つけないと本当に駄目だ。何でもいいから早く仕事にありつかないと）

　その夜、酔いも醒めた尊はネットで仕事を探しまくった。




　ハローワークはほぼ日参しているし、雑誌もネット情報も毎日チェックしている。

「俺まだ若いし、兄貴ほどじゃないけど、まあ見ようによっては男らしいしけっこう買いだよな。早晩なんとかなるって」

　気休めにそう呟いてから尊は夕食の支度にかかる。たいして料理は出来ないが、世話になっている以上それなりのものを作らなければならない。尊は新聞の「今日の献立」欄を見ながら料理を始めた。

　一通り準備を終え、貴裕を待ちながらテレビを眺めた。味見ついでに煮物をときどき摘んで空腹を我慢しているうちに、リビングテーブルにつっぷしていつの間に寝てしまう。肌寒さに目が覚めると、十二時を回っていた。

「あれ……今日は接待なのかな。朝は何も言ってなかったけど」

　それならばＳＮＳが来ているだろうと思いながらスマートフォンを見たが連絡はなかった。

「ま、兄さんも大人だしね。もしかしたら彼女といるのかもしれないし」

　この場合は先に寝て、女性と会っていた顔を見ないのがエチケットだろう。

　そう決めて食卓を片付け始めると、ドアの鍵を外す音がした。

　急いで玄関まで出迎えた尊に貴裕がびくっと硬直したが、すぐにぎこちない笑顔を作った。

「寝ていなかったのか」

「うん、テレビ見てたし。メシは」

「ああ……いい、食べてきたんだ。連絡しないでごめん」

　声に力が無く肩が落ちて、いつもの貴裕とはどことなく雰囲気が違っていた。

「兄さん」

　思わず腕に手を伸ばすと貴裕がはっと顔を上げた。

「何かあった？　疲れているみたいだけど」

　腕を握って改めて兄の細さに気がついた。

（俺がでかくなったってのもあるけど、昔と全然違うよ……大丈夫か？）

　急に兄が弱々しく見えた尊は、その顔を労るように覗き込んだ。

「あ……大丈夫だよ……ちょっと」

　何故か貴裕は俯いて目を逸らした。

「疲れたんだ──仕事がトラブって」

　だがワイシャツから覗いた首筋にはまたうっすらと赤い痕がある。

　尊はなるべくさりげなく視線を外して腕を放した。

「風呂、沸いてるから入ってきなよ、さっぱりしたほうがいい」

　口の中でくぐもった礼を言う貴裕から目を逸らしたのをきっかけに、二人はぎこちないまま会話を終わらせた。

　兄が浴室へ行くと、所在なさを紛らわそうとして、尊はさほど飲みたくもない缶ビールを冷蔵庫から出した。

　プルトップを引き上げたままぼんやりとしていると、貴裕がシャワーから戻ってくる。

　スウェットを着込んだ首には不自然なほどタオルがしっかりと巻かれていた。

「飲む？　まだ口つけてない」

　ぶっきらぼうに缶ビールを差し出すと、貴裕が嬉しそうに受け取る。

「ああ、ありがとう」

　細い髪をしっとりと湿らせた貴裕の白い肌はほんのりと上気して、先ほどまでの疲れた様子は少し消えていた。

「な、兄さん」

　リビングのソファに腰を下した貴裕が、壁に凭れた尊を目だけで見上げてきた。

「俺さ、やっぱりここ出たほうがいいと思うんだ」

　なるべく穏やかに聞こえるように尊は言葉を選んだが、貴裕が眉をひそめた。

「仕事、決まったのか」

　貴裕にしては少し苛立った声に尊は早口になる。

「いや──でもさ、もうすぐ決まると思うし兄さんも、いろいろあるだろう」

「いろいろってなんだ！」

　貴裕がビール缶を握り潰す様な勢いで声を上げた。

「……兄さん……」

　いつもは穏やかな茶色の目が濃くなって剣呑な光が浮かんでいた。

「気を遣っているのかしれないけれど、中途半端な状態で出て行かれても逆に気になっておちおち寝てもいられない。お父さんたちだって心配するし、僕だって大事な弟をこんな状態で放り出せるわけ無いだろう」

「大事な弟って……」

　十年前、まだ尊が兄より小さかった頃、その胸に抱えられて同じ言葉を言われた。

　あの激しい熱のある兄を決して忘れたことはない。

　貴裕はどうなのだろうかと勘繰るまでもなく、今の言葉の強さで、兄も同じ思いだと感じる。

　けれどこの年になって今更言われるのは気恥ずかしい。それにもう、あのときと同じ気持ちで兄に頼ることが出来るような年ではない。

　だが貴裕は自分の感情を抑えきれないように目を濡らしながら尊を見つめる。

「とにかく、僕に気を遣うのは止めて、早く仕事を見つけるんだ。そうしたら何時出て行ってもいいから。尊もいつまでも僕の側では気詰まりだろう。恋人ともおちおち会えないよな」

　最後は落ち着きを取り戻した兄らしい口調で、柔らかい笑みを浮かべた。

「俺、恋人なんていないよ。自分のこともちゃんと出来ていないのに恋愛なんて無理だろ」

「そうなのか？　早く作れ。気になる」

「なんで兄さんが気になるんだ？」

　冗談とも思えない兄の真剣味を帯びた調子に尊は思わず語尾を上げた。

「いや……お父さんたちも気にしてたからさ」

「だったら兄さんのほうが先だろ」

　至極当たり前のこととして軽く返すと、貴裕はわざとらしく視線を外した。

「僕は忙しくて、そんな余裕無いんだ。順番は気にしなくていい」

「無職じゃ無理。兄さんなんて上司か取引先から、どっかのお嬢様との逆玉婚とかの話があんじゃない」

「僕はそういうのは嫌いだ」

　いつもは穏やかな貴裕の切るような口調に尊がぎょっとした顔をすると、慌てて貴裕は表情を取り繕うが口調の強ばりは取れない。

「紹介なんかで結婚すると後が面倒だからね。しがらみは少ないほうがいい」

「そっか。いずれにしても、いい年の俺がいつまでも兄さんの世話になってるのは、問題だな。明日からまた頑張るかあ」

　うんと伸びをして勢いをつけると、尊はリビングを出た。

　貴裕の視線が追ってくるのを感じたが、あえて気がつかない振りをする。

　どう考えても自分が居候していることが、兄と恋人の仲にヒビを入らせているのだ。そのうち貴裕は自分を疎ましく思い始めるに違いない。

　もしかしたら、あのキスマークは「いい加減にしろ」という兄からの警告かもしれない。

　そんなことをしない人だとは思いながらも、こう何度も見せつけられては故意に思えてきた。

　貴裕の言い訳など暢気に信じてはいられないと、尊は焦る気持ちが一層強くなる。

　それに第一、久しぶりに見た兄は綺麗過ぎて、側にいると酷く落ち着かない気分になる。

（クラっと来たらどうすんだよ……、って、冗談でも笑えねぇ。暇だと突っ込みにもキレがなくなるな……早く仕事を見つけなくちゃ）

　冗談とは言い切れないような不思議な気持ちを笑い飛ばして、尊は自分に活を入れた。






４．兄の禁忌









「取りあえず見習いだけれどやってみる？」

　どうせ暇だろう、付き合え、の一言で真っ昼間に尊を呼び出した健介はいきなりそう切り出した。

　幼なじみとはいえ、失礼な言い草だと思うよりも、十一社目から断りの電話をもらったばかりの尊は一も二もなく飛びついた。

　兄の首筋に散った赤い徴は、二日経っても生々しく、これ以上兄の所にいることは、互いによくないと焦っていた。

（兄さんとは彼女の話とかする関係じゃないし、すっごい気詰まり。兄さんだって珍しくイライラしてるみたいだし）

　恋愛や結婚の話になると、普段とは違う様子を見せる貴裕に申し訳ない気持ちが募る尊は、健介の言葉に後先も考えずに身を乗り出した。

「ホントにいいの？」

　相変わらずぼさぼさの髪で自転車を漕いで来た健介に、尊は迷子のような瞳で頷いた。

「もうなんでも、歌と踊り以外なら」

　居候の気まずさだけとは言えない切羽詰まった気持ちを隠したくて、尊はおどける。

「おまえなぁ……」

　深々とため息をついた健介は、自転車を押しながら尊に付いてくるように促した。

　こぢんまりしたベージュ色のマンションに到着すると健介はにこにこと尊を振り返った。

「ここが事務所」

「ちょっと待ってくれよ、健介。気持ちはすごくすごくありがたいし、こんなときにいつでも履歴書を装備していない俺に非がある。けどさ、今日はまさか就職の紹介だと思わなかったから俺、履歴書とか持ってきてないんだ。おまけにジーンズだぞ」

　友人の好意はとことんありがたく、せめて電話で呼び出したときに言ってくれればいいのになどと言うつもりはない。

　だが、もしかしたら上司になろうかという相手に最初からジーンズにカジュアルなシャツで会うのはまずいと思う。

「そんなもん要らないし。俺の友達だもん。そのあたりはフリーパスっしょ。ありのままの君を見たいってタイプだから、そのまんまのほうがいいくらい」

　女の子でも口説くような台詞でいなした健介がチャイムを押すと、確認したふうもなくあっさりとドアが開き、尊から見ても充分熊のような大男が現れた。

「おう」

　声も野太くて、冬眠から目覚めた熊が試しに吠えたようだった。

「どうも、見習い連れてきましたよ、南みな方かた先輩」

「おう」

　また同じことを、だが今度は少し違った調子で言うと、男は伸ばし放題の前髪の間から案外と鋭い視線を投げてきた。

「勅使川原尊です」

　ぺこりと尊が頭を下げると、急に目が笑ってヒグマが人の良い顔つきに変わった。

「中、入って」

　大きな背中を丸めて、ちょこちょこと手を動かし、思いもかけずに可愛い仕草で促してくれた。

　内装は普通のマンションだが防音用のコルクマットがぴったりと貼られた床に、スチール製の机が二台。同じく角が凹んだり色が剥げたりしたファイリングキャビネットと、一目で私的な生活空間でないと知れる。

「これに座れ」

　机の下から引っ張り出した事務椅子を尊に勧め、健介には壁に立てかけてあったパイプ椅子を出した。

　自分のものらしい大きめの椅子に陣取った南方は、寛いだ様子で視線を和ませた。

「健介くんから話は聞いてるけど、本当に大丈夫か？　私立探偵って言っても００７とかMission Impossibleとか想像されると困るんだけど」

　にやっと髭の向こうで笑った顔に愛嬌が滲んで、大男だが威圧感が薄い。

　だがカタカナ文字の発音が軽快に日本人離れし、貴裕がよく聞いているＢＢＣ放送を彷彿とさせ、「南方さんはうちの大学の院にいた」という健介の紹介を尊は唐突に思い出した。

（この人はもしかしたら英語が話せるのかもしれない）

　語学が大の苦手の尊は思わず尊敬の眼差しを向けた。

「どうかしたか？」

　その視線に南方が察しよく切り返す。

「いえ、英語の発音が格好いいなと思いまして」

「おまえ、面接に来て何トボケたこと言ってんだよ」

　健介の呆れ声にはっと我に返った尊が、すみませんと慌てて頭を下げると、南方が大きな手をのんびりと左右に振った。

「嬉しいねえ。褒められたのは小学生以来だな」

「南方先輩は、英語ぺらぺら。って言うか英語で論文書ける人だよ。読み書きできても会話は苦手って人は多いけど、先輩はどっちもＯＫでしたよね？」

　南方は笑っただけで肯定するでもなく話を変える。

「仕事ってなんでもそうだけど、ここも地味だぞぉ。素行調査とか浮気調査とかそんなのばっかりだ。綺麗なお姉さんが涙ながらにやって来て、感謝されて愛が芽生えるとか期待されても無理ってのは言っておく」

　ヒグマがやっている探偵事務所で愛と言われてもそっちのほうが逆に笑えると、尊は即座に頷いた。

「わかってます。ボンドガールとかいないってことですよね、そんなの全然かまいません。俺、仕事させてもらえるならなんでもやります。あ、でも歌と踊りは勘弁……」

「馬鹿！」

　健介に頭をこづかれて尊は慌てて口を噤んだが、南方が豪快に笑い声を上げた。

「おまえさん、トボケてんなぁ。度胸がいいのか本当のボケなのかわかんないけど、しばらくやってみるか？　向き不向きがあるからなんとも言えないけど、体力だけはありそうだからモノになるかもしれないし、どうだ？」

　褒めているのかけなしているのかはわからないが、口調はさばさばとしていて全く嫌みなところがない。

　それよりも、期待されていないところが逆に尊にはありがたかった。もともとこの強面で気の利いたことが言えないのが、面接を落ちまくっている一因でもあるのだ。笑ってもらえたのなら、ヒグマだろうと御の字だ。

　何より南方という熊のような男には、人を和ませ温かく包み込む雰囲気がある。

（南方さんは『こちら側』の人だ。これだけは俺の直感に間違いはない）

『こちら側』、というのは隠し事が苦手な尊が唯一口外しない、自分だけの『判断基準』だ。

　それを教えてくれたのは兄の貴裕だ。

　以来、尊は無意識に、出会った人をこちら側とあちら側に分ける。自分が理解できる人間と出来ない人間を嗅ぎ分けてしまう。

　それがいいことなのかどうかはわからないが、そのお陰で尊は人間関係で大きな失敗をすることがなかった。

　兄に教えられた尊のその感覚は、南方を『こちら側』だと言っていた。

「頑張りますから、よろしくお願いします!!」

　自分の直感を信じた尊は、明日から働かせてもらうことを力強く願い出た。

　そんなふうにいかにも尊らしく即断したのだが、家に戻ってみれば根っから真面目で堅実な貴裕に思い切り眉をひそめられた。

「だからさ……大丈夫だって。健介の紹介だし……さ。そんなに心配しなくても……」

　注がれる眼差しに、妙に落ち着かない気持ちで、尊はその考え込んでいる顔を見つめた。

（あれ、目の色……違う？）

　尊は兄の瞳の色が片方少し違うことに初めて気がついた。

　左の瞳が茶色く、リビングの灯りが差すとふわりとそこだけ金色に浮き上がり、妙に艶めいて見える。

　尊はどぎまぎして目を逸らせるが、貴裕は真っ直ぐに視線を向けてきた。

「健介くんを疑っているわけじゃないけれど、探偵事務所の見習いと言うのはどういうことなんだ？」

　確かに堅実派の貴裕がそう言いたくなる気持ちはよくわかる。

　これほど面接に落ちまくっていなければこの話に乗らなかっただろうと、尊も内心は思う。

　いくら健介の紹介でも、探偵事務所の助手見習いなんて、何をするのか想像がつかないことこの上ない。

　探偵というのは誰でもなれるものなのか、尊自身右も左もわからないのだが、取りあえず無職よりはいいと言うのが正直なところだ。

「所長の南方省しょう吾ごさんは、兄さんの大学のＯＢ。健介の話によると、あのエリートばっかり集まる大学の中でもめちゃめちゃ優秀で、将来は絶対大学に残るって言われてたのに、なんでだかあっさり辞めて探偵になっちゃったんだって。今まで一緒にやってた人が独立したんで、相方を探してるからどうかって。もちろん最初はお茶くみだけど、そんなの、どこでもそうだろう？　探偵って言っても身上調査とかみたいだよ。どっちにしてもセンスがなくちゃ駄目だって言われたから、そのうち首になるかもしれないけど」

　尊の必死の説明に、貴裕が僅かに愁眉を開く。

「その所長さんは無茶を言う人じゃないみたいだけど……いくつぐらいの人なんだ？　院まで行ってるとすれば、噂ぐらい聞いたことがあってもいいはずだけど。南方省吾……か」

「うーんっと、俺たちの一回り上って健介が言ってたから、兄さんより七つも上か。知らないんじゃないのかなぁ。ぶっちゃけると見た目はヒグマみたいで年齢不詳」

「ヒグマね」

　やっと貴裕が笑ってくれたので、ほっとして尊も笑い返した。

「とにかく兄さんに世話になりっぱなしだし、なんとかやってみたいんだ。心配はさせないようにするから」

「……なんだかそっちのほうが心配な気もするが」

　ため息混じり言った貴裕がいきなり手を伸ばして髪に触れてきたので、尊は思わず身を引きそうになった。

　兄に触れられたのは中学生のときからほとんど記憶にない。

「もし無理だと思ったらすぐに辞めるんだ。君の生活ぐらい僕が面倒を見られる。それより何かあるほうが心配だから」

　髪に触れた手が頬まで撫でて、またいきなり引っ込められた。

「それから、生活が軌道に乗るまでここにいなさい。いいな」

　珍しく命令口調でそう言った貴裕は答えを待たず席を立って、リビングを出て行く。

　尊に触れた手を隠すように胸に抱えた背中が何故か淋しそうに見えた。

「に……」

　呼びかけようとした声を尊は飲み込んだ。細い背中が尊の胸に、大切な人が去っていくときのような、苦くて、甘い切なさを呼び起こす。

　味わうことが後ろめたいような感覚を、尊は無理やり身体の中に押し戻した。

（兄さんは、兄さんだよな。それ以外の何者でもない……）

　何故これほどまでに兄の様子に心が揺すぶられるのだろうか。

　兄の背中が言葉以上のものを伝えようとしているような、居心地の悪さとざわつきを尊の胸に呼び起こす。

（って、まだ探偵にもなってないのに、何深読みしてるんだよ。──。やっぱこれって新しい仕事への不安がそういう気持ちにさせるんだよな──俺って案外繊細なんだ）

　尊はわかりやすい答えを導き出して、ほっと息を吐いた。






５．惨むごい事実









　仕事の基本はお茶くみからだ。

　翌日の初出勤はスーツで事務所に行った尊を出迎えた南方は、尊を小さなキッチンに連れて行った。

「朝は取りあえず茶だろう？　淹れ方を教えてやる」

　小ぎれいに整えられた台所には、茶器も立派そうなものが並んでいる。

「萩焼の粉引きだ」

「萩の粉引き？　高いんですかそれ」

　南方用だと示された白い大振りの茶器を見ながらに尋ねる。

「知らないのか」

　別に馬鹿にしたふうはなかったが明らかに驚いた調子に、尊は首を竦めた。

「俺、こういうの全然知らなくて。すみません」

「別にいいさ。自分の知っていることが常識だとは限らない。俺はたまたま知っているだけだ。萩焼は山口の萩市名産の陶器だ。萩の七化けって言ってな、使ってる間に色がどんどん変わっていく。何でも化けるものは面白い。人もモノも見たまんまではつまらない。じゃんじゃん使ってみるとわかるけど、良いものはうんと良くなって残るし、メッキは剥げる」

　使い込んだ滑らかな表面を、太い指先で心地良さそうに南方は撫でた。

「おまえさんの茶碗はこれを使え」

　その指で奥からつまみ出した湯飲みをひょいと尊に渡す。

　赤味を帯びた乳白色の地に可愛らしい絵をあしらった湯飲みを、尊はしげしげと眺めた。

「これも萩焼ですか？」

「いや、これは赤膚焼きって言ってな、奈良、大和郡山のモンだ。描いてある絵は〝奈良絵〟って言うんだぞ。可愛いだろ」

「はぁ……子どもの落書きみたいですね」

　鹿や神社などが単純な線でデフォルメされた絵に、尊が率直な感想を漏らすと、南方が尊の背中を叩いて大笑いを始めた。

「あの……？」

「いやいや。まっこと正直な感想で素晴らしい。で、茶はその戸棚に入ってるから淹れてくれ」

　南方はやっと笑いを収めるとシンクの上の棚を指差した。

　茶を取り出した尊は、それが京都の高級玉露だということに気がついて、湯を冷まし始めた。モノ知らずだが玉露が熱湯で淹れるものではないことぐらいは知っている。

　だが南方は、「熱湯で淹れないとクビにするぞ」と、笑った。

「玉露って熱湯で淹れると風味が壊れるんじゃありませんか？」

　言われるままに熱湯で淹れた玉露を萩焼の湯飲みに注いで差し出すと、受け取った南方が鼻で笑った。

「おまえさん、固定観念に囚われちゃ良い仕事は出来ないぞ。確かに温めの湯で入れると甘い美味いとこが際立つけど、茶ってのは本来そんなもんじゃないぜ。苦味もえぐみもあるんだ。それを味わってこそ本来の茶の神髄がわかるってもんだ。ここでは一年中、茶は熱湯だ」

「はぁ……」

「な、茶も人間も一緒なんだ。お綺麗な顔したヤツにはよ、熱い湯をぶっかけてびっくりさせてやりゃあ、本性が見える。化けの皮が剥がれるんだよ」

　櫛も入れていないような固い前髪の間から、にやりと笑った南方は、熱い茶をものともせずに飲み干した。

「よっこらしょ」

　湯飲みを机に置くと、腰を上げて上着を手に取った。

「さて、行くか。付いてこいや。尊、美貌の人妻浮気調査だ。うちにしては美味しい物件だぞ、最初にしてはおまえさん、運が良い」

　もう十年来の手下のように呼び捨てられて、尊は慌てて南方の後を追う。

「おまえさん、けっこうでかいな、いくつだ」

「百八十cmです」

「スポーツ、何かやってたか？」

「高校時代はバスケット、大学では水泳を少し」

「俺は山だ。二人でいると目立つなぁ」

　尊は自分より背の高い男とあまり出会わないが、南方は自分より僅かに目線が高い。そして山男というイメージを体現するかのように、胸板ががっちりと厚かった。

（逞しいよな、南方さん。なんだかボスって感じがしていいな）

　そんな暢気な感想を抱きながら、尊は南方と一緒に駐車場へと向かった。




　そんな二人がホテルロビーで人妻の浮気調査に励むのには少し目立ち過ぎる。

　しかも張り込み対象の人妻は、文句なしの楚々とした美人だ。

　利休鼠の無地に柿色の帯をあしらい、少し窶れた風情で昼下がりのカフェで俯く姿も絵になっている。

（男二人で見張るような人じゃないよな……しかも俺たちって思った以上に目立ってないか？）

　尊はどぎまぎするが、堂々としていれば、体育会系の先輩後輩に見えなくもないだろうと腹を括った。

　尊が開き直って胸を張っていると、南方が楽しそうな視線を注ぐ。

「何か？」

「おまえさん、良い育ち方をしているのな。おどおどしてないし、こういうとこでも物怖じしない。人の顔も真っ直ぐ見るし、親がいい教育をしたんだな」

「はあ、普通の中流家庭ですよ。俺、南方さんや健介なんかと違って頭も良くないですし。萩焼も知らないくらい一般常識もないです」

「ああ、でも知らないほうが案外本質を見抜けることがあるぞ。〝奈良絵〟を子どもの落書きと言い放ったおまえさんには、センスがあるかもしれんな」

　コーヒーカップを鷲掴みした南方は酒でも煽るように豪快にコーヒーを飲む。

「……もしかしてあの絵って芸術作品なんですか」

　おそるおそると尋ねる尊に、南方がひげ面を綻ばせた。

「ま、日本の伝統ではあるかなあ。『奈良絵本』って言う絵草子に書かれた絵だ。それを知っている奴は、温かみがあるとか雅趣溢れるとか言うかな。おまえさんみたいに落書きって言う奴は、初めて会ったか」

　さすがにホテルのロビーで大笑いはしなかったが、それでも髭の奥で笑われて尊は首まで赤くなった。

「すみません。俺ホント、常識なくて。特にそういう芸術方面はとんと疎いんです。野球は好きなんで選手名鑑なら覚えてますけど、意味ないですね」

「それだって知識だろう。どんなものだって知らないより知ってたほうがいいし、出来ないより出来たほうがいい。けど、お勉強が出来ても目が曇ってりゃなんの役にも立たないんだよ。知識が本質を見誤らせるってことはよくある。芸術品だって、価値を知ってるばっかりに、ああいいですねぇ、さすがですねぇなんて褒めてる間に、ホントに自分の好きなものがわからなくなることがあるんだよ」

　その言い方は上に立った優越感はなく、かといって慰めるようなところもない。南方が芯からそう思っていることが伝わってくる。

　一流大学の院まで行き英語も堪能。尊からすれば優越感を持つ理由は充分だが、南方はそういう質ではないらしい。

「でもいい年して知らないって恥ずかしいですよね」

「まあな、知識と金はあっても損にはならん。金はともかく、知識のほうはこの先いくらでも蓄えるチャンスがあるから、気長に覚えな。この仕事やってると嫌なことも覚えちまうけどな」

　苦笑いに紛らわせた視線が鋭くなり、声が低められた。

「来たぞ」

　南方に軽く促されて尊は、不自然でないように気をつけて入り口に目線を送った。

　あんな上品な人妻を窶れさせる、道ならぬ恋の相手は誰かと、多少の好奇心も抑えきれない。

「おっと、こりゃまた特上が来やがった、いかにも人妻がよろめきそうな色男だね。濃紺のスーツのお兄さんだ」

　南方の呟きに、遠目にも清潔そうな若い男がその相手だと気づいた尊は、目を細めて焦点を合わせた。

「……ふえ……嘘」

　焦点が合った瞬間、尊は慌てて両手で口を塞ぎ、椅子の下に顔を突っ込む勢いで屈み込んだ。その拍子に胸が膝に当たり、咳き込んだ。

「声、出すな！」

　南方に耳を思い切り引っ張られて、尊は下を向いたまま必死で咳をかみ殺した。身体の痛みとは違う胸の痛みで、目じりに涙が滲んだ。

「そのまま下向いてろ。動くな。絶対動くなよ」

　ぴしりと命じられた尊は、床をじっと見つめながら息を殺し、南方が音もなく行動するのを気配で感じていた。

　これほどの失策を犯せばこの扱いは当然だが、それでも良かった。

　とてもあの二人の密会現場の証拠集めに荷担できない。この仕事を頑張ってみようなどという気持ちはとっくに吹き飛んでいた。

　帰りの車の中、無言でいてくれる南方に感謝しながら、仕事を辞める言い訳を考えていた。

「茶を淹れてくれ」

　事務所に戻ると、尊が口を開く前に南方はそう言った。

　教えられたとおり、熱湯で淹れた玉露を南方の前に置いてから、尊は深々と頭を下げた。

「南方さん、あのすみません、俺、やっぱりこの仕事無理なので辞めさせてください。来たばっかりでホント、無責任ですみません」

　何かを考えるようにとんとんと膝を太い指で叩いていた南方は、やがて深く息を吐いた。

「今日の綺麗なお相手さん、知り合いか？」

　顔を上げた尊は、唇をぎゅっと結んでから頷く。

「すみません──兄、でした」

　どうせ調べればわかることだ。探られる前に言ったほうがまだいいような気持ちで、尊ははっきりと答える。

　和服美人の前に現れたのは、なんと兄の貴裕だった。

　信じられなかったが白い怜悧な横顔は間違いなく貴裕で、濃紺のスーツもストライプのタイも今朝出がけに着ていたものだった。

　兄が恋人や結婚の話をしたがらなかったのは、そういうわけだったのか。

　尊は肩を落として南方を見返す。

「ここは警察じゃないから、ターゲットの関係者だからって別にかまわないんだが」

「いや、そういう問題じゃなくて。あの女の人、偉い人の奥さんなんですよね」

「まあなあ、旦那は与党大物代議士だ」

「離婚となると慰謝料とかすごいんでしょうね」

「お子様だな、おまえさん」

　南方は諭す口調になり、指で尊に座るように促し、自分は足をどんと机の上に載せた。

「スキャンダルは選挙には致命的だ。ましてあの妻はもの凄い閨閥を持っていて離婚などあり得ない。だが夫は、黙って妻の不倫を許し見逃すような甘ちゃんでもない。そんな奴は永田町では生きていけないしな。不倫相手は見せしめにとことん潰され、妻はそれを見せつけられて飼い殺し。そういう筋書きだな」

「潰される……ってどういう」

「うーん、兄さん、勤め先は」

「松永商事です」

「泣く子も黙るな。キャリアか？」

「大学は南方さんの後輩になります」

「そっか。学閥ありのキャリア入社で、指輪はなかったからまだ独身か……ってことは」

　尊がぎこちなく頷くのを確かめた南方は、口髭を引っ張って顔をしかめた。

「会社はクビ。あの旦那の力を持ってすれば懲戒免職に近いやり方で首にすることは簡単だ、兄さんは次の就職先も探せない状態にされるだろうな。今までの傷ひとつ無い経歴は真っ黒の傷だらけにされる。その上、もしかしたら妻がレイプされたと示談金話を持ち込まれるかもしれないな」

「そんな──」

「そんなもこんなもあるか。永田町では日常茶飯事、あの世界は魑魅魍魎。お釈迦様の蜘蛛の糸も降りてこない血の池だ」

　淡々とした南方のもの言いに逆に真実があるのを感じて、尊は身体が竦んだ。

　小さい頃から本当に瑕き疵ずひとつない経歴の兄が、たったひとつの恋愛で人生を粉々にされる。あの兄が、たとえ不倫とは言え遊びで付き合っていたとは思えない。きっとどうしようもなく愛してしまったに違いない。

　小さいときから何も欲しがらず、オモチャもおやつも何もかも尊に譲ってくれた兄が、もしかしたら初めて自分から欲しいと望んだものかもしれない。

　何故よりによって相手が人妻なのだろうとは思うが、兄が望んだことならせめて自分だけはわかってやらなければならないという義務感に駆られる。

　闇雲な非難がどれほど人を傷つけるかよくわかっているから、絶対にしたくない。

　尊は拳をぎゅっと握って、決意も新たに南方を見据えた。

「俺、味方でいたいんです。確かに兄のやってることはいいことじゃないです。人の奥さんと付き合うなんて間違ってる。でも、きっとやむにやまれずやったんだと思うんです」

「やむにやまれず……間男か」

「そりゃ、毎日そんなもの見慣れてる南方さんにすれば薄汚く見えるかもしれないけど、でも兄はそんな人じゃない」

　臆せずに尊はひげ面を睨み付けた。

「兄は本当に真面目な人なんです。何時だって親に心配かけないように、ちょっとした、男なら誰だってするような羽目の外し方だってしませんでした。そんな人が、こんなことするなんて、よっぽどあの女の人が好きなんだと思います。俺、兄がどんなことになっても味方になります」

「味方って、兄さん、いくつだ」

「二十八です」

「二十八にもなって弟に庇われたいと思ってるような男なのか？　ひ弱なエリートって奴か」

　揶揄が混じった視線をはね返すように尊は南方を見つめる。

　貴裕は浮き世離れした清らかな容姿から、初対面の人間には温和おとなしい質に見られることも多いが、誰より自立した人間だと、尊は知っている。

　高校に入るとすぐにアルバイトを始め、親から小遣いをもらわなくなったばかりか、ときには尊に小遣いをくれた。十代らしい遊びもせずにバイトに精を出す息子を両親が心配しても、それも社会勉強だと一歩も引かなかったことを覚えている。バイト先の信頼も厚く、その上いつもトップクラスの成績をキープする貴裕に、両親も文句のつけようがなかったはずだ。

　困ったことも辛いことも年齢相応にあっただろうに、貴裕はそれを一切家族に見せることがなかった。幼い恋を告げてきた女の子たちすらも、水のように全てをさらさらと流し、留めることをしない人だ。

　貴裕が感情を露わにしたのは一度だけ。そして尊はそれを決して忘れはしない。

　──僕の大切な弟。

　貴裕がそう言った、あのときだけだ。
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　それは尊が中学に入学したばかりの頃のことで、貴裕は高校三年生になっていた。

　その頃にはもう郷里で貴裕の優秀さは知れ渡り、その美貌と相まって勅使川原家の長男は有名人だった。

　それなのに、弟の尊ときたら、単なるいたずら坊主で、兄とは似ても似つかない図体の大きな野生児。

　貴裕を教えてきた教師たちは成績も平凡でやんちゃな、ごく普通の尊に失望したらしい。

　だが友達に囲まれていた学校生活は楽しかった。何より貴裕は弟を誰より可愛がり、両親も兄弟を較べたりしなかった。家庭で居心地が悪いことなど一切なかった尊は、教師の思惑など爪の先ほども気にしないでいられた。

　あの日、目をつり上げた担任に職員室に呼ばれるまでは──。

　日直だった尊がひとり、教室で居残ってプリントの整理をした日に、財布の置き引きがあった。

「おまえがやったんだろう？　兄さんと違って出来が悪いしな」

　人に疑われたことのない尊は、驚きで咄嗟に言葉が出ずに、無言のまま首を横に振ることしか出来なかった。

「とんでもないヤツだな。親御さんも大変だろう」と言った彼の表情と口調の冷たさに、尊は涙を堪えるのが精一杯だった。言い訳すら言えないその尊の目の前で、教師は家に電話をかけた。

　当然父親は会社にいる時間だったし、その日は母も出かけていた。すると教師はこともあろうに、電話を受けた貴裕に置き引きの件を伝えた。

　駆けつけた兄の顔を見たとき、尊は血の通った貴裕の顔を初めて見たような気がした。

　兄はいつも涼しげで、ひんやりとしてる。なのに、白い肌を染める血はその熱さがわかるほど赤く、目は濡れたように光り、額にはキラキラした汗が浮いていた。

　緊迫した場面なのに、貴裕はどきりとするほど眩しかった。

（すっごい、綺麗。天使みたいだ）

　尊は本当にそう思った。

　もちろん天使の意味なんてよくわかっていない。

　仏壇の前にクリスマスツリーを飾るような家で育った尊だったが、兄の凄絶で清らかな美しさを表す言葉はそれしか思いつかなかった。

　それは教師も同じだったらしく妙な咳払いをしてから、経緯を説明した。

「こう言ってはなんだけど、貴裕くんの弟にしては出来が悪いね」

　貴裕を教えたこともあるその教師は、同意を求めるような口調で話を終わらせた。

　最後まで黙って聞いていた貴裕は、彼の話が終わると尊のほうを向いて静かに尋ねた。

「尊、君がやったのかい」

「違う」

　それしか言えなかった。

　疑われた哀しさと悔しさと情けなさ。そして、仲間と騒いでいた先ほどまでの子ども時代が遠くなったような心許なさに襲われて、尊はとうとう涙を零した。

　慌てた尊が頬を擦る前に貴裕が両手を伸ばして尊の頭を胸に引き寄せた。

　まだその頃は貴裕のほうが背も高く、尊はしっかりとその胸に守られるように抱きしめられた。

　その瞬間、尊は温かさと強さに包み込まれたように、全身の緊張が解け出した。

　この人に抱かれていればきっと大丈夫だと信じられて、兄に縋りついた。

「先生、きちんと調べてください。まだ尊の荷物検査も身体検査もしていらっしゃらないようですし」

　貴裕の言い方は丁寧だったが容赦がなく、凄絶な美貌が放つ殺気に教師の息が詰まったのが尊にも感じられた。

「なんだったら警察を呼んでいただいてもかまいません」

「いや……警察沙汰は……いろいろ、問題がね……」

「僕の大切な弟が濡れ衣を着せられるのは我慢できませんから。学校の都合なんて僕には関係ありません」

　抱きしめてくる貴裕の腕の力が一段と強まった。

「尊を出来が悪いなんて言う、人を見る目がない教師に、大事な弟を任せるわけにはいきません。警察を呼んでください」

「……いや──だから」

「学校で責任を持って調べてくださらないなら、僕がここで警察に連絡します。僕の大切な弟の一生の問題ですから」

　在校時代一度も教師に逆らわず、折り紙付きの優等生だった貴裕の態度に、教師だけではなく尊のほうが度肝を抜かれた。

　自分を庇う兄の熱い身体、速い鼓動、貴裕にこんなに強く脈打つ思いがあるとは知らなかった。

　兄の激しい怒りに押されるように教師は再調査をし、犯人が他にいることが明らかにされた。

　全身全霊で尊を庇う貴裕の姿は、尊でさえ怖ろしいと思った。ましてや教師には信じられないものだったのだろう。

　尊が卒業するまでその教師は、一度も尊と目を合わせようとはしなかった。
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　貴裕の本質はとても激しい。そして情深い。

　今はどんなに熱を隠していても、尊はそれを疑ったことはない。

　たとえ貴裕がそれを期待していなくても、あのとき貴裕が自分を信じてくれたように自分も貴裕を信じたい。

　あのとき兄が信じてくれなければ、教師が自分を謂われなく貶めた傷が、大人になっていなかった尊を壊したかもしれない。

　損をするほど真っ直ぐだと人に笑われても揺るがないのは、貴裕が自分を守ってくれたからだ。

　人を信じることの強さを教えられ、同時に、人を根拠なく疑う醜さも知った。

　尊は一度唇を引き結んでから、口を切る。

「兄は弱い人じゃないです。ずっとひとりで頑張ってきて、能力も気力も人一倍あります。俺たちがもっと頼ってほしいと思っても、安易に家族を頼るようなことは絶対にしません。それでもやっぱり味方は必要だと思うんです。そう思うのは俺が弱い人間だからかもしれないけれど、俺は、最後のひとりになっても兄の味方でいたいんです」

　興奮で頬が熱くなったが恥ずかしいとは思わず、見透かすような視線を向ける南方に言いつのる。

「世間的にどんな制裁を受けても、俺の兄はやっぱり今までどおり一番だって言い続けます。だから俺、この仕事して兄をつるし上げる手伝いは出来ません。すみません」

　立ち上がり、もう一度頭を下げて事務所を出ようすると、素早く足を引っかけられて尊はつんのめった。

「ちょっと、南方さん！　何するんですか！」

「おまえさん、直情型だな。顔と同じですっきりいい男だが、もう少し頭を使え」

　南方は尊を指先で招きながら机のパソコンを起動させ、スマホから画像を取り込む。

　慣れた指先で、隠し撮りした画像を液晶画面に表示させる。

「兄さん、美人だなあ、ミケランジェロのピエタ像みたいだ」

「ピエタ像……って何ですか？」

　芸術方面には疎い尊は、素直に尋ねた。

「うん、聖母マリアだ。もうちっと詳しく言うと、磔にされたキリストの亡骸を抱くマリアさまを指すんだけどな」

　兄の写真を見ながら南方は教えてくれる。

「……マリアさま……」

　息子の亡骸を抱く聖母に、貴裕が似ていると言われたことに、尊は背筋がぞくっとする。

　調査対象として見ただけの兄の本質を、何故か南方が的確に捉えているような気がした。

「優しそうだけど、ちょっと近寄りがたい感じだ。ホントに兄さんか？　同じイケメンでも、庶民派のおまえさんとは全くタイプが違うな」

　尊の内心に気づかないまま南方は、人妻と二人、真剣に何かを話している貴裕の画像をどんどんと拡大していった。

「ほら、これ見ろ」

　南方が指差したのは貴裕の手元で、厚ぼったい茶封筒とその下に名刺らしきものが半分見えていた。

「封筒……と、名刺？」

　なんで、名刺──と呟いた尊の肩を南方が強く押さえた。

「兄さんは、この女性と初めて会ったんじゃないかな。だから名刺を出した。身分を証明するためにな」

「身分？　だって恋人なんですよね？」

「だから、その前提が違うんじゃないのか？　結論ありきで考えるから混乱するんだよ。情報だけを見て結論を導くんだ。奈良絵が子どもの落書きに見えたのと同じように価値観とか前提を取っ払ってみな」

「どういうことですか」

　混乱する尊に南方は説明を続けた。

「簡単なことだ。名刺は初めましての挨拶だ。私はこれこれこういうものです、とな。兄さんはこの人妻に初めて会った。だから名刺を出した。私は怪しい者ではありません。松永商事の勅使川原ですと」

　淀みなく続けて、次に南方は封筒を差し出す貴裕の手元をさし示す。

「この茶封筒に入っているのはおそらく金だ、名刺と一緒にこれを出したということは、兄さんはこの封筒を渡す目的で女性に会いに来たんだ」

「金？」

「そう手切れ金。女とキレイに別れたいときは相手の財力に関わらず金は必須。金融関係や、政界みたいなスキャンダルを嫌う業界では、何事も金で始末をつけるのは常識、な」

「……あの……どうして兄が……だって兄が初めてこの女の人に会ったとすれば話がおかしいじゃないですか。どうして初めて会った人に手切れ金なんて渡すんですか？」

「うーん、それだけどなあ……」

　歯切れが良かった南方が急にもたつく。

「今日、あの人妻が浮気相手とあのホテルで密会するってのは、もの凄く固い所からの情報でな。俺は部屋も押さえて、写真を撮るばっかりにしてあったんだ。そんな絶妙のタイミングでおまえさんの兄さんが現れた。てことは、女の浮気相手が兄さんに使いを頼んだんだろう。そして子どもの使いじゃあるまいし、兄さんは事情がわかっていてあの場に来たはずだ。あの女性が誰かを知り、その相手の男から別れ話をしてきてくれと頼まれ、金を携えて、のこのことやってきた」

「のこのこって……」

「言い方は悪いけどな。おまえさんの兄さんは、名刺まで相手に出して、おまけに撮ってくださいと言わんばかりに顔を晒してご登場。まさかロビーで大立ち回りを演じるわけもないから、まさしく密会にしか見えないもんな。俺は写真を撮ればおしまい、一件落着……兄さん嵌められたな。いや、もしかしたらそれを承知でやって来たのか。優しい顔してるけど、松永みたいな生き馬の目を抜く企業でエリートやってんだ。そんじょそこらの甘ちゃんじゃないだろう」

　南方が渋い表情を作った。

「ええ、それはたぶん。でも一体誰が、そんな」

　確かに貴裕は甘い男ではないけれど、基本的には優しい人だ。

　尊は思わず縋る目をして南方を見上げてしまった。

「あんな場所に兄さんを送り込めるのは、よっぽどの相手だろ。世話になってる人とか上司だな。松永商事あたりだと上下関係は特殊だろうから。心当たりないか？」

　尊は爪を噛んで、必死に心当たりを考え込むが、もともと兄はそれほど自分のことは話さないし思い当たることは何もない。

「今いるマンションは大学の先輩から借りてるって聞いてますけど、思いつくのはそれぐらいです。あの、この写真をやっぱり証拠にするんですか……」

「うーん、まあこれを渡してしまえば俺の仕事は終わりで、調査費もたんまりもらえて楽なんだけど」

「南方さん！」

「わかった、そうとんがるなよ。全く俺もおまえも運がいいんだか悪いんだかなぁ。仕方ない。悪いけど、兄さんを張るか」

　南方はどっこいしょとかけ声をかけて立ち上がり、尊を促した。

「首尾の確認のために、必ず兄さんは今夜仕掛け人と会うだろ。仕方ねぇなあ、特別残業で追っかけるか。兄さんに連絡して退社時間とその後の予定を聞け。ソレぐらいは協力しろよ。ただでは俺も動かんぞ」

「はい！　俺のほうは、当分ただ働きでけっこうです！」

　勢い込んだ尊はスマートフォンを取り出すと、貴裕に連絡を入れた。




　シティホテルへ入る貴裕を、南方と尊は密やかに追う。

　沈んだ顔つきの貴裕が、自分で部屋を取ってからエレベーターの中に姿を消すのを、ロビーの片隅から見送った。

「いろんなしがらみあるんだろうけどエリートも大変だよなあ。兄さん、恋人いないのか？」

「いないって本人は言ってます。けど……」

　尊は兄の首筋の赤い痕を思い出して少し頬を上気させてしまった。

「まあ、大人だからな。あの顔だし、相手に不自由もしないんだろ」

　南方は軽く流してくれたが、兄の恋の相手があの人妻ではないにしても、あまり楽しそうな感じではなかったことに、尊は心が塞ぐ。

　一体に兄は何を隠しているのだろうか。

　困っているなら相談してくれればいいのに、と思う反面、頼りにならない自分の身の上がわかっているだけに、胸を張って頼ってくれとも言いにくい。

（でもなあ、愚痴ぐらい零してくれてもいいのに。兄さん、俺をもっと頼ってくれよ）

　いずれにしてもこれが片付くまでは兄をひとりには出来ない。複雑な吐息をかみ殺していると南方の気配が変わった。

「南方さん？」

　新聞を片手に、ロビーの入り口にさりげない視線を送っていた南方の気配が異様に凍っている。

「今、入ってきた男、後を追え」

「あ、今って？」

「おたおたするな。ピンストライプの三揃え、身長はおまえぐらいだ。オールバックで見るからに金満エリートだ」

　声に鋭い皮肉が混じっているが、有無を言わさない厳しさがあった。それ以上は問わずに尊は喫茶室を抜け、言われた姿を目で探す。

　彫りの深い、自信家らしい目立つ容姿はすぐにエレベーターの前で見つかった。

　こんなときはおどおどしていても仕方がない。尊は当たり前のように男の後ろについて乗り込み操作ボタンの前に立つ。

「何階ですか」

「四十二階」

　少し金属的な通りのいい声で当然のように命じ、礼も言わない。

「偶然、一緒ですね」

　尊はにっこり笑いかけて前を向き、閉じたドアに写る男の顔を見た。

　細い眉と眼窩の深い瞳の一見華やかな人目を引く顔立ち、だが人を小馬鹿にしたような口元が気に入らない。尊は腹の中であっかんべぇをしてみる。

　エレベーターが開くと、また礼も言わずに男はさっさと先に出て行き、それはそれで好都合だが礼儀を知らない態度に尊はむっとする。

（墓穴を掘りやがれ）

　心の中で悪態をつきながら尊は男の跡をつける。

　部屋番号を確かめた男が扉をノックすると、中から静かに開く。

（中にいるのは……）

　緊張で強張る尊の耳に、「どうぞ」という細い声が聞こえた。

（兄さん……やっぱり）

　姿は見えなくても、貴裕の声を聴き間違えるはずはない。

　上手く目的を果たしたことに、尊は一応ほっとする。

　だが兄があんな男の片棒を担がされている理由を考えると、暗い気分になるのを押さえられなかった。

（絶対に、曝いてやる！　兄さんが好きでやってるわけない！）

　証拠を手にしたような気分で事務所に戻った尊は、熱湯で玉露を入れて南方の前に勢いよく置いた。

「あの男のこと調べましょう」

　だが息巻く尊と逆に、どこか虚ろな視線の南方が気のない生返事を繰り返す。

「南方さん！」

　焦れて尊が何度目かの声を上げると、ようやく南方が視線を戻し口を開いた。

「小お此この木ぎ誉ほまれ」

「はい？」

「あの男の名前だ」

「ご存じだったんですか？」

　勢い込んだ分、尊の拍子が抜かれる。

「年は三十五、もしかしたらもう六になったか、松永商事社員で役職なら相当上にいるだろうな。兄さんの先輩だ──って言うか、大学で俺の同期生だよ」

「へっ？」

　おそらく尊はとんでもなく間抜けな顔をしたらしい。南方が苦笑した。

「なんか、俺たち、呪われてるみたいだよな。実の兄に同期生絡みか」

　南方が仕方なさそうに笑うが尊はとても笑えない。

「あの……親しかったんですか」

「いや、水と油だったな。上昇志向が強い奴で、俺とはあんまり接点は無かった。だが成績が素晴らしく良くて素行も派出で目立つ奴だったからよく覚えているし、人伝だが松永の入社試験もトップだったと聞いている。兄さんは相当目をかけられてるんだろ。まあ今回は、とんだことまでやらされてるみたいだけどな……まさか小此木がここで出てくるとは想像もしていなかった……」

　最後の言葉は、まるで南方が自分を責めているように聞こえた。

「はあ……あの、そのですね、もしその小此木って人が例の奥さんの浮気相手だとわかったとしても兄さんは……やっぱり一連託生ってことになるんですか？　俺、一流企業のシステムってよくわかんないんですけど、部下も上司の不祥事の責任って取るもんなんですか？」

　必死な尊に南方は気の毒そうに、優しい目をした。

「違うって言ってやれたらいいんだけどなあ。小此木は社内でも、もう派閥を持ってる立場だろうし、兄さんも、ただでは済まないだろうな。政治の世界と一緒でな。派閥の上がこけたら下も割りを食う。ホントのことがわかった以上、俺は密会の相手が小此木だという証拠を掴んで依頼主には渡すが、それ以上兄さんをどうこうしてやることは出来ないし、そんな義務もない」

「……はい」

　淡々としているが南方の言い方は誠実だったし、出来ないことを安請け合いするよりずっと男らしい。それに、昨日会ったばかりの尊とその兄に、これほど好意的に接する理由など本当は何ひとつないのだ。

　個人営業の探偵事務所で経営だって楽ではないだろ。尊は南方の無条件の好意が心からありがたいだけで、少しも恨んだり責めたりする気持ちはない。

「すみません。俺が来たばっかりに迷惑かけてしまいました」

　尊は心からそう言って頭を下げた。

「そうだな、とんだモン引っ張りこんだ」

　否定もせずに南方は笑う。

「まあ、小此木が絡んでるんじゃ仕方がないか」

「あの……南方さん、小此木さんって人、そんなによく知ってるんですか？　随分な言い方しますね、そりゃ、なんて言うか相当横柄な雰囲気でしたし、兄にあんなことさせるだけで充分頭にくる奴なんですけど」

　首筋をぼりぼりと掻いてから、南方は仕方なさそうに口を開く。

「小此木誉の頭の中身は最高だと思う、もの凄い切れ者だ。俺が今まで出会った中でも五本の指に入ることは間違いがない。そしてその中身の腐りっぷりも、俺が知っている中じゃ五本の指に入る。これもまた本当のことだ」

　南方は嫌なものを払うように、頭を振って見せた。

　豪快に見えた南方が苦しそうな顔で教えてくれたことは、尊の心に重く沈み込んだ。




　南方は相当小此木という人間を疎んじている。いやむしろ小此木のことを畏れていると言ってもいいかもしれない。

　帰ろうとする尊に本気としか思えない忠告をした。

　──出来れば兄さんは早く小此木から離れたほうがいい。松永にいる限りは難しいかもしれないが、地方支社へ行くとか、……いっそ転職するとか、方法はいろいろあるからな。

　人生まで左右しかねないアドバイスの重さを考えながら尊がマンションのドアを開けると、玄関に兄の靴があり、バスルームからシャワーの音がする。

　尊はリビングでスーツの上着を脱ぎ、冷蔵庫からビールを取り出しながら兄の心中を推し量って、思わずため息を吐いた。

「戻ってたのか」

　背後からの声に、なんとか顔を作り、振り向いてビールを差し出した。

「飲む？　出したばっかりだ」

　微笑んで受け取った貴裕はバスローブのままソファに腰を下して、また尊を見上げた。

「初日はどうだった」

「うーん。いろいろ教わった、そうだ、兄さん、奈良絵って知ってる？」

「ん？　奈良絵本の奈良絵のこと？」

　一体それが何、と澄んだ目で問われて、自分も冷蔵庫からビールを出してから、尊は大げさにため息を吐いて見せた。

「やっぱり知ってるんだ。その絵がついた赤膚焼きとかいう茶碗を渡されてさ、俺、子どもの落書きみたいですね言ったら、大笑いされた」

　クリームが泡立つときのような柔らかい笑みが貴裕の頬に浮かんで甘く消えた。

「奈良絵は素朴なのが特徴だからね。それにしても南方さんって茶器に凝る人なんだね。赤膚焼きはけっこう高価だよ」

「そうなんだ？」

　普通に使わせてくれたのでそこまで頭が回らなかったが、伝統の絵柄がついているものだから高くて不思議はない。本当に何も知らないというのは怖いと、今頃恐れ入って尊は肩を落とした。

「俺、がんがん洗っちゃったよ。ヒビが入っていたらどうしよう」

「ごめん、落ち込まないでくれよ、尊。そんなことに拘らないから普通に使わせてくれたんだろう。良いものは使ってこそ価値があるって考える人なんだな、南方さんって」

「ああ、そう言えばそうかな。そんなこと言ってた。良いものは使えばもっと良くなって、メッキは剥げるとか」

「真実だね」

　一瞬真顔になった表情が、その話をしていたときの南方に印象が重なった。

　意図もせずに人の裏を覗いてしまったような顔。

　だがそれは本当にごく一瞬で、すぐに柔らかい兄らしい顔に戻った。

「他には何を教わったんだ？」

「うん、お茶の淹れ方、玉露を熱湯で淹れるんだ。ホント変わった人だよ」

「熱湯？」

「そう。お茶も人もびっくりさせると本質が見えるんだって。意味わかんないだろ？」

　目の下の隈が目立つ兄の顔から視線を逸らせながらも、笑わせようと軽く言ったつもりだったが、貴裕は笑わなかった。

「そうだね、それは本当かもしれない。南方さんか──ちゃんとした人みたいだな」

　目を伏せてビール缶を弄んでいる兄のバスローブから覗くうなじに、尊は思わず目を凝らした。

　前と同じ場所に同じように赤い痕。場所が場所だけに貴裕は気づかずにいるに違いない。

「兄さん、今日、誰と何処でメシ食った？　俺が遅くなるってスマホしたとき、会社を出るとこだったよね？」

　兄の首筋の徴にいつも以上に混乱して尋ねた声が上擦った。

「ああ、会社の上司だ。その人が行きつけの割烹だけど。なんでそんなこと聞くんだ？」

「いや、恋人とかだったら、隠さないでほしいと思って。俺もやっと就職したし、俺が居候してるから、恋人が遊びに来られなくて喧嘩になってるんじゃないかって、ホントは思ってたんだ」

「兄思いだな、君は。でも、ハズレだ。ホントに会社の人だ」

　少しだけ笑顔になった貴裕の赤い痕は、肌が白いだけに笑うとまた血が上って一層目立つ。

　あの人妻が恋人でないならば、ここまで正直に尋ねた尊にあえて嘘を吐くとは思えない。

　そして今夜貴裕が会っていた上司というのは、あの小此木誉、だけだ。

（一体どういうことなんだ……？）

　兄の笑い顔が遠くに見え、酔った振りで尊は目を擦った。






６．露呈する真実









　南方は見かけと磊落な態度の割には礼節をわきまえた男で、尊と貴裕のプライバシーに不必要に入り込むようなことはせず、尊も普通の態度で仕事に臨めた。

　件くだんの人妻のことだけが仕事というわけではなく、覚えることは次から次へと出てくるし、南方は尊が考え込む前に上手に仕事を振ってくる。だから尊も仕事を覚えることに一生懸命で、貴裕の秘密を気にしながらも、気がつけばそれなりに楽しんで探偵見習いを続け、あっという間に半月が経った。

　その間も、兄の秘密を知りたいような知りたくないような中途半端な気持ちでいたが、どのみちここで働いていれば、真実を知る日は否応なくやってくる。

「ほら、来たぞ。そのままでいいから付いてこい」

　兄の密会場面を見てからちょうど、三週間後、どこからか電話を受けた南方にせっつかれ、尊は南方の後に従った。

「……例の人妻ですか」

「そう。ちょっと粉かけといたから、そろそろ動くと思った。慎重な相手じゃなきゃもっとばたばた騒いでくれるんだけどな……相手が相手だけに根比べだ」

　南方のナビで尊が中古の軽自動車を運転し、到着したホテルはこの間より一段格が高い。

「俺、こんな格好ですけど、いいですか？　冬用のスーツ持ってなくて」

　十月に入ってからは一張羅の夏用のスーツはしまい込み、今日はシャツにブルゾンという格好だ。

「全然かまわん。おまえ、けっこう押し出しいいしな。第一俺よりいい格好していたら、俺の立場がないだろう」

　事務所を出るときに自分だけ上着を羽織っていた南方はにやっと笑う。

「ついてくればいい」

　大きなボストンバッグを手に堂々とフロントへ向かった南方に、心得た仕草で近寄ってきたマネージャーがすぐにキーを差し出した。

　あっけに取られながら付いていくのが精一杯の尊を尻目に、南方はエレベーターに乗る。

「これでもこの稼業はそれなりに長くてな。俺もいろいろ伝手はあるんだよ、蛇の道は蛇ってな」

　こんな一流ホテルでもフリーパスなんて抜け道があるのかと目を丸くする尊に、南方はこともなげに言い捨て、受け取ったルームキーで部屋に入った。

「部屋の灯りは点けずに、向かい側の棟に向かって望遠レンズ付きのカメラを組み立てろ」

　南方にボストンバッグを示されて、尊はようやく持ち込んだ荷物の正体に気がついた。

　驚いたものの、急いでカメラをセットし、レースのカーテンの間からレンズを出して焦点を合わせる。

「あ……」

「いたか」

「ああ、小此木ですね。相変わらず嫌みな三つ揃いです。あれってイタリアの高級ブランドなんですね、ブリトニーとか言う」

「お、勉強したな、イタリア製は合ってる。でも残念ながらブリトニーはアメリカ産の歌手だ」

「あ、違いましたか、調べなおします。それにしてもイタリア製だなんて日本人のくせして嫌みな奴です」

「おまえさんの着てるその服だってたぶん国産じゃないだろ？　ちなみに俺のはMADE IN SINGAPOREだ。そう考えると日本人って何気にグローバルだよな」

　軽く笑った南方は焦点を合わせたカメラを覗き込み、尊には双眼鏡を渡した。

「それで見ておけ。写真を撮るタイミングを教えてやる。それからおまえさんには嫌なことが起きても声を出すな」

「はい」

　またあの男は貴裕を利用するのだろうか。

　貴裕と小此木という男の間には、肉親の尊にも言えないような強い絆があるのか。

（しばらく会ってなかったとはいえ、血の繋がりのほうが確かだろう）

　酷く不快な塊が腹から込み上げてきた尊は、双眼鏡を強く握り、咥え煙草で人待ち顔の男に焦点をあてた。

（全く、五時過ぎたばっかだぞ。まだ就業中のはずだろう──どんだけ偉いんだよ！　クビになっちまえっ！）

　腹の中で毒づいていると、相手が来たらしく小此木が立ち上がった。

「あ……っ……」

　やがて小此木が開けたドアから入ってきたのは、あの人妻だけではなく貴裕も一緒だった。

　紫の鮫小紋を着た女性は、先日より遙かに顔色が悪かったが、貴裕のほうも負けずおとらず血の気も生気もない。

「俺たちが張るようになってから女性と連れ立っているのは、いっつもおまえさんの兄さんだな。あれじゃあ誰が見ても相手は兄さんだ。おそらく旦那が怪しんでるのに、小此木は気がついてるんだな。兄さんは体のいいスケープゴートにされている」

「……最低」

　レンズを覗き込んだままそう返すのが精一杯だ。

（くっそ……パワハラ野郎）

　勤務時間内にもかかわらずに貴裕がこんなことをしているのは、小此木の命令以外の何物でもないだろう。

　声は聞こえないが室内の様子は手に取るように見える。

　貴裕が静かに部屋の隅に座ると、小此木が女性に何かを話し始めた。最初は静かに会話をしているように見えたが、女性のほうは次第に興奮したらしく、椅子から立ち上がって小此木に駆け寄った。

「はい、一枚目」

　声と同時にカシャッとシャッター音が響く。

　縋りつこうとする女性を、小此木は巧みに避けて、何か言いながら女性の肩に手をかける。

「はい、二枚目」

「……こういう痴話喧嘩つうか、修羅場に部下を立ち会わせるって、もの凄い神経ですね」

　声が掠れてしまったが尊は精一杯の努力で軽口めかせた。

「小此木に人並みの神経を期待するな」

　まだ知り合って少ししか経たないが、南方が物事を大らかに受け入れ、好悪をあからさまにしないのは間違いない。それなのに小此木に関してだけは、率直に嫌悪を表す。勉強が苦手の尊が、〝蛇だ蝎かつの如く嫌う〟、という辞書の例文を思い出すほどに。

「ほら来た、決定バージョン」

　意地の悪い快哉を上げてシャッター音が響いた。

　尊の視界の中で、耐えきれなくなった女性が小此木の唇に口づけをする。小此木は仕方なさそうに眉を寄せて、女の唇が離れるまでポケットに手を入れた姿勢でじっとしていた。

　身体を離した女性はソファに投げ出してあったバックから茶封筒を取り出し、小此木の胸に投げつけ、唇を震わせた。一重の日本人形のような目から涙が零れるのが見えた。

「なんか……二時間メロドラマみたい」

　あまりに芝居がかり過ぎて空々しく、現実感に乏しい。尊の感慨を他所に、南方は淡々と写真を撮り続ける。

　人妻が最後のプライドとばかりに頭を上げて部屋を出て行くと、南方はカメラから顔を放して、大きく伸びをした。

「はい、終了」

「あ……兄さん……」

　尊の双眼鏡の中で、女性を追おうとした貴裕が止められて、二の腕を掴んだ小此木に引き戻される。

　それはよくある行動。けれどその後、腕の中に抱え込むのは弾みと言えるのか。

「え──？」

　双眼鏡の中で繰り広げられる光景への驚きが口に出た。

「なんだ？」

　小此木の腕の中で二度三度、貴裕の華奢な身体が抗った後静かになり、諦めたように俯いた細いうなじに当然のように唇があてられた。

「嘘……」

　これ以上見るなと、耳元で警告音が鳴っているのが聞こえる。

　だが尊は硬直した手から双眼鏡を放すことが出来ない。

　瞬きも出来ない尊の視界の中で、当たり前のように小此木が貴裕のタイを緩めて襟のボタンを外し、そこにも唇をあてた。

　細い鎖骨を噛む音が聞こえたのは空耳とは思えない。

　きりきりと痛む目の奥で貴裕の白い整った横顔が仰け反る。

「兄さん──」

　喉がひりついて声を漏らしたことさえ尊は意識がなかった。

　小此木の指が貴裕の下肢にかかる。ファスナーを下げる金属の軋む音が、間違いなく耳に生々しく反響し、喉の奥に嫌な唾が溜まった。艶めかしく傲慢な長い指が、ボトムの前立てに入り込むその瞬間、視界が真っ暗に変わる。

「依頼が済んだらプライバシーに立ち入るな」

　声に操られてゆらりと顔を上げると、南方が双眼鏡を大きな掌で覆って首を横に振っていた。

「あ、あの、兄さん……が……」

　ありもしない罪を疑われたとき以来初めて、人前で泣きそうになった尊の肩を、南方ががっしりと押さえた。

「たとえ兄さんでも、他人のプライバシーは覗き見するな。事務所に戻るぞ」

　南方が厳しい顔で機材を片付け始めるのに、尊は身動きも出来ずにただそこに立ちつくしていた。

　事務所に戻ると南方が手ずから玉露を淹れてくれた。

「飲んだら今日は帰れ」

　尊が何を見たか、南方は気がついたのだろうが、一言も口にしなかった。

　貴裕の首に付けられていた赤い花びら、咲かせたのは思いもかけない相手だった。

（いや、違う……考えたくなかったんだ）

　順序立てて考えれば引き出せた答えを、尊はわざと避けていた。

　確かに南方には、この仕事をすれば嫌なことを覚えるし、見ると言われた。けれどこんなに早く、そしてこれほど超弩級に嫌なことだとは、想像もしていなかった。

　貴裕は、穏やかだけれど、誇り高い人だ。

　男同士でなどという以前に、あの貴裕が二股をかけられたあげく、その尻ぬぐいを黙ってさせられていることの不可思議さが、どうしても飲み込めない。

（一体何がどうなってるんだ、兄さん！　頭がどうかしちゃったのか？）

　口を開けば意味のないことを喚き出しそうな尊は、南方に無言で頭を下げてから、出口へ向かう。その背中に、南方はさりげなく言葉を投げて寄越した。

「おまえさん、言っただろ。何があっても兄さんの味方をするってさ。男が一度口に出したこと簡単に忘れるな」

　今の尊に一番必要な活を入れられた。

　ドアを閉めた尊は、涙が出そうな目をごしごしと擦って、空を見上げる。

　日暮れが早い空の薄い月が、歪んで見えた。

（ホントにいい人だよな、男が恋人だって全然かまわないけど、せめてああいう人にしてくれれば俺、両手を上げて祝福したよ、兄さん。親が反対しても絶対説得してやるし、結婚式をするなら披露宴で歌も歌うし、踊ってやるのに）

　未だに見たものが信じられないが、兄が好んであんな立場にいるとはどうしても思えない。

　おそらくやむにやまれない事情であんなことになっているに違いない。

　理由はどうであれ、かつて貴裕がそうしてくれたように自分は兄を信じる。他人がどんなに兄の行動を非難しても、自分だけは味方でいる。

（たとえもう、俺が兄さんの大切な人の一番じゃなくても、兄さんは今でも俺の一番だよ。一番大切な家族で、理解者のつもりだから）

　小此木の腕の中の白い横顔に、尊はそう呼びかけていた。







　持っていた金で買える一番高いステーキ肉とワインを手に、マンションに戻った尊は、シャワーを浴びるのもそこそこにして、夕飯の支度を始めた。

　いつものように静かに扉を開けて貴裕が帰ってくると、キッチンカウンターの中から尊は笑顔で振り返った。

「お帰り。風呂沸いてるし、入ってきなよ」

「あ……良い匂いだな」

　尊の零れんばかりの笑顔と勢いに、貴裕が驚いた顔をした。

「ステーキ、奮発したんだ。ワインもあるし」

　どうしても視線が兄の首筋やあの指が這っていた下肢に向かいそうになる。

　尊は最大限の努力で、兄から視線を剥がして洗っていたクレソンを凝視した。

　それでも貴裕が使うシャワーの水音に思考が妙な方向へ流れそうになり、尊はテレビの音量を上げて、料理に没頭しようとした。

「お待たせしました!!」

　食卓について、ぼんやりとテレビを見ていた貴裕の背後から、ステーキとサラダの皿を勢いよく差し出した。

「あ……ありがとう」

　はっと驚いた貴裕に笑いかけて、ワインを注いだ。

「俺が今買える最高のワイン。しょっちゅう美う味まいの飲んでる兄さんにはちゃんちゃらおかしいかもしれないけど高級品らしい。店のオヤジのふかしじゃなけりゃ美味いはず。今日はとうとう現場で張り込みだよ。どことは個人情報だから言えないけど上手くいったんでお祝い」

　何がお祝いだ、自分で突っ込みながらも満面の笑みを浮かべて、向かい側の席につく。

「そうか。南方さんって実地で教えていく人なんだな。やれそうか」

　あんなことがあったとは思えないほど穏やかな笑みを貴裕も作った。

　この笑顔で自分の気持ちを隠していると知れば、兄が遠い人に思え、尊は心が冷たくなる。

　どうして何も相談してくれないのだろうか。

　家族なのにどうしてもっと頼ってくれないのだろう。

　この先いつまでも自分は兄のお荷物みたいな弟でしかいられないのだろうか。

　次々にわき起こってくる思いに焦れながらも、尊は笑顔のままで会話を続ける。

「うーん、どうだろ。人のいろんな面を見ちゃうだろうから、そういうのが嫌だって思う部分もあるし」

「そうだな」

　意図せずに探る言葉になったことに尊はひやりとするが、貴裕は普通に相槌を打っただけだった。

　穏やかな表情でステーキにナイフを入れて、口に運ぶ仕草は静かで品が良く、昔から尊とは似ても似つかない。

　こんなに綺麗なのにどうしてあんな変な男の言いなりになっているのかと、どう考えても不思議でならない。

（やっぱりあの男が好きなのか？　兄さんならいくらでも可愛い子と付き合えるだろう……）

　だが振り返ってみれば、貴裕が女の子と付き合っていた記憶がない。大学からは家を離れ、実家にほとんど戻っていないのでその間のことは知らないが、兄の結婚のことは両親も口にしない。

（兄さんってもしかして、男性が好きなのか？　そうだとしても、男だってあれよりましなのはたくさん……）

　考えれば考えるほど頭が混乱して、尊はとうとう黙っていられなくなる。

「な、兄さん」

　手を止めた尊は思い切って正面から兄を見つめた。

　愁いを含んだ目元がほんのりと染まり、綺麗な仕草で首を傾げた。

　左の瞳の茶色がリビングの灯りに際立って金色に煌めく。

「どうした？」

「何か、困ったことがあったら言ってくれよ。解決は出来なくても、言うだけで楽になるって事あるし」

「急にどうした。探偵気分か？」

　気を悪くした様子はなく、そう言われたことが逆に嬉しいとでも言うように、貴裕は珍しく悪戯っぽい口調になった。

「そんなんじゃない、兄さんのこと探るつもりなんて全然ない、兄弟だって言いたくないことなんていくらでもあるし。それに俺は兄さんが何をしてたって、絶対味方だから」

「尊……」

　茶色の目が訝しげに瞬いて光を反射した。

「覚えてる？　俺が中学生のときさ、学校で盗難騒ぎがあって、日直でひとり残ってた俺が疑われたときのこと」

「……ああ」

「あのとき、兄さんは最初から最後まで少しも俺を疑わずに、先生に立ち向かって疑いを解いてくれた。あのとき、俺、本当に嬉しかったんだ。大げさでもなんでもなく、何があってもこの世で誰かが信じてくれるってことが生きる力になるんだって、あのとき教えてもらった。だから兄さんに何があっても、今度は俺が信じるよ」

　返事は待たず、照れ隠しに下を向いた尊はステーキにぎこちなくナイフを入れた。

「尊……覚えていてくれたんだ」

　潤んだ声に誘われるように顔を上げた尊の視線が、貴裕のそれとかち合う。尊と違って色の薄い瞳が濡れている。

「当たり前だろう。あんな大切なこと忘れるわけないよ。この先、兄さんに何があっても俺は兄さんの味方だから」

　尊はテーブルの上に置かれた貴裕の手に、守るように自分の手を重ねた。

　この年になれば兄の手に触れるなどおかしな気もするが、彼の身に今起きていることを考えると、形に見える励ましが必要な気がした。

「俺をもっと頼ってくれていいんだ、兄さん。困ってることがあれば何でも聞くから、言うだけで楽になるってあるからさ」

　貴裕は重ねられた手をじっと見つめると何故かうっすらと微笑んだ。その笑みは儚く、刹那の幸せを知っているように淋しげだった。

「ありがとう、尊。でも特別なことは何も要らない。君が側にいてくれるだけで充分。僕はまた君とこうして家族になれて、死ぬほど幸せなんだ」

　貴裕は尊の手から引き抜いた手で、尊の手を包み込んだ。

「僕は、君がとても好きなんだ、尊」

　言い方はさらりとしていたし、薄い笑みは貴裕の容姿に似合って、下卑たところはどこにもなかった。

　それなのに言われた尊は自分でも驚くほど鼓動が乱れ、言葉がすぐには出ない。

（は……？　なんだ？）

　一瞬のちに我に返った尊は取られた手を引き、漂った奇妙な雰囲気を払うように茶化す。

「兄さん、大げさだな。死ぬほど幸せなんて」

「──そうだな……」

　肩を微かに竦め、吐息のように笑った貴裕に少しだけほっとして、尊は兄の「好き」を胸の中に収めようとする。

　だが食事を再開し始めた後も、尊はその白い手から目が離せない。

　──君がとても好きなんだ。

　その言葉に込められていた響きはあまりに切実で、尊の心の奥底をかき乱す。

　──君がとても好きなんだ。

　兄は一体何を言っているんだろうか、と尊はその言葉を胸の中で繰り返す。

　とても濃密で、耳に絡みつくような湿度があった。

（そりゃあ……家族だからさ、好きっていうのはあるよな……）

　小さい頃は「お母さん、好き」「お父さん、好き」と屈託なく言っても、自分の感情を心の中で消化できる大人になれば口に出す人は少ないだろう。

（……何かあったのか？　兄さん……）

　自分の感情を口に出して確かめなければならないような不安があるのだろうか。

（大丈夫かな……兄さん）

　今は自分のことで精一杯の尊だが、兄の様子に酷く心が揺らいだ。






７．沈む想い









　尊は次の休日を待ちかね、ぐっすりと眠り込んでいるらしい健介のスマートフォンに何度も電話をかけてたたき起こし、ファミレスに呼び出した。

「ごめん、まだ寝てた。朝まで論文読んでたんだぁ。難しくて。はぁ」

　寝ぼけた声で電話に出た健介は怒りもせずに、なるべく急いで行くと言ってくれた。

　ファミレスで色のついただけのコーヒーを飲みながら時間を潰していると、兄の言葉の意味をもう一度考えずにはいられない。

　──君がとても好きなんだ。

　一体どういうつもりで貴裕は『とても好き』なんて口にしたのだろう。

　細かいことをいちいち気にしない尊でさえ、聞き流せない響きがあった。

（普通、大人になった家族では言わないよな……）

　常にないほど尊は眉根を寄せて、真剣に考え込む。

　幼い頃から年齢より大人びていた兄が今更弟に向かって『好き』などという理由は何だろうか。

（もしかして兄さん、恋人と上手く行ってないのかな……？）

　必死に考えて、尊はひとつの答えを絞り出す。

　自分も失恋したとき、両親が自分を大切に思ってくれるから平気とか、友人が遊びに誘ってくれるから彼女なんていなくても大丈夫などと、揺らぎそうな自分の価値を周囲に求めたことがある。

（でもさ……恋人って……あいつ……なのか？）

　張り込みのときに偶然見てしまった兄の秘密が頭を過ぎると、もやもやとした気分になる。

　人の好みはどうしようもないことぐらい、尊だってわかっている。

　兄の好きな人が、自分が嫌いなタイプでも、仕方がない。

「でも、さ……兄さんの恋が駄目なら駄目で、俺は全然かまわないんだけどな」

　知らずに声に出してしまい、尊は慌てて口を押さえた。

（これって、兄さんが振られればいいって思ってるってこと？　世話になっていてそれはないな……いくら嫌な相手でも、兄さんにとってはいいかもしれないし……）

　どう考えてもそうは思えないけれど──と、尊は頭を振る。

（どっちにしても、兄さんが不幸せになるのだけは駄目だ。それだけは絶対阻止する）

　取りあえずそう決めて少し落ち着いた頃、呼び鈴の音と一緒にファミレスの扉が開いて、健介が入って来た。

「すっごい腹が減ってるんだけど」

　たたき起こされたことに恨みごともなく、年季の入ったトレーナーに、相変わらず寝癖のついた髪で健介は訴える。

「悪かった。なんでも奢るよ」

「ホント？　ラッキー」

　目を輝かせた健介は、喜々としてメニューを開いた。

　おしぼりで顔を拭いて水を飲み、人心地ついたらしい健介は、運ばれてきたエビドリアセットを口いっぱいに頬張りながら目を上げた。

「で、話って何さ」

「うん。南方さんのこと聞きたいんだ。大学時代ってどんな感じだったのかと思ってさ」

「噂でいいの？　俺も一緒に机並べたわけじゃないから」

「そりゃそうだ」

　嬉しそうにドリアから小さなエビを掘り起こしながら健介は話し始めた。

「とにかくもの凄く優秀で、将来は教授になるって言われてたのは周知の事実らしい。ほら、おまえ、最初に英語の発音が格好いいとか言っただろう」

「ああ、流暢だった」

　ドリアを頬張った健介は「そうそう」と頷く。

「海外にひとりでふらっと出かけるし、英語だけじゃなくて語学は全般的に達者だって聞いてる。趣味人で、絵画や陶芸方面もいけるって話だよ。学者肌にありがちな偏ったタイプじゃなくてバランスのいい、人格的にも申し分のない人で文字通り将来を嘱望されていたんだって」

　健介は自分のことのように得意げに鼻を鳴らすが、尊は至極当たり前の疑問を投げかけた。

「なあ、そんな優秀だったらなんで大学を辞めて、今、探偵やってんだよ」

「うん……」

　健介はそこで躊躇ったが、尊は身を乗り出して先を促した。

「修士論文が駄目になって、それで嫌気が差したらしいよ」

「は？　それだけ？」

「それだけって、おまえなあ、論文が駄目になるってとんでもないことなんだぞ」

　フォークを宙に浮かせた迫力のない格好で健介が睨む。

「あ、ごめん。いや、俺が言いたいのは、あの人は一度の失敗ぐらいでめげるタイプには見えないし、論文が通らないなんてわりとあることなんだろう？　南方さんって挫折に弱いエリートなのか？　ちょっと意外だと思ってさ」

　南方は人の気持ちの読める繊細さはあるが、芯はしっかりして柔弱な部分は伺えない。

「……誰にも言うなよ」

　健介が掘り起こした小さなエビを二、三匹フォークで突き刺してから口を切った。

「南方先輩の論文は文句の付けようのないものだったらしいが──盗まれた」

「は？　盗まれた？　どういうことだよ。こう言っちゃなんだけど、まだ金にもならない修士の論文なんて取り合うようなものなのか」

「普通はね。けど、南方先輩は特別だった」

　常はのんびりとした健介のまるい瞳に暗い色が落ちて、尊は思わず眉根を寄せて身を乗り出す。

「出る杭は打たれるって言うだろ」

　尊は健介の揺れる視線の先をじっと見つめながら話の続きを待った。

「南方先輩は優秀過ぎた。箸にも棒にもかからないなら放っておかれる、普通程度ならみんなと一緒に進めばいい、そして少しだけ優秀なら目をかけてもらえる。けど南方先輩はそこを飛び越してしまっていた。人の不興を買うほどにね」

　それだけ言うと健介は鬱屈をはね除けるように、目の前のドリアを一心不乱に食べ始めた。

　普段の健介からは想像できない雰囲気に、頭のいい奴は勉強さえしていればいいなんて楽だと、暢気に羨んでいた自分の甘さが尊は恥ずかしかった。

　どこの世界にも光と影があり、健介には健介の苦悩があることを忘れていた。

「南方さん、嵌められたのか」

　尊は静かに尋ねた。

　ごまかすことを諦めたように、口に残るドリアを飲み込んだ健介は声を低めた。

「南方先輩の専攻は簡単に言うと市場経済。論文もそれに関するもので後は判定を待つばかりの状態になっていた。ところがある日、それが経済誌に別人の名前で掲載されているのを見て、先輩は驚愕した」

　健介の緊迫した声に釣られた尊もごくりと唾を飲み込んだ。

「当然先輩は血相を変えて、論文を渡してあった教授の所へ行ってみたら」

「みたら？」

「教授と、その盗人ぬすっとが談笑していた」

「ぐるってこと、だよな」

「ああ、疑いようもないだろ。その盗人も教授のもと教え子でウチのＯＢ。こいつもすっごい秀才と評判だったらしい。けど金儲けのほうに興味があったようで、卒業後にすぐに企業へ就職した。その男が、会社の海外研修にのっかるための経済誌用論文コンペに、南方先輩の論文を使ったんだ。もちろん第一席を受賞して、その盗人はめでたく、新人じゃ誰も行ったことがない海外研修に抜擢されたって聞いたけど」

「そいつ、秀才って言うなら自分で書けばいいだろ」

　尊の正論に、健介はにこっと頬を弛ませた。

「尊ってホント良い奴だよな。俺、そういうとこ愛しちゃう」

「そんな愛は要らないから、さっさと話してくれよ」

「その男と南方先輩は、大学時代は雌雄を決するような仲だった。けど全然タイプは違っててさ、その男は常に上昇志向型で南方先輩は学究肌。将来の教授候補と目されているのは完全に南方先輩のほうで、そいつも頭がいいだけに、当然それがわかっていた。大学に残っても南方先輩には勝てないから院に行かなかったって、面白おかしく言う人もいたらしい」

「別に大学に残ることが勝ったってことじゃないだろう、目指すところが一緒とは限んないんだしさ」

「うん。でもそいつはどんなことでも負けることは嫌だったみたいだ」

「俺の爪の垢でも煎じてやろうか。人生負けっ放しだぞ。諦めは心の養生だって、ばーさんにいっつも言われてたぐらいだ」

　憮然とした尊の顔に、何が楽しいのかまた健介は丸い目で笑う。

「諦めないって言えば長所だけど、執念深いって言えばいきなり欠点だろう？　その男の南方先輩への負けたくないって言う執念と教授の嫉妬、二人の利害関係が一致したんだ」

「利害関係……」

「うん。そう」

　空々しいほど明るく健介は頷く。

　一見無邪気なふうを装っているが、目に激しく傷ついた色が浮かび上がり、健介の屈託を想像させた。

「あまりに良い出来の論文に教授が畏れをなした。自分の場所を南方先輩が奪うのはそう遠い未来ではないってね。実家が裕福だったその男が、論文譲渡の交換条件として、研究費名目の大金をちらつかせたってのはあるんだろう。けど、根本は嫉妬だろうな。南方先輩の実力は半端なかったらしいから」

「その教授には気の毒だけどさ、南方さんがホントに優秀な人だったなら仕方ないんじゃないか？　学生だって優秀な人に教わりたいだろう？　研究分野も進んで社会のためにもなる。大学で教鞭を執るってのは、後進を育てる社会貢献って意味合いもあるんだろう？　それにその教授だって今までの功績があれば、俺みたいにリストラからニートってわけでもないんだろうしさ」

　健介が丸い目をもっと丸くして数秒間尊の顔を見つめた後、声を立てて笑い出す。

「なんだよ？　なんかおかしいこと言ったか？」

　笑い続ける健介に尊が仏頂面になる頃、やっと健介は笑いを抑え、涙目を擦った。

「ごめん、ごめん……でも俺、ホント尊と友達で良かったよ。人間っていいなあって思える」

「何、相田みつを、みたいなこと言ってんだよ。それより、結局そのことで南方さん、大学を辞めたのか」

「おまえの言うとおり南方先輩はそうそうめげる人じゃなかったらしいんだけどね。教授がさ、真っ青になってる先輩に、学究論文としてはまだまだ使えなかったけれど、企業コンペ程度なら相手にしてもらえたね、ここに残るだけが全てじゃないし、道はいろいろあるよ──って言ったそうだ」

「うぇ……なんか、酷くない？　俺でもめげそうな感じ」

「だろ？　やっぱりトドメだったのかなあ……南方先輩、一言も言わなかったけど、それっきり大学には来なくなったって話。今回仕事を紹介してくれた先輩の相方って言うのがそのときのこと唯一逐一知ってる人でさ、俺、いろいろ世話になってるんで聞いたんだ。証拠は何もないから馬鹿を見たのは南方さんひとり。教授は未だに幅を利かせてるし、その男は出世街道ばく進中らしい。大学じゃ、挫折したエリートなんて珍しい話じゃないから、誰もが無かったこととして闇から闇へだよ。第一先輩自身がそのことは一切口にしない。そのことだけじゃなく大学時代の話は滅多にしないよ」

「……むちゃくちゃだ……嫌なこと聞いた」

「おまえが言えって言ったくせに」

「……うん……」

　いくらめげないと言っても二十代前半の青年が信じていた恩師に裏切られ、嵌めた悪党と二人、目の前でそこまで嘲られては何もかもが嫌になって当然だ。嘘と欲が正論を歪める大学に背を向けた南方を、腰抜けと言える人間がいたらお目にかかりたい。

　──熱い湯をぶっかけてびっくりさせてやりゃあ、本性が見える。化けの皮が剥がれるんだよ。

　南方は夢も希望もある年頃にそれを見てしまっていたのだと思うと、気が滅入った。

（本当に嫌な奴らだって──あれ……何か、今……パズルのピースが嵌りそうだ……）

　大切なことがわかりそうな気がして尊は眉根を寄せて集中した。

「な、健介。その盗んだ奴って……」

「いや、そこまでは」

　濁された口元が全く知らないふうではない。

「……もしかしてさ、小此木って言うんじゃないのか？　小此木誉」

　健介の顔から一気に血の気が引いたのが答えだった。

（やっぱり、ビンゴか！）

　あまりの大当たりに興奮した尊は、水を飲んでから大きく息を吐き出した。

「ねえ、どっからその名前を引っ張ってきたんだよ」

　家族連れでざわめくファミレスでは他人を気にする人もいないのに、健介は異常に声を低めた。

「職業上の秘密」

　きっぱりと答えると、不満そうに舌を鳴らしたものの、「そりゃそうか。ぺらぺらしゃべる奴じゃ、あの仕事は無理だもんな」と、健介はあっさりと引き下がった。

　せっかくありついた仕事が首になったらことだという、友達思いの男気で健介は話題を変えた。

「どうして、おまえ、南方先輩のことがそんなに気になるわけ？　苛められたとか」

　引き下がったお返しとばかりに、健介はデザートのプリンパフェを追加注文する。

「いや、すっごい馬鹿な質問にも笑ったりしないでちゃんと教えてくれる。すごくいい人だ。いい人って言うか、包容力があるのに繊細な人だ」

　考え考え言うと、健介が嬉しそうに何度も頷いた。

「ホント、そんな感じがするよね。ああいういい人が出世しにくいシステムって言うのが問題なんだけどなあ」

「そうだよな……いい人が割り食うって変だよな」

　兄にしても南方にしても、真面目に生きている人間が何故か辛い目に遭う。

　この世はときに理不尽に出来ていると、尊は改めて思う。

　やはり自分が判断したように南方は〝こちら側〟の人だ。尊が理解できる人。小此木やかつての中学時代の担任教師の側ではない。

　南方のことを知りたかったのは、兄の秘密を知られたからという、仕返しのような気持ちでは断じてない。

　兄と小此木の関係を知ったときに差し出してくれた救いの手と、「味方になってやれ」という言葉。

　あの一言に南方の背骨の太さが見えた。人生には何が大切かを知っている人だと思った。

　探偵という職業意識とは別に、人として信用が出来ると感じて、その理由が知りたかった。

　この直感が真実ならば、兄を助けるために手を借りたい。

（兄さんは絶対に秘密がある……そしてとても困っているはずなだ）

　そうでなければ、あんなふうに熱のある目で自分を見たりしないのではないだろうか。

（兄さんは助けてほしいって言ってたんだ……だから、あんな目を……）

　そこまで考えたとき、もう一度兄の言葉が耳の奥で鳴る。

　──僕はね、君がとても好きなんだ、尊。

「あ……」

　さっきまでもやもやしたものがふっと晴れた気がして、尊は目を瞬く。

　──とても好き。

　あの言葉に込められていたのは、単純な「好き」ではなかったのかもしれない。聞き逃すことが出来ないぐらい濃密な愛情は兄弟としての何かを超えているようだった。

「……やば……」

　見えてきたものの重さに尊はたじろぐ。

「どうしたんだよ？　尊。宇宙と交信してるのか？」

　訝しい声に我に返った尊は慌てて首を横に振った。

　今は兄の言葉の裏にあるものを探っている場合ではない。

　大事なのは貴裕が何か隠し事をしていて、それに苦しめられているということだ。でなければ、「君がとても好きなんだ」という心の深奥にあるような言葉を零してしまうような不用心な人ではない。

（兄さんの中で何かが壊れ始めている……よくわからないけれど……ぎりぎりな気がする。口に出せない何かに囚われているんだ）

　ずっと隠していた秘密が貴裕の中から零れ出しているのを感じるけれど、どうしていいかわからない。

　貴裕の周りに渦巻く秘密の気配の濃密さが、尊を用心深くさせる。

　南方ならここから抜け出す方法を教えてくれそうな気がする。

　南方に会ったのは運命に違いない。

（明日、南方さんに依頼しよう。なんとしても、小此木を兄さんから引き離さなきゃ駄目だ。それだけは確かだから）

　尊はたったひとつの武器を見つけた気持ちで、そう決心した。






８．綻びる愛憎









　浮気の追っかけやら就職結婚の身元調査、家出人探しやはたまたペットの捜索、この仕事を始めてから尊は一日中走り回っている気がする。それでも南方という人の生き様に惹かれていた尊は能力の欠如を身体と行動で補うべく、手を抜かない。その結果、熱湯玉露の淹れ方だけは上手いと褒められるようになった。

「おまえさんさ、けっこう頑張るな。一ヶ月も保もってる」

　ふうと一息かけただけで南方が熱い玉露に口をつける。

「あ、俺、体力だけは自信あるんですよ」

　尊のほうは玉露の温度を確かめながら、赤膚焼きの湯飲みにおそるおそる口を付けた。

「体力だけって、それが一番いいよなあ。うちみたいな仕事の場合は身体が基本。ああ、そうだ。この間の人妻の依頼人から金が振り込まれた。カタがついたようだな」

　どきりと尊の心臓が跳ね上がった。

　カタがついたということはあの小此木が上手いこと会社をクビになってくれたということだろうか。だとしたら貴裕とは縁を切ってくれるのだろうか。

　貴裕は毎日帰宅が遅く、尊も忙しいのであまり顔を合わせていないが、時間が許す限り兄の分も食事を用意してダイニングテーブルに並べておく。そんなときは必ず、「ごちそうさま。身体には気をつけて」と、綺麗な手書きのメモが残っている。

　──僕は君が好きだから。

　あの夜から何度も何度もその言葉が尊の頭の中でリフレインしている。

　貴裕のとびきり綺麗な顔で言われたから品良く聞こえただけで、本当はとても生々しいものだったと思う。

　あの「好き」は上品な玉露の味ではなく、熱湯で入れたみたいに苦味も甘みも全部出てしまった「好き」だった。

（俺、あの「好き」が好きだ）

　何度繰り返してみても、身体中が切なく痺れるような「好き」だ。

　常は決して情を表に出さない人の気持ちの吐露が、尊の気持ちを揺さぶる。

（このまま……兄さんが隠しているものを知ったら……どうなるんだ？　俺はどうするつもりなんだ？）

　先のことを考えると尊らしくもなく胸が苦しくなるが、それでももう引き返すつもりはない。

　──僕の大切な弟。

　無力で、小さな尊を全身で守ってくれたのは貴裕だった。

　あのときの兄を思えば、この先に何が待っていようとも、彼をこのまま不幸にしてはおけない。彼を助けるのは自分以外にはいないと思える。

　小此木誉。一体どういう男なのか。

　南方の論文を盗み、今また、貴裕を陥れているらしい男。

　兄の白い喉に這っていた唇と指を思い出すだけで尊は嫌悪と怒りが身内に充満し、あの指をへし折ってやりたい気分になる。

　貴裕は絶対に理不尽なことに屈服する人ではないと、自分は知っている。

　その兄がどんな思いで小此木に従っているかと思うと、小此木という男をどんなにやり込めても足りないと思う。

（南方さんと二人で、とことんやってやる。そのときが来ても吠え面かくなよ。覚悟しやがれ！）

　内心で叫んだ気迫が顔に出たらしい。

　南方の笑い声に尊はつるりと顔を撫でて頬を赤くした。

「おまえさん、顔に〝あいつが嫌い〟って書いてあるぞ。探偵は表情を読まれちゃいかんなあ」

「すみません、気をつけます。でも、俺、あの人嫌いです。これで少しでも困ってくれたらすごーく嬉しいです」

　髭で覆われた口元は苦笑いを作ったが、目は笑っていると尊は見抜いた。

「俺の自慢の兄を苦しめてる人間なんて好きになれるわけないです。兄が許しても俺は許しません。絶対に小此木の陰謀を曝いてやりますから、調査、よろしくお願いします!!」

「おお、よく言った。そりゃ、そうだ」

　ぱちぱちと大きな手で南方が拍手をした。

「兄さんとは五つ違いだったな。兄弟ってけっこう対抗意識あったりするけど、おまえさんとこは仲が良いんだな」

「それが、よく考えると遊んでもらったのは俺が小学生までなんです。兄が高校生ぐらいからは会話もなくなって、無条件に仲が良いって言い切るほどでもないんですよね。もちろん悪くはないんですけど。兄は小さいときから優等生の上にあのとおりの顔なもんだから、田舎でもえっらい評判。ホントに俺の兄貴かなとか、どうして俺だけ父親に瓜二つなんだとか、すごい落ち込んだことありましたよ」

「兄さんは、おふくろさん似か？」

「いえ、それがどっちにも全然。曾祖父に似てるって話ですけど俺は顔知らない人ですし、どうなんですかね。頭もうちの家系にあり得ないほどいいんですよ。でもまあ、貴裕って、特別っぽい名前つけてるあたり、親も兄が何か突然変異だってわかってたんじゃないですか」

「名前って？」

「ええ、男は一生苗字が変わらない場合が多いからって、俺んとこ男はみんな一文字なんですよ。苗字が勅使川原だから長くなるでしょ。俺が尊で、父が武、祖父が勝で伯父たちは剛に譲、従兄弟たちが礼に保に寛、あっちを向いてもこっちを向いても一文字で、兄だけが特別なんです」

　へぇ、と前髪の奥の目がまたたく。

「できすぎで煙たいとこは当然ありますけど。それでもいつも俺のこと庇って、小さいときはそりゃもう可愛がってくれましたから、対抗意識より感謝の気持ちのほうがあります。いざというときには本当に頼りになりますし、あれだけ出来た人間に変に対抗意識を持っても自分が疲れるだけですよ、認めたほうが楽です」

「おまえさん、けっこう大物だな。年の割に懐が深い。兄さん、おまえさんと一緒に暮らして、ほっとしてんじゃないのか？　エリートの足の引っ張り合いには疲れてるだろう」

「そうですかねぇ……」

　だといいけど、と呟いたときポケットに突っ込んであったスマートフォンがＳＮＳの着信を知らせる。

「えっ？」

　スマートフォンを見て声を上げた尊に、南方も驚く。

「どうした、尊」

「あの、俺──今日、早く帰って良いですか」

　平静を装っても声が震える。

「尊、どうした。真っ青だぞ」

　スマートフォンを握ったまま尊はなんとか立ち上がったが、どうしていいかわからずに、縋るように南方を見つめた。

「兄が……兄が……会社を辞めたって……」

　ものに動じない南方でさえ驚いた顔をしたものの、立ちつくしている尊の側に回って肩を叩いた。

「ほら、早く帰れ」

　そう言いながら上着を手渡してくれた。

「尊、兄さんを追い詰めるんじゃないぞ。大人が決めたことだからな」

　上着を羽織る尊の肩を、南方がもう一度励ますように叩いた。

「帰りは走るなよ！　雨が降ってきたぞ」

　ドアを出る尊の背中に南方が言葉を投げて寄越した。




　南方は本当に人の気持ちがわかっている人だと尊は思った。

　慰めを受け入れる余裕もなく、何か聞かれても事情がわからない。

　意味もなく走ってケガをするな、という言葉は現実的で役に立つ。

　冬の初めの冷たい雨の中、傘もささずに尊はひたすらマンションに向かって足を速めた。

　小此木がクビになれば、社内で小此木派に属している貴裕もおそらくただでは済まないだろうと、南方にほのめかされてはいた。

　だがまさかこれほど直接的に結果として表れるとは思わなかった。

　数年支社に移動になるか、社内での出世に乗り遅れるか、そういうものかと考えただけだった。

　もちろんエリートの世界では、それだけでも大変なことなのかもしれないが、自分のように職を失うわけでもない。ましてや命まで取られるわけでもないし、楽しいことは他にもあるはずと、鷹揚に構えていた自分の浅はかさが嫌になる。

　兄さんを追い詰めるんじゃないぞ──南方の言葉に従う自信がないまま、尊は自分でマンションの扉を開けた。

「やあ、早かったね」

　ワイシャツの袖をたくし上げ、尊のエプロンをつけた貴裕が、のどかな雰囲気で出迎えてくれたが、すぐに驚いた顔になった。

「傘、持ってなかったのか。連絡してくれれば迎えに行ったのに。風邪を引いたら大変だ」

　そう言いながらバスルームからタオルを持ってきて、尊の頭にふわりと被せた。

「子どもじゃあるまいし──それより兄さん、その格好、何してるんだよ！」

　タオルで頭をがしがしと拭きながら尊は叫んだ。

「夕飯を用意してたんだ。仕事が忙しいのは尊も同じなのに、作ってもらってばっかりだから、たまにはね。簡単なものばかりだけれど、もうすぐ出来るよ。お風呂も用意できてるからすぐに入ってくるといい」

　貴裕は微笑んで背を向けると、音も立てずにキッチンに戻って行く。

（いやいや、兄さんだって冷静になろうとしているんだ。俺も頭を冷やそう）

　そう考えて、深呼吸した尊は風呂へと向かう。

　冷たいシャワーを頭から浴びた尊がリビングに戻ると、貴裕が「ちょうど出来た」と、笑顔で振り返った。

　簡単なものと言いながらも時間をかけて作られたらしい筑前煮や、酢の物を食べながら、向かい合ってビールを飲んでいると、仲のいい兄弟がのんびりと過ごしているようにしか思えない。

　かいがいしく尊にビールを勧める貴裕はとても幸せそうに見えた。

　社会的な地位を失ったと言うのに、翳りのない笑みが白い顔に浮かぶ。

　再び一緒に暮らし出してから、これほど幸せそうな貴裕の様子を見るのは初めてで、尊は不思議だった。

「……兄さん、聞いていいかな」

「ん？」

　尊のコップにビールを注ぎながら茶色い瞳が見上げてくる。

「会社、辞めたってどういうこと？」

「ああ、心配かけてすまない。ただ後からわかったら余計に心配するだろうから今話しておくほうがいいな。仕事で失敗したんだ」

　内容の割にあっさりと、貴裕はなんの未練もなさそうに告げた。柔らかで優しい声音はいつもより軽快で、面白い話でもするように弾んでいる。

「失敗、って？」

「大切な顧客に損害をかけてしまったんだ。補填は会社がしてくれることにはなったけれど、当然責任は取らなくちゃならない。自主退職扱いで首にならないだけましだったかな」

　淡々として淀みない説明だったが奇妙に一本調子で、尊は瞬時に嘘だと思った。

　この一ヶ月、尊だって伊達に探偵事務所に勤めていたわけじゃない。南方の下で人の嘘を見聞きして、勘は鍛えられている。

　まさか貴裕のほうが小此木の代わりに首になったのか？

　頭がくらくらするが、南方から聞きかじった知識を頼りに、尊は慎重に口を開く。

「……俺、会社のシステムってよくわかんないけど、そういう場合は上司も何かの処分があるんだろう？　減給とか降格とか。何をするにしても許可したのは上なんだろうからさ」

「いや、なかったよ。それは良かった。僕のせいで誰かが迷惑を被るのは心が痛むから」

　茶色い瞳の視線が僅かに揺れた。

「珍しいな。兄さんの上司ってなんて人だったんだ？」

「……聞いてどうする？　まさか怒鳴り込む気か？」

　貴裕の目に僅かに怯む色が見えた。

「いや。実は」

　尊は貴裕の顔を見据えて切り出す。

「南方さんの大学の同期で、もの凄い優秀な人が松永にいるんだって。知らないかなと思ってさ」

「へえ、なんて人」

　話題が変わり、あからさまにほっとしたように声のトーンが変わる。

「──小此木、小此木誉」

　箸がぴたりと止まり無言になった貴裕の顔の、左の目の茶色が奇妙に光るのを、尊は真っ直ぐに見つめた。

「……いや…知らないね……海外支社にでもいる人かな」

　無理に微笑む貴裕の手が震えて箸が落ちるのを、尊は映画の一場面を見るような現実味のない気持ちで眺めた。







　何をどう画策したか知らないが、小此木は結局貴裕をスケープゴートにし、自分の安寧は確保した。小此木の人生はこれからも順風満帆で、貴裕はこれから就職先にもことを欠くのか。

　かつて南方の論文をかすめとり、今また貴裕の人生を盗んだ男、小此木誉。

（この世に天罰があるなんて、嘘だろう）

　尊はごろりとベッドに寝転がり、やりきれない気持ちで天井を見上げた。

　どうして悪い奴ばかりがいい目を見るのか、純粋に不思議で仕方がない。

　唯一の救いは、これで貴裕と小此木の関係が終わったことだろう。

　小此木の名で揺らいだ貴裕の平静は、テーブルの下から時間をかけて箸を拾い上げたときには戻っていた。

　そして、「これからしばらくのんびりしたい」、「一緒に温泉も付き合ってほしい」などと、ごく自然な様子で話した。

　──兄さんを追い詰めるんじゃないぞ。大人が決めたことだからな。

　南方の言うとおりなのだろうと、尊はしぶしぶ認める。

　貴裕も大人なのだから、彼がそれでいいなら仕方がない。何よりほじくり返して傷が大きくなることを今は避けるべきかもしれない。

　尊にもそれぐらいの分別も世知もあった。

（兄さんが楽しそうなだけで、良かったと思うしかないんだろうな……）

　ベッドの上でもんもんとしながら寝返りを打っている間に眠ってしまったらしい。

「飲みすぎた……喉渇いた」

　寝ぼけ眼で水を求めてキッチンへ向かうと、貴裕の部屋から灯りが漏れ、人声がする。

　しばらくのんびりすると言っていたから、ＤＶＤでも見ているのだろう。耳を澄ますつもりもなかったが、近づくと聞こえてきた声は貴裕自身のもので、電話をしているようだった。

「……もう、貴方とはなんの関係ないはず……会うつもりはありません、そんな必要もありません」

　緊張した声色に、部屋の前を横切るのを躊躇って尊は足を止めた。

　夜中でシンとしているせいか、扉はきちんと閉まっているのに、貴裕の声ははっきりと聞こえてきた。

「……写真……廃棄する約束──そんな酷い、話が、違います…………僕が退職すればって仰った……嘘をついたんですか……」

　抑えきれない声はいつもより高く、緊迫した感情を孕んで不自然に掠れ、語尾が揺れてひび割れる。

　抗っているのに言葉を崩せない貴裕に、その縛られた関係の深さが窺い知れる。

「……もういいです……どこにでも出してくださってかまいません……」

　掠れた声に不意に芯が通り、口調に力が戻る。

「僕はもう無職ですから、世間にどう思われようと何も困りません」

　挑みかかり、嘲るような響きが声に宿り、一瞬、かつての貴裕を彷彿とさせた。

　だが相手が何か言ったような間のあと、また兄の声が揺れる。

「……父の……会社に送る……？……それって……」

　貴裕の喘ぐような息づかいが聞こえてくる。

「父は……家族は関係ありません──」

　最後の力を振り絞ってそう返したのがやっとだったらしく、貴裕の声は完全に敗北を受け入れた。

「……それだけは……止めてください…………わかりました……はい……行きます……」

　ぷつりと声が途絶え、震える息が聞こえた。

　行くに行けず、戻るに戻れずに佇んだ尊の耳にやがて小さなすすり泣きが聞こえてくる。

「……っ……ん……」

　貴裕の声はその容姿に相応しく細く、涼しい。その声が更に小さく頼りなく震えて尊の鼓膜を打った。

　貴裕が泣くのを、尊は初めて聞いた。とにかく記憶にある限り、貴裕の泣き顔など頭の片隅にもない。

　裏を返せばそれほど、異常な出来事が起きているということだ。

　聞いていたことを知られるのは嫌だろうけれど、慰めずにはいられない。

　兄の部屋へ向かう尊の足を再び止めさせたものは、不意に色の変わった貴裕の声だった。

「……ん……っ……あ……ぁ……っ……ん……」

　微かに高く掠れ、熱を帯び始めた声に、尊は鳩尾がきゅっと縮んだ。

　やばい──それだけを、咄嗟に思った。

　子どもでもないのだから何をしているかわからないわけではない。

　感情の揺れるままに、身体が制御できない熱を持つのは男にはある得ることだ。ましてや今夜の貴裕は普通の状態ではない。

　こればかりは他人が見ていいものではないし、ここにいることを知られてはならない。

　音を立てないように尊は全身を緊張させて、摺り足で後ずさりを始めた。

「ぁ……ん……あ……あっ……」

　貴裕の声は何かを求めるように高く、尊の耳に絡みつき身体の自由を奪う。思うように動かない身体に焦れて、背中に脂汗が伝う。

　欲望から一番遠くにいるような人が零す濡れた声音に、肌がちりちりと灼かれそうだった。

（おい、しっかりしろ。尊、聞くな、馬鹿）

　自分を叱咤しても、勝手に耳がそばだち、動きがますますぎこちなくなる。

「ん…………た…ける……ぁ……」

　完全に尊の足が止まった。

（今──なんて）

　聞いてはいけないという気持ちが吹き飛び、尊は固く閉ざされている兄の部屋の扉に目を凝らした。

「……っ……ん……尊……尊……あ……あぁ……ん……っ……尊……」

　最後の名は縋り、助けを求めるように呼ばれた。

　荒い息づかいと何かが不自然に潰される音は、ベッドに倒れ込んだのだろうか。

　再び聞こえてきた激しい後悔に似たすすり泣きに、呪縛が解かれたように尊は自室へ戻った。

（兄さん……俺……）

　今し方聞いた兄の声を打ち消そうとしたが、そうすればするほど耳の中に生々しく響いてくる。

　艶めいているのに、哀しい吐息。

　尊を呼ぶ、熱と色のある声。

　肌の下に潜んでいた熱を露わにする息づかい。

　息だけで伝わる熱を感じたとき、尊は幼い頃兄に守られたときにことを思い出す。

　──僕の大切な弟。

　そう言って抱きしめてくれた兄に、縋りついたときに肌の熱がまざまざと甦って尊は全身が震えた。

　──君がとても好きだから。

（兄さん……兄さん……）

　もう、知らない振りは出来ない。

　兄は、いや、勅使川原貴裕は、恋をしてはならない相手に恋をしている。

　尊は口元を押さえ呻くのをこらえた。

　込み上げてくるのは嫌悪ではなく、胸を抉るような切なさと、身体の内を灼く高い熱だった。

　両親には完璧な息子を演じ、弟には頼りになる兄として振る舞い、そしてその身体は望まない男に蹂躙されている貴裕へ向かって渦巻く思い。

　何故だ？

　俺を愛してくれているのなら、何故小此木に囚われている？

　どうして何も言わないのか？　俺は永久に、守られるままの存在だと思っているのか？

　納まらない胸の鼓動と、纏まらない思いを抱えたまま、尊は朝まで一睡も出来なかった。






９．悪魔の罠









「今度は兄さんが朝寝でもして、ゆっくりしたらいいよ」

　尊がそういくら勧めても、貴裕は家事を一手に引き受けた。朝食を用意して尊を送り出し、夜は夕食の準備をして帰宅を待っていてくれる。

　昼間は本を読んだり、シリーズ物のドラマを一日中見たりと、今まで出来なかったことをしているらしく、本当にのどかな笑顔を見せる。

　あの夜の貴裕の葛藤を知らなければ、裏表もなく彼の心は平穏なのだと尊は信じただろう。

　けれど、もう尊は兄が心に隠しているものも、その気持ちも知ってしまった。

　兄の想いを知ったことが、尊の心を揺さぶっている。

　兄弟を超えようとする気持ちが禁忌であることは、尊だってわかっている。けれど、これまでの兄を思えば、それを質の悪い冗談として笑い飛ばしたり、ましてや嫌悪したりすることは絶対に出来ない。

　中学生の自分を抱きしめてくれた兄の温かさと強さが身体に甦って、尊を不思議な気持ちにさせる。

　あのとき兄が尊のために敢然と敵に立ち向かってくれたように、今度は自分が貴裕を抱きしめて守ってやりたい。

　だから、時折夜に出かける彼の様子を見過ごすことは出来ない。

　日付をまたいでから戻ってくる貴裕の顔は青ざめ、シャツから覗くうなじには赤い痕が散らばっていた。貴裕を気ままに呼び出す相手は、もう会社に行かない貴裕の身体を気遣う必要もないということらしい。

　遅くに戻る夜は、自分の視線を避ける兄を見るのが辛くて、尊はさっさと部屋に籠もる。それでもやはり戻ってくるまでは眠ることが出来ず、帰ってきた兄が長い時間シャワーを浴びている音を聞きながら、怒りを押し殺すのがやっとだった。

　その怒りがどこからくるものなのか考えると怖い。

　身近な人間が理不尽な目に遭っている怒りとは違う、腹の底から染み出してくるどす黒い哀しみは、自分の大切なものを自由にされている妬ましさに近い気がする。

　けれどその怒りを爆発させられないのは、一番傷ついているはずの貴裕が放つ、毅然とした雰囲気のせいだ。

　凛とした背中が尊に踏み込むことを許さなかった。

　昨日も遅く戻ってきた貴裕は辛い素振りも見せず、尊より早く起きていた。そしていつものとおり朝食を用意し、笑顔で尊を送り出してくれた。

（なんとしても小此木を、兄さんから引き離したい。南方さんに依頼はしてから三週間かぁ……、南方さんも忙しいし、俺はまだ非力だし……いつになるかわかんないな……）

　事務所で留守番をしていた尊は怒りに任せ、メモ帳をぐちゃぐちゃに塗りつぶしながら机につっぷした。

「こら、さぼってるんじゃないぞ。尊」

　朝から出かけていた南方が、のっそりと戻ってきたので、尊は茶を淹れようと立ち上がった。それを南方が押しとどめる。

「兄さんのことがわかったぞ、尊、報告するからこっちこい」

　来客用の衝立に隠れたソファに呼ばれて、期待と不安で尊は唾を飲み込んだ。

　背の低いテーブルに、ばさばさと南方は報告書を広げた。

「腹に力入れろ」

　鋭い目で見据えられ、尊は言われたとおり臍の下に力を込めた。

「それでいい。俺は正直びっくりした。おまえさんも驚くだろから、一応警告しておくぞ」

「……そうですか」

　だが何を聞いても見ても、兄が自分の名を呼びながら自らを慰めていたとき以上の衝撃を受けるとは思えなかった。

「おまえさん、兄さんは勅使川原の家では特別だって言ったよな、誰にも似ていないし、名前も違うって」

「はい、それが？」

　胸が妙な予感にざわついた。

「言うとおりだった。兄さん、いや、貴裕さん、彼は勅使川原には特別な人だ。彼は勅使川原武、おまえさんの親父さんの養子だ」

「ようし？」

　言われた音がすぐには意味をなさなくて、尊は聞き返す。

「ああ、そうだ。貴裕さんはおまえの親父さんの子じゃない」

「……う……そ……そんな馬鹿な……こと……」

「右から左に信じられないのはわかる。けどな、俺だって責任を持って調査しているし、こんな大事なことを軽はずみには口にしないぞ」

　諭すように言われ、尊は動揺を必死に抑えて頭を整理する。

「じゃあ、つまり……兄さんは、赤の他人ってことですか、親戚でもなく……全くの……」

　二十年以上、兄と信じてきた人に血の繋がりがないなどということを、にわかには信じられない。

「そうだ。全く他人だ」

「……そう……ですか……」

　俯いて事実を納得しようとする尊に、南方が明るい口調で言う。

「おまえの親父さん、会ったことはないけど、きっとおまえさんによく似てんだろうなあ」

「はぁ、そっくりですが」

「顔じゃねぇよ、性格かな。どーんといろんなこと受け入れられる男気みたいなものかな」

　南方が好もしげに尊を見て、また表情を引き締めた。

「貴裕さんの父親は矢や沢ざわ博ひろ樹きという人で、親父さんの親友だ。貴裕さんが五つのとき、ご両親は亡くなられた」

「両親揃って……何か事故ですか？」

　南方が眉を寄せて首を横に振り、痛ましい表情を浮かべた。

「矢沢さんのかみさんが、親しくしてた人の甘言に乗ってうさんくさい儲け話に手を出して、もの凄い借金を作っちまったらしい。ありがちな話ではあるんだけれどな……金を借りてまで投資していた」

「借金……兄さんの……本当のお母さんが……」

　兄の堅実振りを知る尊には、彼の実母が借金をするような人だというのが、信じられない。

「そうだ。貴裕さんは小さい頃から周囲が驚くほど利発だったみたいだ。習い事や塾や……学校もいい私立へいかせたいと思ったらしい。そのためには金がいるからな……親心なんだろうな……」

　心底辛そうに言う南方の言葉に尊は頷くことも出来ない。

　子どものためにしたことが、結局は仇になったことを、どう受け止めていいのかわからない。

「……借りた先が、たちの悪い筋だったらしいが、矢沢さんも自分のかみさんが借りた金だから、一生懸命返そうとした。けど小さな子どもを抱えて、まだ給料もそんなにあるわけじゃない。ついつい会社の金に手をつけちまった。もちろんすぐ返すつもりだったんだろうけどな。でももともと借金塗れの人間が金を返せるわけもない。にっちもさっちも行かなくなって……ある夜とうとう車の中に親子三人並んで、ガスを引き込んだ」

「……それはつまり……」

　声が震えて喉がひりつき、呼吸が上手く出来ない。

　目の前にいる南方の口から出た言葉が、遠くから聞こえてくるようだ。

「ああ、貴裕さんは一家心中の生き残りだ」

　──赤の他人。

　──一家心中の生き残り。

　尊はただ南方の口元を見つめて、その事実を受け入れようとだけした。

　予想だにしなかった真実に、心が理解することを拒否したらしく、痛みは感じなかった。けれど深いトンネルの中に入ったように、全ての音がぼんやりと遠のく。

「可哀想に、そんなことが原因だったんで貴裕さんを引き取ることは親戚中が尻込みしてな。やむなく施設に預けられそうになった貴裕さんを引き取ったのが勅使川原のお親父さんだ。これから自分の子を産もうって言うのに、まあおふくろさんも思い切ったな。おまえさんのご両親は幼なじみだそうだから、貴裕さんのご両親とおふくろさんももちろん面識はあったんだろうけど、女にとって他人の子を引き取る覚悟は、男とはまた違うもんだろうに。おまえさんはどっちに似ても度量がでかくなるな」

　──貴裕はあたしの若い頃そっくり、ホントに綺麗な顔。我ながらよく生んだわぁ。

　自慢げに言った母の笑顔が浮かんでくる。

（おふくろって……すごい嘘つきだったのか……）

　気のいいだけの人だと思っていた母の裏の顔を見たようで、尊は呆然とする。

（……そう言えば親父に、肝入れて女に嘘を吐かれたら男には太刀打ちできないから、気をつけろって、上京するときに言われたんだ……あれって、自分のことだったのか……）

　笑い出すか泣き出すか決めかねたまま、尊は南方の話を聞き続けるしかなかった。

「貴裕さんが口さがない噂の中で暮らすのは可哀想だ。そう言って親父さんは東京の勤務だったのに、わざわざ地方支社に異動を希望して今のところに移ったんだそうだよ。五つになっていた貴裕さんは一部始終を知って、本当に親父さんとおふくろさんには感謝しているんだな。あんな出来のいい息子は見たことないって誰もが言ってた。貴裕さん、おまえさんたち、勅使川原の家に迷惑をかけまいと必死だったんだろうな」

　──迷惑をかけまい。

　何をやっても優等生。高校時代はバイトに明け暮れ、クラブ活動も女の子との付き合いもせずに成績はいつもトップクラス。たまの休みは両親の手伝いや家の用事に精を出す。弟にも小遣いを渡し、家族で食事に行っても率先して給仕をする。

　勅使川原の長男は絵に描いたような理想の息子。

　それが当たり前だと思っていた。

　自分とは出来が違い、もともと能力に恵まれた兄なのだと信じ込んでいたけれど、そんな脳天気な弟の思いをどれほど窮屈に感じていたのだろうか。

　黙り込んだ尊に視線を注ぎながら、南方は続けた。

「兄さんは就職してから郷里に随分仕送りをしているんだな」

　はっと顔を上げた尊は、ゆっくりと首を横に振った。

「いえ俺、何も聞いてないです……俺なんか最初に勤めたときも給料安くて、初任給のときに少し渡しただけだから。兄さん、遠慮して言わなかったんだと思います」

「そっか、とことん控えめなんだな、貴裕さんって人は」

「ええ、家族の前ではいつもにこにこしていましたが、今思えばあれは単に遠慮してるだけだったのかも。楽しいと思ってたのは俺だけだったのかな。馬鹿みたいですね」

　急に知らされた真実に、尊は今までの幸せが全て幻想だったような、あやふやな気持ちで呟いた。

「それは違うぞ、尊。貴裕さんが勅使川原の家族を大切に思って失いたくなかったから、小此木なんかにつけこまれたんだ」

　きっぱりと否定した南方は、隠しきれない怒りを覗かせる。

「両親が起こした事件は、貴裕さんにはなんの責任もない。借金のことだって、おまえさんの親父さんが貴裕さんの将来を気遣い、弁護士をつけてきっちり全てカタをつけてあったよ。それでも他人に何か言われたり蒸し返されたりしたい過去じゃない。普通の人間ならもしも知ったところで、知らない振りをしてやるようなことだ。なのに二十年も経って、わざわざそれをほじくり返した奴がいる」

「……小此木」

「そうだ。あいつはなんと言うか、人のそういう傷を必ず見つける男なんだ。本人が腐っているから何故かそういうところがくっきりと浮き上がって見えるんだろう。人の悪いところしか見えない。ある意味憐れだ」

「何処が憐れなんですか！」

　やっとわかりやすい怒りの発露を見つけて尊は声を上げた。

「確かに。だが落ち着け。話は終わっていないぞ」

　南方はいきり立った尊を制した。

「貴裕さんは、あのとおり目立つ容姿で入社成績も抜群、配属された小此木のいる部署も完全にエリートコースだ。会社での期待のほどがわかる。実際やらせてみたら仕事も出来るし人当たりも良く、顧客の受けもいい。小此木のように勝ち負けで人生を決めてしまうような偏った価値観もない。むやみに他人と争ったりしない貴裕さんの周囲には自然と人が集まり始める。小此木にはそれが気に入らなかったんだろう。あいつは自分より優れた男が気に入らないんだ。奴だって充分過ぎるほど頭もいいし、目立つ見てくれをしてるから、女にもよくモテていた。何が不満なのか俺にはわからないが、何時だって現状に満足できないんだ。上昇志向の固まりって言うのかな」

「いっそ天まで上り詰めて戻ってこなくていいですけど」

「こりゃまた、きついな。おまえさん」

　苦笑いした目に同意を見せて、南方は話を続ける。

「他人を屈服させたい小此木は、貴裕さんには全く罪のない過去の古傷を曝いて自分が秘密を握っていることを匂わせた。知っているよ、君の過去をね、と。ああいう会社はなあ、身内のスキャンダルを嫌うんだ。特に金銭トラブル。それに小此木は質が悪くて、いくらでも話をねじ曲げてくる。貴裕さんの出世の道を閉ざすのぐらいわけなくやってのけるだろう」

「そんなこと全然かまいません。田舎に戻れば親だって喜んで迎え入れたし、仕事なんてなんだって良かったのに。どうしてあんな奴の言いなりになんかなったんだ……」

　小此木の指が貴裕の下肢をはい回っていたシーンがフラッシュバックして、尊は吐き気を飲み下した。

「そうだな。けれど住む場所を変えてまで自分を噂から守り大切に育ててくれ、一流企業に就職したのをあれほど喜んでくれた養父母が、今更過去の傷を曝かれたことを知ったらどれほど哀しむだろうか。入社祝いに貯金をすっからかんにして、高い鞄とネクタイを贈ってくれた弟はどう思うだろうか。松永商事の給料はこの不況下でも信じられないくらいのトップレベルで、兄さんはその中でも特にいいはずだ。恵まれた給料をもらえれば、養父母が自分にかけてくれた金をいくらかでも返していける。貴裕さんが大切な勅使川原の家族をがっかりさせたくなかったのを、俺は責めることなんか出来ないぞ」

　確かに思い返せば、貴裕はいつも尊たち家族を大切にしていた。

　滅多に帰郷はしなかったけれど、尊には必ずお年玉をくれたし、大学生になってから豪華な食事を奢ってくれた。両親の結婚記念日にはいつも大きな花束とケーキが届いていたし、他にも細々と気を遣っていたのかもしれない。

　兄貴ってホント気が利くよな──それで済ませていたお気楽な自分を、過去に遡ってぼこぼこに殴ってしまいたい。

　実子の尊には縁のない気苦労を、貴裕はずっとしてきたのだ。

「小此木は貴裕さんの写真を撮っている」

「写真……」

　──写真……廃棄するって約束……。

　あの夜、喘ぐように呻いていた貴裕の声が耳に甦ってきた。

　どんな写真とは言わない南方の気遣いが、逆にどれほどのものかを尊に教えてしまう。

　大人の男が、屈辱を受けながらひたすら隠さなければならないような写真。

　学生の頃、悪友が学校に持ってきた無修正のポルノ雑誌。豊満な女性のあられもない姿は夢に見るほど興奮した。けれど、あの女性は挑発的な目をして、自分を見る男たちを嘲っていたから、罪悪感を覚えずに済んだ。

　けれどもし、あんな写真で哀しい目をしていたら──。

　尊は頭の中に浮かび上がってくる、淫らで哀しい妄想を振り払おうと躍起になった。

「その写真を廃棄することを条件に、貴裕さんは小此木の身代わりになったが、写真を処分すると言う約束は反古にされたんだな。俺が依頼人に渡した調査結果は結局、小此木が部下の不始末を尻ぬぐいしたということになったらしい。貴裕さんが自ら認めたと言うのだからどうしようもない」

　血管がぶちきれないのが不思議なほど、尊の耳の中でどくどくと脈音が打つ。

「その写真って小此木が無理やり撮ったものなんじゃないんですか」

　妄想に支配されまいと尊は声を張り上げた。

「そうだな。関係を強要するのと同時にその手の写真も宥なだめ賺すかして撮ったんだろう。小此木はこれと思った相手を絶対に殺さないんだ」

「殺さない？」

　不穏な言い回しに、南方とは思えない恐怖が滲んでいた。

「ああ、勝ち負けを競うだけなら俺はまだ人としてまともだと思う。これと思った相手を、完膚無きまでに叩きのめしたいと思う男はいないわけじゃない。けど小此木は違うんだ。手の中で飼い殺したいんだ。虫の息の相手が自分の顔色を窺いながら、生きようと必死に足掻く姿に快感を覚える。そういう人間なんだ」

「それって、人間って言うより、悪魔みたいです……」

　自分の声が自分ではないように、遠くに聞こえる。

「ああ、本当にな。悪魔って言うのはああいうのを言うのかもな。目を付けられたら逃げるしかないかもしれん。退治する方法が見つからんなあ、なんせ人じゃないから痛いも哀しいも、罪悪感もないんだ」

　何かを悟ったような目がふわりと遠くへ向けられる。

　かつて論文を盗まれたとき、もう一度書くことは南方にはそう難しいことではなかったのかもしれない。けれどおそらく南方は小此木という人間の冷酷さを本能的に察知し、生きながら殺される危機を回避したのだ。

　悪魔に勝つには自分も悪魔になるしかない。人を捨てられない南方は逃げる道を選んだ。小此木という人間の異常さを知れば、そのときはそれが最善の選択だったのだろう。

　だが貴裕は逃げられなかった。自分たち家族を喜ばせようとして深みに嵌ってしまった。

　なんとしても助けてやる義務がある。

　十年前、自分を救い出してくれたように、今度は自分が貴裕を救う。

　自分の名を呼びながら、細く喘いでいた貴裕の声が甦り、尊の心を切なく痺れさせた。

　──尊、尊。

　哀しく熱のある声。

　あれは弟を呼ぶ声ではなく、許しを求める声だった──愛している人に。

（兄さんは……俺を、愛しているんだ）




　真実を知った尊は、はっきりとそう認めた。

（だったら、何故、俺に助けを求めないんだ？）

　自分を陥れた男を責めることもせず、運命を呪うこともせずに、貴裕はただ時に殺されていくつもりなのか、と尊は哀しい苛立ちを堪える。

（俺は──一方的に愛されて満足するような人間じゃない！　犠牲の上になりたつ愛なんてほんとの愛じゃないぞ！）

　尊の心の中で何かが爆発する。

「俺、なんとかします。小此木って奴のマンションに不法侵入しても写真は取り返します。絶対兄のこと助けますから」

　勢いよく事務所を飛び出そうとした尊は、ぐいと手を引かれて、椅子にすとんと落とされた。

「落ち着け。尊。おまえさん、きっぷはいいが粗忽者だ。少し頭を使って考える習慣をつけろ。小此木のマンションは二十四時間警備の高級マンションだ。不法侵入だって難しいぞ。捨て身にしたって一度しか出来ないんだ。考えてからやらないと無駄玉になる。それに今おまえさんに何かあったら、ここまで耐えてきた貴裕さんの気持ちはどうなる？　家族の笑顔を守るために、貴裕さんはここまで頑張ったんだぞ。俺は貴裕さんのやり方が良いとは思わないけど、少なくとも気持ちは汲んでやるべきだろう」

　筋の通った南方の言葉に、尊は頷くしかなかった。
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　マンションに戻ると、貴裕はまた呼び出されたらしく不在だった。

（兄さんが退職してからもう一月以上経つんだぞ……一体いつまで小此木は兄さんに固執するんだ……）

　兄さんと飲めと南方に持たされた酒をリビングのテーブルの上に置くと、尊はソファに倒れ込んで目を閉じた。南方から聞いた全てが、尊のこれまでの平和な価値観を根底から崩してしまった。

　平凡だけど働き者の父に、陽気な母。出来のいい長男に、丈夫だけが取り柄の次男。

　世の中にはいろんな形で不幸なことがあって、大変な人もいるけれど、うちは恵まれている。自分がリストラにあったのが今までで一番の不幸。でも勘の良い親が察して優しい兄が助けてくれた。ここぞというときは家族の絆は強い。煩わしいときもあるけどやっぱりいい家族だ。

　それは尊の思い込みに過ぎなかったのか。

　尊が当たり前だと享受していた幸せの裏で、貴裕は何を思い、何に耐えていたのだろうか。

　両親は精一杯に貴裕を大切にしていたはずだけれど、貴裕はあまりに聡い子で背負った過去が重すぎた。貴裕は何を思って今日まで生きてきたのだろうか。

　──尊、尊。

　罪に堕ちたと信じ込んで自分を苛み、許しを求める声。

　一体あの人が何をしたというのだろうかと、尊は彼を苦しめるだけの運命を呪いたくなる。

　──尊。これは君のオモチャだよ。

　──君が好きなのを選んでいいんだよ。僕はお兄ちゃんだから。

　──ほら、ここに座って、尊。

　──尊、尊。

　目を閉じるといつも微笑んでいるばかりの貴裕の顔しか浮かばない。

　優しい声しか聞こえてこない。

　──兄さん、ミケランジェロのピエタに似てる。ちょっと近寄りがたい雰囲気だな。

　あのとき感じたように、南方の言葉は貴裕の生き様を言いあてていた。

　親の罪を背負い、他人の中で生き抜いてきた貴裕。彼の目に浮かぶ不思議な光は、喪失の哀しみを知り自分を殺して、全てを受け入れる覚悟をした人だけが持つ、凛とした優しさだ。

　その貴裕が一度だけ見せた剥き出しの欲望。

　──尊、尊。

　哀しく濡れた貴裕の声を思い出したとき、尊は腹の奥が捩れるような苦しさを覚えた。

（……兄さん……。俺、あなたの愛にどう答えられるか、わからない）

　尊は率直にそう思う。

　けれど、何があっても貴裕を受け入れたいとも思う。

（俺が今まで兄さんにしてもらったことを、半分でもいいから返したいんだ。俺が幸せにしてもらった分、俺も兄さんを幸せにする）

　もちろん勅使川原の家で、貴裕は決して不幸ではなかったのだと信じたい。けれど実の両親と酷い別れ方をし、養父母に気を遣い、義理の弟を庇って、ひとりで犠牲になり、傷ついてないはずがない。受け入れるだけで満足していられるわけがない。貴裕だって愛されたいに決まっている。

　マンションの扉が開いたときには、尊はすんなりと笑顔を作れた。

　リビングに入ってきた貴裕は疲れ切っていたが、尊の姿を見て慌てた素振りを見せた。

「起きてたんだ。遅くなってごめん」

「いや、お帰り」

　きっちり上までボタンをはめたコットンシャツの細い首が痛々しいが、尊は視線を逸らさなかった。

「南方さんにいい日本酒をもらったんで一緒に飲もうと思って待ってたんだけど、飲んできた？」

「あ……いや……じゃあ、一口だけ。その前にシャワーを浴びてくるから」

　逃げるように尊の横を擦り抜けた背中の細さに、尊は貴裕が一回り痩せたことに気がついた。

　シャワーを終えて、首にタオルを巻いて戻ってきた貴裕がリビングのテーブルにつくと、尊はガラスの猪口に冷酒を注いで手渡した。

「灘の蔵元だって。お客さんからもらったんだけど、辛口」

　酒を運ぶ貴裕の指は白く細く、頼りなく見えたが、尊と酒を飲むことを喜んでいるように目元を染めた。

「仕事は上手くいってるんだ。南方さんっていい人みたいで良かった」

「うん。南方さんってめちゃくちゃ苦労してる人なんだよなぁ」

　そう、と薄い唇にガラスの猪口をあてる仕草はどこか儚げだ。やはり貴裕が自分とは血が繋がっていないことを尊は意識し、急に胸の奥が熱く疼くのをやり過ごす。

「南方さん、院生のときに論文を盗まれて、それで大学を辞めたんだって。知ってる人は知っていて、大学じゃ密かに有名な話だって健介が言ってた」

「論文を？　なんてことするんだ。教授も何をやってるんだ？　そんなことあり得ないだろう」

　綺麗な貴裕の顔にぱっと怒りと同情が浮かぶ。その優しさに、尊はまた心を痛める。

　もし自分が貴裕の立場に置かれていたら、世界中が不幸になればいいと思うかもしれない。その芯の強さに驚嘆し感動さえする。けれど同時に、何故打ち明けて、苦しいと泣いてくれないのかと焦れて、言葉で煽ってしまう。

「あのさ、もう兄さんも会社辞めちゃった今だから言うけど、その論文盗んだ相手ってのが、松永の小此木誉って奴らしい」

　ふっと貴裕の顔から表情が消える。

「兄さんは知らないって言ってたけど、その人、有名なんだよな。経済誌の論文コンペで受賞して、社内の海外研修制度に先輩を飛び越して抜擢されたぐらいの、出世街道ぶっちぎりのトップだって聞いたけど。松永商事じゃ知らない人はいないんじゃないのかな」

「……っ……」

　言葉にならない息を零した貴裕の手が震える。

「兄さん、零れる」

　兄の手から、尊は猪口を取り上げた。

「兄さん、小此木ってもしかしたら上司だったんじゃない？」

　少しの間呆然と尊の顔を見つめていた貴裕の白い面立ちが急に歪んだ。

　尊、君は──唇の形だけでそう言った貴裕はまるで力が尽きたように肩を落とした。

　尊は貴裕の隣に行き、肉が落ちて骨の浮き出たその肩を静かに抱いた。

「疲れてるんだろ、兄さん」

　貴裕の細い腕を尊はゆっくりと撫で下ろすと、彼が「大丈夫」とぎこちなく首を横に振って、尊の腕を避けようと身を捩った。

「無理するなよ、休んだほうがいい。部屋に行こう」

　しっかりと兄の肩を掴んだまま、尊は貴裕を部屋に連れて行った。

「たまには俺の言うこと聞けよ、兄さん。ほら寝て」

　兄らしく振る舞うことを諦めたように、尊の言うとおり横になった貴裕は深い吐息を吐いた。

「……小此木さんは……入社したときからの上司なんだ」

　やがて目を閉じたまま貴裕は、枕元に座った尊に強張った声で言った。

「そっか」

　嘘を吐かれていたことをあっさりと受け入れると、貴裕の雰囲気が和らぐ。

　隠し事を責められないことを安堵したように言葉が続いた。

「小此木さんは同期どころか先輩たちも追い抜いて、誰も叶わないぐらい能力の高い人でね。新人の僕には眩しくて憧れだったんだ。あの人のやり方を覚えよう、吸収しようと夢中だったこともある。僕がなんとか仕事をやっていけるようになったのは、小此木さんのお陰だと今でも思っているよ。でも人の論文を……信じられない……いや、そうかな、ないことではないかな」

　天井に視線を向けた貴裕は独り言のように呟く。

「小此木さんは確かにやり手だ。それは間違いない。でも、君の言うような一面はあるかもしれない。証拠はあるのか？」

　顔は上を向いたまま、視線だけが流れてくる。

「いや、証拠らしい証拠はないんじゃないかな。俺は健介から聞いただけだし、健介は健介で南方さんの元相方から聞いてるから、又聞きもいいとこだな。でも健介は面白おかしいだけでこんなこと言う奴じゃない。まだ短い付き合いだけど、南方さんは、人の気持ちがわかる本当にいい人だ。依頼人にもいろんな人がいるけど、嫌みや悪口も言わないし愚痴も零さない。なのに小此木のことだけは嫌っている、いや、嫌ってるって言うより人として見ていないんだ。だからきっと本当のことだと思う」

　貴裕の目が尊の言葉に反応して虹彩が絞られ、部屋の光を集めた左目が作り物のように不思議な色に変わった。

「……小此木さんと一緒にやっていくうちに僕は……あまりにあの人のやり方が強引で非情、いや非道だということに気がついた。でも、僕はいつしか小此木派の子飼いと言われる立場になっていて、会社にいる限りそこから抜けられなかったし、彼を糺ただすなんて考えられもしなかった。僕が弱かったんだろうな」

（俺たち家族を楯に取られていたんだもんな……）

「会社ってそんなもんだろう……」

　心の中で謝りながらも建前を口にすると、貴裕がまた安堵したように微笑む。

「小此木さんがコンペで賞を取った論文の優秀さは未だに語りぐさになってる。普通は入社して十年ぐらいの人が取るような賞だったから……僕も読んだけど、あれが南方さんのものなら本当にすごい人だ。健介くんの言うとおり、大学に残るべき人だったんだろうな」

「うん、本当にそうらしい。本人から直接は何も聞いていないけど。南方さんは過去の掴み損ねた栄光を、あれこれ振り返るタイプじゃない。ただ小此木は悪魔だから、逃げるしかない。人じゃないから痛みも哀しみもわからない、とだけ言ってた」

　ぱっと貴裕の目が開いて、左の瞳の茶色が金色に冴えた。

　あの男がこの目を自由にした。そう思うと尊の身体に、これまで経験したことのない怒りが込み上げてきた。

　不確かな幸せを守ろうと足掻いてきた人を、身勝手な悪魔と出会わせた運命への怒り。それを知らずにいた自分への怒り。

　内臓を灼き尽くしそうな、込み上げてくる熱い怒りを押し殺して、尊は貴裕の不思議な瞳を見つめる。

「兄さん、左の目、色少し薄いんだな」

　あ──慌てたように白い手が左目を覆ったが、尊はその手を外して覗き込んだ。

「なんで隠すのさ。綺麗だ、その目。光が入ると余計。兄さんもともと綺麗だけどその目は特に綺麗だな。俺、すごく好きだ」

「綺麗……か？　これが」

「ああ、すごく。俺の顔だったら似合わないと思うけど、兄さんの顔には似合う。不思議だな……吸い込まれそうだ。なんで今まで気がつかなかったんだろ」

　尊はそっと茶色の目元に触れた。

　こんな美しいものを今まで見たことがない。そしてこんな憐れな哀しいものも。

「兄さん、何か困ってることあるんじゃないのか？　痩せたし苦しそうだ。何でもいいから話してほしいんだ。俺のこと信用してくれよ」

　窮屈に巻かれている首のタオルに尊は手をかけてすっと引き抜いた。

　散らばった赤い鬱血が露わになると貴裕は身体を一瞬強張らせたが、諦めた目の色になり静かに尊を見返してきた。

「恋人？」

　尊の問いに、痣の浮いた皮膚がぴくりと動くが、貴裕は否定も肯定もしなかった。

「立ち入ったこと聞いてごめん。でも恋人なら俺に隠れて会うことないんだ。俺、仕事もなんとか見つかったし、今すぐ出て行ったほうがいいなら遠慮無く言ってほしい」

　そんなはずはないと言う自信が今はあった。だが否定させることで本当の気持ちをその口から言わせたい。

「無職になった僕を置いていくのか。薄情だ」

　首に花びらを散らしたまま貴裕が自虐的に笑う。

「居ても良いなら教えてほしい。恋人じゃないなら誰が兄さんにこんなことしてるんだ？」

　貴裕の首にそっと触れると、白い肌が微かに震える。

「軽蔑するよな？」

　ゆっくりと瞬きをした茶色の瞳が見上げてくるが、尊は「まさか」と首を振った。

「頼ってくれないから水くさいと思ってる。でも俺じゃあ頼りないのもわかるけど」

「君のことを頼りないなんて思ったことは一度もない。弟だからって、つい、君を子ども扱いしそうになるけど、それは仕方がないと思ってくれ」

　天井に向かって話す貴裕の口調には無理な明るさがあったけれど、尊は黙って聞くしか出来ない。

　余裕のある兄を演じようとする彼は張り詰めて、尊が一歩踏み込めば、今にも壊れそうだった。

「前向きな君を見てると、僕も元気になれた。仕事で疲れていても明日も頑張ろうって思えた。君と暮らし始めてから家に帰るのが楽しみでたまらなくて、君がここにいてくれるなら、ずっと仕事が見つからなければいいって思ったことも、実はある」

「……兄さん」

「そんなの僕のエゴだな。だから罰が当たって自分が仕事を無くしたんだろう」

　投げやりではない口調が、逆に貴裕の絶望の深さを感じさる。けれどもう運命などという甘いまやかしで、この人を無理やり納得させるわけにはいかない。

「兄さん、小此木と付き合っているのか」

　言葉を飾ることなく、率直に聞いた。

　だが話の流れから既に予感があったに違いなく、貴裕は驚いた様子を見せなかった。

　片肘をついて上半身を起こし、尊に向かって微かに頷いた。

　さすがに脅されて関係を強要されているとは言えないのだろう。言えばその理由を説明しなければならない。貴裕が必死で隠してきたものをさらけ出せと、尊に迫る権利はどこにもない。

　だから尊は無理やり笑った。

「そっか──兄さんってあんなのがタイプなのかあ。ちょっとびっくり」

「どうしてわかった？」

「うん……南方さんと張り込みしてるときに偶然一緒にいるところを見た。普通の雰囲気じゃなかったから」

　なるべくさらりと聞こえるように言おうとしても、口元がひきつった。

「隠し事は難しいな……でも、驚かないのか？　男と付き合ってるのに」

　自虐的なその笑みはぞっとするほど艶めき、尊は不謹慎にも身体の奥が淫猥に蠢くのを意識し、慌てて声を張る。

「いや、それより俺は、兄さんが論文を盗むような人間と付き合うことのほうが不可解だ」

「そうか、そうだな。君はそういう人間だった」

　何が楽しいのか貴裕は上体を起こすとベッドヘッドに凭れ声を上げて笑った。

「え……？　何かおかしい？」

「いや、そういうんじゃないさ」

　そう言いながらも貴裕は面白そうな目を尊に向けた。

「人には良いところと悪いところと両方あるけれど、どうしても分けるとすれば、間違いなく君はいい人間で、小此木さんは、悪い人だ」

「兄さん、それなのに小此木が好き、なのか」

　視線が揺らぐのは、小此木を恋愛対象として好きだったことは一度もないからだろう。それを口に出せない葛藤が貴裕の口を重くする。

「僕に人を見る目がなかったんだ。それだけさ、尊」

「だったら、別れればいい。それだけだよ、兄さん」

　オウム返しに違う意味を込めた。

「それだけ──。そう、出来れば……いいけどな」

　頼りなく笑った貴裕の視線が尊から逃げるようにあたりを彷徨った。

「兄さん、別れられない理由があるのか」

　貴裕から打ち明けてほしい。

　耐えるだけではなく、与えられたものだけで満足するのではなく、自分から求めてほしい。

　幸せになる覚悟がなければ幸せになれないと、そう伝えたい。

「兄さんも大人だし、誰と付き合っても周りがとやかく言うことじゃない。誰かが反対しても俺は応援するつもりだった。けどさ、兄さん」

　尊は貴裕の首に無惨に散らされた花びらに触れた。

「いくら仕事に行かないからって、恋人が人前に出られなくなるような扱いをするなんて、おかしい。月並みだけど好きな人は大切にするのが男じゃないのか。それは男同士だってかわんないだろ？　これだけでも兄さんが大切にされてるとは思えない。兄さんが理不尽な扱いを受けて黙っている人じゃないのは、俺が一番よく知ってる。何があるんだ？　言ってくれないか、兄さん。俺のこと、たまには頼ってくれてもいいんじゃないか？」

　貴裕の視線が逃げるのにもかまわず、尊は肉の落ちた兄の肩を掌で確かめる。

「こんなに痩せて、普通じゃないだろ。兄さんには世話になりっぱなしだ。言えることだけでもいいから話してくれないか？　言えば少しは楽になるかもしれない。恥ずかしいとか無しでさ。俺なんて子どもの頃から兄さんに恥ずかしいとこばっかり見られてるんだ。少しはみっともないとこも見せてくれたっていいだろ？」

「……尊」

　装っていた兄らしさが消えた無防備な視線は、尊の心に強烈な庇護欲を呼び覚ます。それは初めて恋をしたときに感じたものに近かった。

「言ってよ、兄さん。何でもいいから」

　自分でもぞっとするぐらい声が甘くなって尊は慌てたが、貴裕はゆっくりと口を開いた。

「僕が馬鹿だったんだ、尊。本当に」

　貴裕の声も目つきも年長者のものでも兄のものでもなく、不可思議な艶を帯びる。

　その目に吸い込まれるように、尊は思わずその髪に触れた。貴裕は、目元を微かに震わせたが、何も言わずに尊の手を受け入れた。

「本当に──馬鹿なことなんだ。全部、僕のせいなんだが……」

　何度も前置きを繰り返すのは辛いからだ。

　貴裕は決して優柔不断な人間ではない。その貴裕をこれほど追い詰めた小此木にまた新たな怒りが込み上げてくる。

　だが自分の気持ちをなんとか押し殺した尊は視線を合わせて兄を励ました。

「撮られているんだ」

　声は震えたが、貴裕は尊から視線を外さなかった。

「撮られてるって、写真？」

　やっとそこまで辿り着いたことに内心ほっとしたが、尊は慎重に訝しい表情を作る。いつもは勘の良い貴裕も尊の気持ちを読む余裕はないらしく、視線を逸らせながら頷く。

「請われるままに撮らせたんだ。人には見せられないような──。本当は嫌だったなんて言い訳に過ぎない。断らなかったら同意したのも一緒だ──僕が馬鹿ってことだ」

　暗い絶望が端々に滲む。

　──僕はもう無職ですから、世間にどう思われようと何も困りません。

　……父の……会社に送る……？……それって……。

　──父は……家族は関係ありません──。

　あの夜の電話のやり取りが鮮明に浮かんでくる。

　あのときと同じように貴裕らしく抵抗したのだろう。けれど最後に家族をちらつかされれば、貴裕の答えはひとつしかない。

　貴裕が抗いながらもその手に堕ちていくのを、きっとあの男は散々楽しんだに違いない。

　その光景がまざまざと見えるようで、尊は身体中の血が逆流するのを感じた。

「そんなこと恋人同士にはあるんじゃないのか？　ただ、別れ際にそれを引き合いに出してどうこう言うのは大人のすることじゃないだろう。ルール違反だ」

「君の言うとおりだ、尊。僕はそういう人と付き合ってしまったんだ。僕の責任だ」

　きっぱりとした口調に戻った貴裕は優しい表情をする。

　──兄さん、美人だなあ、ミケランジェロのピエタ像みたいだ。

　南方が言っていた、哀しみも苦しみも全てを自分のものとして受け入れようとする顔だ。

（兄さんのこの顔……嫌いだ……こんな顔、これ以上させてたまるか）

　込み上げてくる強い思いを込めて尊は兄の肩をぎゅっと握った。

「写真、取り返そう。兄さん。大丈夫、俺がいるから」

「え──っ？」

　驚きで目を見開く貴裕に、尊は力強く請け合う。

「俺が探偵事務所に勤めたのも天の配剤かもな。俺に任せてくれ、兄さん」

「何を言ってるんだ、尊。君にそんな危ないことなんかさせられない。言いたくないけど、小此木さんは危険な人だ。普段は紳士だけれど、なんて言うか……自分の思うとおりにならないことには容赦しない。兄として君を危険な目に合わせられる訳ないだろう」

　真っ青になった貴裕が激しく首を横に振ったが、尊は一蹴した。

「それは知ってる、と思う。南方さんもそう言ってた。たぶん南方さんのほうが小此木のことを兄さんよりよく知ってるよ。けど、兄さんをいつまでも悪魔の餌食にしておけない。そっちのほうがよっぽど危険だ」

「悪魔？」

「ああ、小此木って奴は悪魔だ。南方さんがそう言った」

　間近に見ると、貴裕は肩だけではなく指まで細くなっている。いくら華奢でも男だ。それなのにこの頼りなさはなんだろう。

「だって、これ以上無理をしたら倒れそうだよ……兄さん」

　手の甲に浮く青白い血管を思わず指で触れると、貴裕が困った顔で手を引いた。

「南方さんは弱い人じゃない。なのに小此木からは距離を置いた。まともに相手をしたら壊されるからだ」

　一度入ることを許したら悪魔は止めどなく心を喰らう。奴隷を飼いたがるような人間は奴隷が死ぬまで手放しはしない。

「悪魔払いをさせてくれ、兄さん。エクソシストは俺と南方さん。ただし兄さんの協力がなくちゃ手も足もでないんだ。依頼してくれるよな」

　大げさな言い回しで兄の気持ちを少しでも楽にしようとしたが、貴裕は眉根を寄せたまま困惑を隠さない。

「尊……それは」

「秘密は厳守だ。俺だってもうプロのはしくれだし、南方さんは信用に値する人だ」

（だって、兄さん、俺のこと呼んだだろう？　昔俺を助けてくれたように、俺は兄さんを助けたいんだ）

　かつて兄が尊の未来を守ってくれたように、今度は尊が兄の未来を取り戻す。

　尊は瞬きもせずに兄を見据えた。

「いいね、兄さん、返事してくれよ」

「──尊……」

　尊の視線を受けて、貴裕が細い吐息めいた声を零した。

　二十年以上に亘り、兄弟として自然に決まっていた立場がこの瞬間に逆転した、と尊は感じた。守ってきた人と守られてきた者が入れ替わるのを感じて奮い立つ。

「じゃあ──」

「待て、尊。駄目だ。やめてくれ」

　だが貴裕の背筋が伸びて声に張りが戻った。

「兄さん……」

「小此木さんは危険な人だ。南方さんもそう言ってるんだろう？　君を関わらせるわけにはいかない」

　優しいけれど人から距離を置く、見慣れた表情が貴裕の顔に浮かんだ。

「何言ってるんだ！　あんな奴の勝手にさせておけるわけ無いだろう。俺にやらせてよ、兄さん」

「駄目だ、尊」

　言い切った貴裕は自分から手を伸ばして尊の腕に触れた。

「聞いてくれただけで充分だ。だらしないと責められても仕方がないことをしているのに、そんなに心配してくれるなんて……君は本当に大人になったんだな……でも、ちょっとだけ淋しいかもな。もう弟じゃないみたいで」

　軽口に紛らわせてはいたが、激しい痛みを感じたように頬が微かに痙攣したのを尊は見逃さなかった。

「じゃあ、このまま小此木の言いなりになるっていうのか？　兄さんはそれでいいのか」

「小此木さんもいつか飽きると思う。あの人は松永切ってのエリートで、二、三年の内に海外勤務になるだろうし、そうなれば足手まといになる僕を切るはずだ。それに、結婚話が進んでいるという話も、在職中に聞いたことがあるし」

　結婚するというのに、貴裕をいいように扱っているのか──。

（とことん、クズだ）

　尊は込み上げてきた怒りで、文字通り身体の血が煮えたぎった。

「そんなの待ってる間にぼろぼろにされるぞ、兄さん。第一それだって確証ないだろう」

　図星を突かれたように貴裕は視線を逸らせる。

　そんなことは貴裕が一番よく知っているのだ。まるで陸に打ち上げられた小魚みたいに、貴裕は身動きが取れなくさせられている。

　それでも再び尊を見返してきた貴裕の眼差しは強かった。

「小此木さんとの関係を始めたのは僕だ。自分でなんとかする。君に隠しているのだけは辛かったけれど、打ち明けられてほっとした。でももう大丈夫だから。ありがとう」

　本当に屈託が無い口調に聞こえ、これまでの尊なら簡単に引き下がった。けれど、今回は騙されるわけにはいかない。

　今は晒せないけれど、尊の手持ちの札は貴裕が思っているよりずっと多いのだから。

「じゃあ、兄さん。俺、明日ここを出て行く」

　尊はことさらに明るく笑って見せたが、貴裕はあっけに取られた顔をした。

「……何故？」

「うん、いずれにしても就職が決まったら出て行くつもりだったし、この先も小此木と続くなら、恋路の邪魔をしちゃいけないだろう。ずっとそれは気になっていたからさ」

　尊が決して言わないはずの痛烈な皮肉に貴裕の顔色が変わったが、尊は立ち上がった。

「おやすみ、兄さん」

　またにっこと笑って扉に向かったが、仕掛けた罠に心臓が飛び出そうだった。もしこのまま貴裕が黙って受け入れたらどうしようかと、震えが込み上げる。

（いや──大丈夫だ。切り札を持っているのは俺のほうのはず）

　家族のために悪魔に魂を売ることは出来ても、たとえ尊のほうから切り出したとしても、両親から面倒をみてくれと頼まれた弟を見捨てたような結果になることは絶対に出来ないだろう。

　まだ結果の出ていない探偵稼業では、両親を安心させるところまではいかない。貴裕はその責任を負おうとするはずだ。

（ごめん、兄さん──俺、兄さんの責任感を利用するよ）

　きっとこの賭けには勝てる──と、尊は汗ばむ掌で飛び出しそうな鼓動を握り潰す。

「尊、待てよ！」

　果たして背後から振り絞るような声が飛んできた。安堵のあまり全身の力が抜けて崩れそうな気持ちを押し殺し、尊はさりげなく足を止めた。

「まだ仕事が軌道に乗っていない君を出て行かせるわけにはいかない」

　唇まで真っ白にして、貴裕は言った。

「そんなことないさ。南方さんだってけっこう使えるっていってくれた。兄さんはまだまだ信用できないみたいだけどさ」

　明るく言い返すと、貴裕は唇を噛みしめた。

「……君を信じていないわけじゃない」

「じゃあ、どうして小此木のこと、任せてくれないんだ？　俺、責任を持ってちゃんとやる。やれるんだ」

「君がやれるとかやれないとかじゃない。こうなったのは僕の責任だ。君を巻き込むわけにはいかないことぐらいわかるだろう！」

　いきなり箍が外れたように貴裕は声を上げた。

「どうしてだ？　家族なのに？　困ってるときに助けるのが当たり前じゃないか？」

　尊も釣られて声を張り上げた。

「家族……」

「そうだ。俺が中学生のとき兄さんは俺を守ってくれた。無職になったときもこうして面倒を見てくれた。他人ならこんなことしないだろう？　今、兄さんが困ってるんだから、俺がなんとかしたいって思って当然だ」

　尊は興奮で濡れた目をしている貴裕を見返した。

「俺を頼ってくれないか。兄さん」

「……君に穢いことはさせたくない」

　昂ぶらせた気持ちを抑えるように、貴裕は呻く。

「キレイなばかりの仕事なんてない。そんなこと兄さんが一番よくわかってるだろ？」

「……そうだな……でも、僕のことなんかで君を汚したくはない。そんなことをしたら、お父さんやお母さんにも顔向けできない。僕はもう汚れているから、この先どうなろうと本当にかまわないんだ」

　淡々と自分を貶める貴裕の乾いた声に、ここまで言わせてしまったことを尊は激しく後悔した。

　それでも追い詰めなければ、芯の強い兄の承諾を得られないことも事実だ。

「兄さんが汚れてるなんて、一度も思ったことない」

「こんなみっともない痕をつけているのにか？」

　自分を嘲るように、貴裕は首の赤い花びらをさすりながら、視線を落とした。

「ああ、そんなの全然。ただ兄さんがそれを恥じていることが嫌だ」

「あ──」

　図星を指されたように、貴裕は短い声を上げる。

「俺は、身体中にそんな痕をつけられて夜中に帰ってきて、長い時間シャワーを浴びてる音を聞いたり、そのたびに元気がなくなっていく兄さんを見るのが嫌なんだ。だって俺、兄さんが好きだから」

「──尊」

　ぱっと指から顔が上がって白い顔に驚愕の表情が浮かぶ。

「好きな人が苦しんでいるのを俺に黙って見てろっていうのか？」

　自分でもまだはっきりと「好き」の意味を掴めないけれど、その言葉を口にすることが今は必要だと尊の本能が教えてくれる。

「兄さん、もっと勇気を持ってくれないか？」

「勇気……って……」

「そうだ。小此木の自由になる勇気じゃなくて、小此木から自由になる勇気。もし、自分のためにそう出来ないなら、俺のためにそうしてほしい」

「尊のために──」

　貴裕の目に光が宿り、頬に血の色が戻る。

「うん、俺のため。兄さん、昔から自分のためには何もしないのに、俺のためにはいろいろしてくれた。もし、今でもそうなら俺、甘えるからさ」

　尊は手を伸ばして、膝の上に放り出されていた裕の両手をしっかりと握った。

「俺が失敗しないように、兄さんがしっかり協力してくれればいいんだ。二人でやりたい。いいだろう兄さん」

「二人で──尊と二人でか……」

「うん、そうだ」

　君と二人、もう一度呟いた貴裕は覚悟を決めたような顔になった。

「わかった。尊、君と南方さんに、依頼するよ。僕の写真を、取り返してほしい」

　瞬きもしないで貴裕は尊の目を見て、低く言った。

「ああ、受けた。任せてくれ、兄さん」

「でも、ひとつだけ条件がある」

「何？」

「万が一小此木さんに直接関わらなければならないような事態になったら、そのときは全部僕にさせること。それだけが条件だ」

　これだけは譲れないと美しい茶色の瞳が頑とした色を浮かべる。

　縋る色が一切ない視線は、貴裕の最後の誇りだと尊にもわかった。

　これだけはどんな切り札でも崩せない──と、尊は了承するしかなかった。






11．無償の愛









「せっかくの君の休みの日に悪いけど、出かけきていいかな？　夕食までには帰ってくるつもりだから」

　退職してからは小此木に呼び出されたとき以外は滅多に外出しない貴裕が、朝食が済むとそう切り出した。

　自分の写真を取り戻してほしいと依頼してから、腹を決めたのか、少しだけ元気が戻ったように尊の目には映る。

　久々に出かけたいと言いだしたのも、事態が好転している兆候に思えた。

「別に全然かまわないけど。メシぐらい適当に食うし」

　まるで母親のように尊の食事を気遣う貴裕に苦笑しながらも、気軽く答える。

「少し寒いけど天気いいしね。映画とか？」

　リビングの窓から差し込む日差しに目を細め、話の繋ぎとして何気なく尋ねると、貴裕がぎこちない笑顔を浮かべる。

「……うん……本屋、ちょっと洋書が欲しいんだ……あと、映画も観たいかな……」

　曖昧に濁された言葉に兄の気持ちを推し量った尊は話を変えた。

「健康のために少しは歩いたほうがいいし、ゆっくりしてきなよ。俺も都合があえば、健介のとこ行ってくる仕事を紹介してもらってるから中間報告をかねてさ。ついでに夕飯一緒に食べてくるかも」

　尊がそれ以上追求しないことに、貴裕は明らかにほっとした顔を見せた。

　着慣れたジャケットにデニムというラフな格好で出かける貴裕を玄関まで見送った尊は、閉まったドアに向かって眉をひそめて、わき上がってきた疑問を口に出す。

「どこへ行くんだ？　兄さん？」

　はっきり目的がありそうだったのに、はっきりと言わなかったことが気になる。

　もちろん弟に全てを話す義務などないし、いい年の大人がどこへ行ったか気にする必要もないとは思う。

　だが貴裕の抱えている秘密の重さを知った今となっては、彼の一挙手一投足が気になるし、何も解決していない状態のまま彼をひとりにするのが不安でならない。

（まさかこんな昼間に小此木の呼び出しってことはないと思うけど、心配……だよな……やっぱり……）

　心の中で呟いた尊は、急いで引っかけたブルゾンのポケットに財布とスマートフォン、電車用のＩＣカードを突っ込んでマンションを出て、兄の跡を追いかけた。




　南方の事務所に入ってすぐに尾行をやらされたときのことを思い出しながら、尊は兄に気づかれないように一定の距離を置いて歩く。

　本屋に行くと言ったのに、貴裕はこのあたりでは評判の洋菓子店に入った。

（なんだ？　ケーキ？）

　ウィンドウの片隅からそっと覗くと、既に店内は早めのクリスマスの飾り付けが施されている。

　こちらに背中を向けている貴裕は何も気づかずに、サンタクロースやトナカイの形をした焼き菓子を大量に買い込む。

（はぁ……？　本屋に行くんじゃなかったのか……？　あんなに焼き菓子を買ってどうするんだ？　映画館で食べるとか？　まさかね……あんなにたくさん）

　頭を疑問符で一杯にしながら尊は焼き菓子を抱えた兄と同じ電車にのった。

（最初に兄さんがホテルに現れたときはこれ以上ないって感じにびっくりしたけど……それどころじゃないことばかりだ……）

　あれから驚くことばかりが続き、悪夢の中にいるように現実感が薄い。それに尊自身、自分の気持ちを整理しかねていて、この先がどうなるかは心許ない。

　それでも、兄が抱えている重荷をなんとかしてやりたいという気持ちに揺るぎはない。むしろ一層強くなるばかりだ。

（だって……当然だろう？　何も知らない俺がのほほんと暮らしていたとき、兄さんはずっと俺たち家族の幸せを願って尽くしてくれたんだからさ……）

　そう考えることで尊はともすれば乱れる気持ちに落としどころを見つけた。

　尊がついてきていることなど全く気づかずに貴裕は窓の外を静かに眺めている。

　初冬の冷たい空気に洗われたような光が貴裕の顔を照らす。

　車内の女性たちが、光に浮かび上がるその横顔にちらりちらりと視線を注ぐのにも関心がないように貴裕は視線を動かさなかった。

（どこへ行くんだろう？　もう一時間も乗ってる。洋書があるような本屋どころか、住宅地も抜けたんじゃないか）

　疑問が最高潮に膨らんできた頃、貴裕はようやく電車を降りた。

　確かな足取りで改札を抜けていく兄の背中を見つめながら、尊も同じように改札を抜ける。

（ここに何があるんだ？）

　貴裕に従って駅から続く緑道を抜けると、石塀に囲まれた敷地に立つ窓の多い建物が見えた。

（ん？　学校……いや、寮？）

　二階建てで横に長い建物は、学校というより誰かが暮らしているような生活の匂いがする。

　尊の勘を裏付けるように、正門を入ってすぐに広がる前庭の芝生では小学生ぐらいの子どもたちが数人、思い思いに遊んでいた。

　焼き菓子の入った袋を下げた貴裕がその前庭に足を踏み入れたとたん、子どもたちが歓声を上げた。

「お兄ちゃん！」

「貴裕お兄ちゃん！」

「やっときたぁー」

「ねえねえ、これって、お土産？」

　女の子や男の子たちが貴裕を取り囲んで、口々に話し出す。

　石塀沿いの、大きなヤマモモの木に隠れた尊は、耳を澄ませた。

　風の流れの助けがあって、声がよく聞こえてくる。

（お兄ちゃん……？　ってどういうこと？　つーか、ここはどこだ？）

　体力と同じぐらい自信のある視力を最大限に利用して、尊は目を凝らし、正門に刻まれた建物の名称を読む。

（……ドクター……リンド……記念……ホーム……ん？　ホーム？）

　くるっと背中を向けて、尊は素早くスマートフォンを操作した。

（……キリスト系……児童福祉施設……だ。一体兄さんはここになんの用なんだ？）

　視線を前庭に戻しつつ尊が悩んでいると、子どもたちの声に誘われたのか、建物の奥からきちんとベールをつけた年配のシスターが姿を現した。

「まあ、勅使川原さん、お久しぶりね。お元気でしたか？　ほら、あなたたち、お客さまを困らせてはいけませんよ」

　知性を感じさせる声と柔和な微笑みがいかにも世俗を離れた人のように見える。穏やかだが威厳のある言葉に、貴裕にまとわりついていた子どもたちが、それぞれに自分の遊びに戻っていく。

「はい。お陰様で。これ、子どもたちに。まだクリスマスには早いですけど」

　焼き菓子が入った袋を貴裕はシスターに差し出した。

「いつも気を遣わなくていいのですよ。寄付も充分にいただいていますし、あなたなら顔を見せてくれるだけで、子どもたちは喜びますからね」

「はい、ありがとうございます。でも、僕がしたくてしていることですから」

　そういうと貴裕は走り回る子どもたちに優しい視線を注いだ。

「光みつ樹きくんは、元気にしているんでしょうか？　二月ほど前に僕が来たとき、養父母のところから逃げてきてましたよね。ちょうど帰るときだったので話は出来なかったのですが……」

　問いかけにシスターの顔が曇った。

「あれからもう一度帰ってきてしまったんですよ……どうしたものかと」

　頬に手をあててため息をつく。

「光樹くんが引き取られてから弟さんが生まれてしまったので、それがどうも馴染めないんでしょうね。ご両親はとてもいい方で、光樹くんのこともそれまでと変わらずに大切にしてくれていることは間違いないと思えるのですけれど──」

　シスターがそこまで話したとき、尊の横を弾丸のように男の子が駆け抜けて、正門から飛び込んでいった。

「光樹くん！」

　子どもの姿を認めたシスターが叫ぶと同時に、光樹と呼ばれた子がシスターに抱きついた。

「ただいま！」

「ただいま、って、光樹くん、あなたのお家はここではないでしょう」

　シスターが少し厳しく窘めると、光樹は俯いて唇を噛んだ。

「久しぶりだね、光樹くん。元気そうだ」

　屈み込んだ貴裕が話しかける。

「弟が出来たんだって？」

　屈み込んで視線を合わせようとする貴裕を避けて、光樹は唇を尖らせる。

「……弟じゃないよ」

「どうして？」

　微笑みを絶やさずに尋ねる貴裕に光樹はぶっきらぼうに言う。

「だって……血が繋がってないモン」

「光樹くん──」

　困ったように割ってはいるシスターに貴裕は「大丈夫です。少し彼と話をさせてください」と、穏やかに頼んだ。

「……僕もね、弟とは血が繋がっていないんだ」

　その言葉に光樹はふいっと目を上げて貴裕を見つめる。

「どうして？　だって貴裕お兄ちゃんはここの人じゃないよね？」

　まだ小学生ぐらいの年齢では自分のいる世界が全てなのだろう。光樹は子どもらしい疑問を口にする。

「うん。違うよ。でも、僕もここに来るはずだったんだよ」

　貴裕の言葉に尊は胸がどくんと脈を打つ。

　──ここに来るはず。

　──貴裕さんを引き取ることは親戚中が尻込みしてな。やむなく施設に預けられそうになった……。

（そうだったのか……兄さんはこの施設に……だから寄付まで……）

　今更に兄の翻弄された運命を思って、尊は胸が引き絞られる。

「でもね、光樹くんと同じように、お父さんとお母さんになってくれる人がいてね。新しい家に行って、そこで弟が生まれたんだ」

「……嫌じゃなかった？」

「光樹くんは嫌なのか？」

　おずおずと尋ねる光樹に、貴裕は逆に聞き返す。

「……うん……僕のこと……前みたいに面倒みてくれなくなった……し……すぐ、お兄ちゃんだからって、ちゃんとしろっていうようになった……僕だけが家族じゃないからなんだ……」

　光樹の眼差しが揺れて、涙が溜まる。

　──家族じゃないから……。

　子どもの言う、あからさまな言葉に尊は心が痛む。

　血の繋がりということが、こんな小さな子どもを苦しめる。

（兄さんは……俺をどう思っていたんだ。俺は兄さんに邪険にされたことは一度もないけれど……家に居るために無理をしたのか？……兄さんはこんな苦しい子ども時代を過ごしていたのか……）

　幼い頃の兄と同じ境遇の子が語る本音に、尊は兄の気持ちを重ねてしまう。

「そうだね。光樹くんの気持ちもわかるよ。やっぱりお父さんとお母さんには遠慮してしまうところはあるよね……叱られたりすると、本当は自分がいることが迷惑なんじゃないかと思ってしまう……違うかな？」

「うん──」

（兄さん──）

　兄の言葉のひとつひとつが尊の胸を抉る。

「でもね、『お兄ちゃんだから』って、お父さんやお母さんが言うのは、光樹くんが、家族だからじゃないかな？」

　尊の乱れる心を宥めるように光樹に答える貴裕の声は澄み切っていた。

「お父さんとお母さんが光樹くんは家族だと信じているから〝お兄ちゃん〟っていうんだと、僕は思うよ。家族じゃない人にそんなことは言わないからね」

「……そうなの？」

「うん、きっとね」

　貴裕は自信ありげに頷いて見せる。

「僕は弟が生まれたとき、これからは〝お兄ちゃん〟だねって言われて、すごく嬉しかったんだ。だって本当の家族だって認められたんだからね」

「……っん」

　光樹の丸い目から零れた涙を拭いながら貴裕は続ける。

「それに、光樹くんの弟はまだ赤ちゃんだよね？　ひとりじゃ何も出来なんじゃないかな？」

「……うん……」

「赤ちゃんはお風呂に入るのもミルクを飲むのもひとりでは出来ない。でも光樹くんはもう八歳だから、自分で出来るよね？　自分のことを自分で出来るようなるってすごいことなんだよ。誰かを助けてあげることが出来るっていうことなんだからね」

「助けるって……？」

　鼻を啜りながら聞き返す光樹を励ますように貴裕はその肩を握った。

「誰かの役に立てるってすごいことだと僕は思うんだ。弟みたいに何も出来ない赤ちゃんだった自分が、少しずつ出来ることが増えて、誰かのために何かが出来る。格好いいよね？」

　貴裕は明るい声で言う。

「僕のお父さんとお母さんもとてもいい人だけれど、光樹くんの言うとおり、血が繋がってないっていう、淋しくて、少しいじけるような気持ちがあったんだ。でもね、弟が出来て、僕は家族のひとりになれたって思った」

　そのときのことを思い出すように貴裕は優しい目で遠くを見る。

「弟を可愛がることで僕は家族の役に立てる。最初はそんな気持ちもあったけれど、僕を兄だと信じてくれている弟と一緒にいると、本当に楽しかった。可愛くて、可愛くて……こんなに誰かを好きになれたのは、本当に幸せだって思えたんだ」

　現実に戻ったように貴裕はふっと軽く笑って、もう一度光樹と視線を合わせた。

「僕も、君も、何も出来ない赤ちゃんだった。でも誰かが大切にしてくれたから、少しずつ出来ることが増えたはずだ」

「……そうなのかな……全然覚えてないよ……」

　頼りなく首を傾げる光樹に、貴裕は請け合う。

「そうだよ。覚えてなくても僕も君も、最初は赤ちゃんだったんだからね。だから今度は僕と光樹くんが誰かを大切にしてあげるんだ」

　貴裕は光樹の目を見つめて、真剣に語りかける。

「だから可愛がってほしいとか、大切にしてほしい、って思う前に、誰かを大切にしたり、自分から好きになってみたりするといいよ、光樹くん。その気持ちがきっと君に幸せを運んでくれるはずだから」

　貴裕の言葉の意味を考え込むように、光樹は首を傾げる。その隣でじっと話を聞いていたシスターが感に堪えたように口を開く。

「無償の愛ですね、勅使川原さん」

　貴裕は控えめながらも、はっきりと首を横に振った。

「違います、シスター。少なくとも僕は弟からたくさんの幸せをもらいました。彼を愛することで、僕は生きていくことが辛くなくなりました。誤解を畏れずに言えば、僕が愛した以上の見返りを、彼は僕にくれたんです。いえ、今も彼は僕に与え続けてくれています」

　中学生の尊を守ったときのように、貴裕は凛とした眼差しを明るい空に向ける。

「僕は彼を愛して、本当に良かった──この先、何が起きても、僕はとても幸せだと自信を持って言えます」

　その眼差しと言葉が心を突き抜けて、尊の身体の奥深くまで刺さり込む。

「彼は僕を、今でも家族と呼んでくれるんです」

（家族……兄さんは俺を弟にして幸せだと思ってくれたのか……何も知らずに、わがままばかりだった俺は、兄さんを、幸せに出来ていたのか……そう言ってくれるのか）

　偽りのない貴裕の言葉に、尊は心の中でそう問い返す。

「それは素晴らしいこと。次は勅使川原さんが新しい家族を増やす番ですよ」

「……僕は弟がいればそれでいいんです──それで充分なんです」

　シスターにそう返す口調は、柔らかいながらも迷いはなかった。

「彼と会えただけで、僕は幸せです。それ以上、何も望みません」

　──それ以上、何も望みません。

　きっぱりとした声は真実でありながら、酷く切なかった。

　まるで自分に言い聞かせるように、貴裕の言葉は自分自身に向かっていた。

　隠されていた兄の心がくっきりと見える気がする。

　──彼を愛して、本当に良かった。……それ以上、何も望みません。

（兄さん──俺──）

　抱きしめられたあのときから、心の奥底では兄の激しい愛をわかっていたのかもしれない。

　だからずっと兄と他人を引き比べ、あちら側とこちら側に分けていた。それがずっと尊を守ってくれた。

（そうだな……きっとそうだ──）

　兄への想いがこれまでと違った形を取り始めるのを、味わうように確かめていた。






12．愛の聖戦









　似合いもしない難しい顔が最近の尊の定番だ。

　南方が面白そうに見ているのも気づかずに、南方と手分けして調べた小此木の調書を読みふける。

「やっぱり小此木、結婚するんですか……しかも来月ですよ」

　貴裕からそういう話は聞いていたものの、実際に本当のことだと知ればいたたまれない気持ちになる。

（裏では散々なことをしてるくせに、一人前に結婚かよ──どんな顔して婚約者と結婚式の準備とかしてたんだ？）

「ホントむかつく」

「そりゃ奴だってもうじき三十六だ、遅いぐらいだろ。俺だって納豆が好きで、朝は笑顔で容赦なくたたき起こしてくれる貧乏暮らしが趣味の大和撫子がいたらお願いしたい年頃だ」

「何言ってるんですか──だいたい、挙式が十二月二十四日って、クリスマス・イブじゃないですか？　すごく迷惑な日だって俺でもわかります。デートとか家庭サービスとかいろいろあるのに」

「他人に迷惑をかけるのが奴の趣味なんだよ。それにそういう日に笑顔で参列するかどうかで、忠誠心を計れるだろう？」

　声を上げた尊に南方が陽気に返す。

「……それにしても……男が好きってわけじゃないのか……」

　ぼそっと言ったのを聞きつけた南方が肩を竦める。

「男性か女性かじゃなくて、自分の思いどおりになるかならないかが問題なんだよ。なんせ悪魔だからな」

　茶化しながらも嫌悪を滲ませる南方に向かって、尊も顔をしかめた。

「悪魔と結婚する女性って度胸ありますね。」

「あの悪魔は天使の顔をかぶれるんだ。お相手は大手企業役員のお嬢様ですな。松永の得意先だろう。それでもって披露宴は帝国ホテル孔雀の間。確かやんごとなきお方が披露宴をなさったところだぞ。相変わらず見栄っぱりだ」

「すごい政略結婚ですね」

　尊が冷たく突っ込むと、南方はひひひと歪に笑ってから真顔になった。

「で、兄さんのほうは」

「さすがに合い鍵は渡されてはいません。写真画像は小此木私物のパソコンに入っていて、行くたびに見せるんだそうです。退職するときに消させなかったのかって何気に聞いたんですけど、言葉を濁してました。消去をごまかされたみたいです。ホントはそんな迂闊な人じゃないんですけど、小此木には弱くなるんでしょうね。ホント忌いま々いましいったら」

　事態がいい方向へ向かうかもしれないと希望的に考えたこともあったけれど、悪魔はやっぱり悪魔でしかない。

　あれからも呼び出されて、貴裕は抗いも出来ずに応じ、疲れ切って戻ってくる。

　寝ずに待っている尊が出迎えると辛そうな目をするが、差し伸べる手を拒みはしない。

　疲労と傷を隠すことなく、尊の前で深く吐息をついた後は、いつもの貴裕に戻っていく。

　──この先何が起きても、僕はとても幸せだと自信を持って言えます。

　もしかしたら兄は、自分にもう真っ当な未来はないと考えているのだろうか。だからわざわざあの日、自分が預けられるはずだったホームに顔を出したのかもしれない。

　悪い方向へ進むことを兄が覚悟をしているかもしれないと思うと、居ても立ってもいられない気持ちになる。

（絶対に失敗しない、絶対に助けるんだ）

　腹の中で尊は自分を叱咤する。

　早く全てから解放してやりたい。

　そのためなら自分が悪魔になってもかまわなかった。

「これ見よがしに見せるんだそうですよ。パスワード以外は、ですけど……くそっ、悪魔のパスワードなんて人間にはわかんないっすよね」

　尊がぼやくと、南方が「うーん」とうなりながら天井を仰いだ。

「パスね……」

　南方が何かを思い出すようにふんふんと鼻歌を歌いながらメモを書き付けて尊に渡した。

「何ですか、これ？　『Quod Erat Demonstrandum』って全然読めないんですけど」

「Ｑ．Ｅ．Ｄ．証明終わり、という意味の数学用語だな、元はラテン語」

「ラテン語……はぁ。で、それが何か」

「小此木のお気に入りの言葉だったな。学生時代から論理的思考とやらが口癖で、誰彼かまわず論破してはこの言葉を言うんだ。Quod Erat Demonstrandum、証明終わりってな」

「うへ、友達いなさそう」

「そりゃ、当たり」

　目元を笑わせた南方はとんとんとメモを叩く。

「で、学生時代、あいつは私物のパスはこれを使っていた。教授にそう言っていたのを小耳に挟んだことがある……妙なところで仲のいい師弟関係だったからな」

　南方は軽く顔をしかめた。

「だからたぶん自宅のパソコンならこれだろう。奴のアイデンティティの根幹をなすもののひとつらしい」

「へぇ、アイデンティティがラテン語とは先祖はラテン人ですか。なにからなにまでよくわかんない人ですね……。でもその情報はありがたいです。確かめてもらいます」

「ああ、だが正解でもデータを消すのはまだだ。ぎりぎりまで待て。蛇のように狡猾な奴だからな。それに兄さんの件も後腐れがないように釘を刺しておいたほうがいいな。まあロクでもない画像をネット環境のあるパソコンやスマホに置いたり、流したりするような抜けた奴じゃない」

「そうなんですか？　俺、兄の画像がネットに流されて……って思うと夜も寝られないんですけど」

「それはないな」

　南方はそこは確信ありげに頷く。

「あいつの楽しみは自分だけのものだ。人と共有しない、自分だけが知っていることに意味がある。おまえの弱みは俺だけが知っている──それがあいつの極上の喜びだ。リベンジポルノを大っぴらにするほど頭も性格も抜けていない」

「南方さんがそういうならそうなんでしょうけど、……よくわからないです」

　首を傾げる尊に南方が苦く笑う。

「皆が知ってしまえば開き直るネズミもいるだろう？　そうなっちゃつまらんのだよ。まかり間違えば自分にも傷がつくしな。あくまで逃げられそうで逃げられない。それが舌なめずりするほど甘いんだ。小此木にはな」

「……南方さん、妙に小此木の気持ちがわかりますね。やばくないですか？」

「俺もやばいと思う。もしかしたら愛しちゃってるのか？　俺」

　自分で言って吐く仕草をした南方は、真顔に変わって話を戻した。

「というわけで、一応データに関してはそこにしかないとは思うけど、小此木が二度と兄さんに関わる気持ちがなくなるぐらい、叩いておく必要があるだろう。それに関してはひとつ案がないわけじゃないんだが、けどこれがまあ、私怨混じりってのがいただけないんだ」

　南方は迷う目をしてボールペンでがりがりと耳の穴を掻いた。

「俺、自他共に認める博愛精神の持ち主なんだけど、どう頑張っても悪魔は無理みたいでなあ。あいつのことを考えるとこう、なんて言うのかなあ、恋とは違った意味で胸を締め付けられるんだよ」

「そうだと思ってました」

「なんで？　こんなにお釈迦様の如く慈愛に満ちてるのに」

「すみません。健介に聞きました。南方さんが論文を盗まれた話」

　心にもなく驚いた振りをする南方に、尊はあっさりと打ち明けた。

「あちゃー、人の口に戸は立てられないな」

　南方は怒ったふうもなく分厚い肩を竦め、仕方なさげに笑う。

「あいつは壊れてるんだよな。どんな競争社会でも自分の力だけでやっていけるはずなのに、人の足を掬って誰かを踏みつけていないと満足できない、側で服従している人間がいないと自分の価値がわからないらしい。もの凄く頭はいいんだけど、不思議だよな」

「踏みつけられた人の痛さが想像できないんですよ。想像力がないのは、頭がいいとは言いません」

「おお、一刀両断。じゃあ、やっちゃっていいかな」

「もちろん。想像できなければ体験してもらいましょう。百聞は一見にしかず、俺でも知ってる諺です。超エリートの小此木さんが知らないはずはありません」

　尊は親指をぐいと突き出した。




　すぐにでも貴裕にパスワードを教えてやりたかったが、小此木にどれほど長い間囚われていたかを思えば、迂闊には動けない。

　絶対に失敗しない方法で、小此木の足を掬い、二度と立ち上がれなくしなければ意味が無いと尊と南方の意見が一致した。

　向こうが外道ならこちらも同じように対抗すればいい──尊はそう考えることになんの躊躇いもなかった。

　──君に穢いことはさせたくない。

　貴裕の言葉を忘れたわけではないが、「キレイなばかりの仕事なんてない」のだからと、尊は腹を括る。

（悪魔にきれいごとが通じるわけないだろ）

　日常の仕事の合間に、尊は小此木の跡を文字通りつけまわした。

　自分でもこれほどの執念があったのかと驚くほどの熱意で、尊はひたすら彼のあとを追いかけた。

　その甲斐あって、街がクリスマス一色に彩られる頃、尊は小此木に対抗する材料をすっかり手に入れた。

　だがそれを使う前に、もう一つ超えなければならない問題があった。

　──それだけは兄さんにやってもらわないと駄目だろう。

　何度も考えた末に、南方の出した結論が正しいと理解した尊は、深夜に重い気持ちへマンションに戻った。

（なんて言おう……いや、言うしかないんだけど……）

　マンションの重い扉を開けると、どんなに遅くても待っていてくれる貴裕が出迎えなかった。

（あ……またか……）

　理由はひとつだけしかないのはわかっている。

　また小此木に呼び出されたのかと、いきり立つ思い抑えこんだとき、玄関の隅にひっそりと揃えられた貴裕の靴が目に入った。

　戻っている──なのに、出迎えも出来ないほどに疲れているのか。

　そっとしておいてやりたいのはやまやまだけれど、今はあまりにも時間がない。貴裕の部屋の前でしばらく逡巡したものの、思い切って部屋のドアをノックした。

　しばらくの沈黙の後、さわさわと衣擦れの音が聞こえ、扉が細く開いた。影になる場所に身を潜めて、貴裕は顔を見せない。

「寝てた？」

「少し疲れて……お帰り」

　隠し事があるように声が単調で、ひとりになりたいのがわかったが、尊は気がつかない振りをする。

「話をしたいんだ。いい？」

　強引に身体半分を部屋に入れると、貴裕が一歩退いた。

「……酷い頭痛がするんだ。悪いけど明日にしてもらえないか……」

　自分が何処へ行って何をして体調を崩しているか、尊が知っていると思えばそう強くは出られないのだろう。貴裕は影の中に一層身体を隠して聞き取りにくい低い声でそう言った。

　二人の間ではもう、小此木と会ってきたことは隠すべきことではなくなっていたのにと思いながら、尊は訝しく声を上げた。

「兄さん？　どうした？」

「……ああ、……そうだな。悪い……入ってくれ、尊。わがまま言ってる場合じゃないよな……」

　言葉を励ましてそう言ったものの、酷くだるそうに貴裕は身を引いた。

　灯りをつけて、ベッドに腰を下ろした貴裕は、尊にも椅子に座るように促す。その動きひとつひとつが、異常なほどゆっくりとして、生気がなかった。

　気遣いながらも話を切り出そうとした尊は、貴裕がさりげなくパジャマの袖で隠そうとした手首に視線を吸い寄せられる。

（──ちょ……なんだよ？）

　白い手首にくっきりとついた明らかな拘束の痕にぎょっとして兄の顔を見てしまうと、彼はすっと視線を逸らせた。

「あ……」

　ごめんも言えずに尊も視線を逃がした。

　こんなふうだったから貴裕は尊の顔を見たくなかったのだ。

（何、されたんだよ──ちくしょう）

　頭の中で想像したくもない場面がちらつき、頭の中をぐるぐると回り出す。

　いつもとは違うことをされて、いつもとは違う声を上げさせられたのか。

　好きな相手にしか聞かせてはならない声を、小此木は聞いたのか。

（馬鹿！　俺、こんなときに何を考えてんだ）

　尊はぎゅっと下腹のあたりを押さえた。

　何が起こったのかわからなかったが、怒りだけではないとてつもなく忌まわしいものが身体に宿った気がした。

「兄さん」

　内心を知られまいとして、声が裏がえるのを、咳払いでごまかす。

「一週間後、小此木の結婚式だ」

「……ああ、そうだな……」

　結婚式の直前でも貴裕を呼び出しその身体をいいように弄ぶ。貴裕は屈辱に慣らされた荒んだ目をして尊を見た。

「今日で会うのは最後とかある？」

　そうだったらいいのに──淡い期待を抱いて聞くと、貴裕は自分が悪いかのように視線を落とした。

「新婚旅行から戻ったらまた連絡するって言われた」

　小さな声でも言いよどまないことに、彼のプライドが垣間見える。

　それならば同情は必要ないと決めた尊は、貴裕の肩に両手をかけて目を合わせる。

「兄さん、辛いことはわかってるけど、結婚式の前にもう一度小此木に会ってもらいたい」

　肩がびくりと動き、茶色の瞳が静かに尊を見上げてきた。その目はあくまで透明で、尊を責める色などない。

「ごめん、兄さん。こんなこと言って本当にごめん──悪い」

　あまりに無垢な色の目を見ていられなくて、尊は何かに突き動かされたように、貴裕の身体を引き寄せて胸に抱え込んでしまう。

「た……ぁ……」

　小さく声を上げかけた貴裕は、吐息を吐くと抗わずに腕の中に収まった。

　自分を突き動かした感情の流れに任せてその身体を抱きしめると、強張っていた貴裕の身体から力が抜ける。

「尊……少しいいか……」

　呟いた貴裕が、尊の肩に頭をもたせかけた。

　尊の熱を確かめるように額をつけて、貴裕は深く息をついた。柔らかい髪の隙間から覗く貴裕の頬にうっすらと血の気が差す。

「……兄さん、話して大丈夫か？」

　緊張が抜けた様子に尋ねると、貴裕が微かに頷く。

「やってほしいことがある」

「何だ？」

　見上げてきた澄んだ目が、尊の言うことを聞きたいというふうに瞬く。

「ごめん──後一度だけ嫌な思いをしてほしいんだ。絶対にこれで終わらせられるから。本当に悪いんだけど──」

　そう言うしかない尊は貴裕を抱きしめていた腕を解いて、その二の腕をしっかりと掴んだ。

「結婚式の前日、会う場所は小此木のマンション。兄さんから小此木を誘ってほしい」

　自分でも酷いことを頼んでいるのはわかっている。

　これを計画したとき、南方も二の足を踏んではいた。けれど尊と南方がいくら考えても、これしか方法はないと意見が一致した。

　──悪魔と戦うには疑似餌がいる。

　南方の言葉に、尊も頷くしかなかった。そしてそれが務まるのは南方でも尊でもなく、小此木が奴隷だと思っている貴裕だけだ。

　どんなに小此木に飼い殺されていても、貴裕の聡明さが失われているわけではない。

　尊の頼みが、どういう意味を持つのかすぐに理解したらしく、躊躇いなく頷く。

「──わかった。僕は何をすればいい」

「部屋でひとりになれる時間はある？」

「どれくらい？」

　瞬きもせずに尊を見上げて答えを待っている。

「パソコンを起動してデータを消去、そしてシャットダウンする、その時間。──パソコンは寝室にあるんだろ？」

　口調が忌々しいものになるのを尊は押さえられない。

　猫が捕らえたネズミをいたぶるように、何度も繰り返し見せられるという画像はノートパソコンの中。ならばベッドに持ち込まれているのは一足す一より簡単なことだ。

「ああ、そうだ」

　恥辱よりも理性を優先させた貴裕は、真剣な眼差しをして考え込んだ。

「彼がひとりでシャワーを浴びる時間がわりと長い。物音も聞こえなくなるし、そのときなら大丈夫だと思う」

　茶色の瞳に見上げられ、尊は心臓を掴まれたように痛く、切なくなる。その目には自分のためというより、尊のためにやりとげようとする、私欲のない光が浮かんでいる。

　その目を長くは見ていられずに、尊は掌で貴裕の後頭部を押さえて、自分の肩にその顔を押しつけた。

　彼の強さと純粋な脆さを知れば知るほど、貴裕への愛しさが込み上げてくる。

「やれるよ、尊──だけど、前にも言ったように、パスがわからないんだ。どうしても……隙を見て試したこともある。あの人の私生活の中に入り込んでいると言ってもいいくせに、どうしても僕にはわからないんだ」

　尊の肩口に額をつけたまま貴裕が掠れた声で呻いた。

「Quod Erat Demonstrandum」

「Ｑ．Ｅ．Ｄ．？　証明終わり──ってことか？」

「そう、南方さんがたぶんこれがパスだろうって。学生の頃からの小此木の愛用で、奴の有能さの証明らしい」

「そんなパスなのか──」

　虚を突かれたように顔を上げた貴裕に尊は深く頷く。

「パスの整合性は最初に確かめさせるべきかとも思った。けれどこっちが動いてるのがばれるほうが怖い、ぶっつけ本番に賭けることにしたんだ。万が一これで失敗しても、兄さんは俺がきっと守るから、俺のことを信じてくれないか」

　ハードルはいくつもあって無事ゴールに辿り着けることも保証されていない賭けだが、それでもやるしかない。

　気づいた小此木が逆襲してくる前に、背中から撃ち落とせる。

　だが、小此木がそんな間際に会ってくれるのかどうかが問題だったが、それについては南方が複雑な表情を浮かべつつ請け合った。

　──逃げたがっている者が擦り寄れば面白がる、趣向が変われば気を引かれる。小此木はそういう奴なんだよ。貴裕さんが結婚する小此木に執着を見せたと思って気をよくするはずだ。

　小此木に煮え湯を飲まされている南方の判断は信頼できた。

　それでももしパスワードが違えば、貴裕の犠牲は無駄になる。

　けれど細心でありながらも傲慢な小此木は、服従するしかない貴裕を見下し、舐め切っている。貴裕がパスワードを手に入れるなど考えたこともないだろう。

　だから、自分の知力の証だと思っている、〝Quod Erat Demonstrandum〟というパスワードを変えたりはしないはずだ。

「兄さんなら、絶対大丈夫だ」

　自分にも言い聞かせるように尊は言う。

　これが駄目でも、尊には口には出さない最後の手段がある。

（そのときは、俺が何もかもぶっ壊してやる、パソコンも、小此木の人生も、俺の人生と引き替えにしてでも粉々にしてやる）

　尊の気迫を全身で受け止めたように深い息を吐くと、貴裕はゆっくりと頷いた。

「わかった、やるってみる。君に任せたからには全て君を信用している」

　細いものの、しっかりした声で言った貴裕は、疑うことのない目をする。

「本当は、俺がやってやりたい。でも兄さんが自分でやらなくちゃ駄目なんだ。代わってやれなくてごめん」

「最初に約束しただろう。危ないことは僕がやるって。それにこれは全部僕が自分で蒔いた種だ。自分で苅るのは当然のことだ」

　強いて言うなら種を蒔いたのは貴裕の実の両親だろう。

　理不尽としか言いようのない悔しさを口に出来ずに、尊はもう一度、貴裕の身体を抱きしめた。

「お願いだから頑張ってくれ、兄さん」

「ああ──頑張る」

　君のために──抱きしめた手を拒まずに貴裕が呟いたのを、尊は聞き届けた。






13．愛の証明









　玉露は熱湯で淹れると本当に上手い。

「はぁ……これって癒やされますよね。寒い時期は特に身体に染みます」

　舌をちりちり焼くほどの熱い玉露の苦味を味わいながら尊が呟くと、南方が呆れ半分で感心した視線を向けてくる。

「玉露はぬるま湯とか言ってた奴がねぇ。環境に順応するとはこのことだ。猫舌はうちの事務所は雇えないな」

「理由無き差別はハラスメントじゃないんですか」

「言わなきゃ腹ん中なんてわかんねぇ。……ところで昨夜の首尾はどうだった」

　南方は笑いを引っ込めて小此木の件を聞く。

　いきなりでは話しにくいだろうという南方の優しさに、尊は心の中で頭を下げる。

「パスは完璧だったそうです。兄が南方さんにお礼を言ってほしいとのことでした」

　日付が変わりかけた深夜、貴裕が這うようにしてマンションに帰ってきた。身体はボロ雑巾のようにくたくただったが、その顔には翳りのない微笑みが浮かんでいた。

　貴裕から初めて誘われた小此木が何をしたのか、考えるだけで反吐が出そうだった。

　自分の結婚式の前日に愛人相手と過ごせる神経の男がすることは、おそらく尊の想像を遙かに超えていただろう。

　それなのに貴裕は「上手く行った。本当にありがとう」、満面の笑みを浮かべてそう言い、出迎えた尊の腕の中で気力がつきたように意識を失った。

　──何故、ありがとう、なんて言えるのか。

　──こんな目にあって。

　着替えさせたときに見てしまった貴裕の身体に刻まれた凌辱の痕に、尊は声を殺して泣いた。今朝鏡で見たら目元が腫れていたが、今もきっと腫れは残っている。

　おそらく勘のいい南方は気づいているだろう。

「そっか──良かった」

　だが南方の短い言葉には心底ほっとした気配が滲んでいる。

「兄さん、大丈夫だったか？」

　さりげない尋ね方に、尊もさらりと返す。

「俺が出てくるときまだ寝てました」

　着替えさせてベッドに貴裕を運んだ後尊は、一睡もせずに見守った。もし貴裕がうなされたり、怯えたりすることがあればすぐに抱きしめるために。

　だが貴裕は尊が側にいることがわかっているかのように、静かに眠り続け、尊が出かけるときも目を覚まさなかった。

　出がけに尊がその額にそっと触れると、目を閉じたまま薄く微笑んだ。

「そっか。これからホントにのんびり出来るぞ。こっちも最後の仕上げといくか」

「はい。万が一、小此木がどこかにおかしな画像を残してあっても、思い出さないほうが身のためだって教えやります。悪魔が二度と復活しないようにでっかい杭を打ち込みますよ」

「それ、吸血鬼の退治方法じゃなかったか」

「あっと……まあ、似たようなもんじゃないですか、人の生き血を啜ってるし」

「おまえさん、あいつの悪口言うときは生き生きしてるよなあ。いくらでも芸術的表現が飛び出してくる」

「俺のただいまの原動力は小此木です」

「だとしたら居なくなったら困るんじゃないのか」

　混ぜっ返した南方に失礼ではない程度の一瞥をくれた尊は、鍵のかかったキャビネットからＤＶＤを取り出した。

「おう、それか。結婚祝いのＤＶＤ。小此木誉くんの華麗なる半生、勅使川原尊渾身の一作、アカデミー確実か？」

「はい、ばっちりです。オスカー取らせちゃうのは悔しいですけど、主演男優は抜群です」

　尊はにんまりと笑ってＤＶＤを振った。

　小此木の結婚披露宴の二次会会場宛てに、このＤＶＤのコピーを即日配達で送った後、尊の胸には後悔も罪悪感もなかった。もちろん、仕返しされることへの恐怖もなかった。

　あるのは、兄があの悪魔からようやく解放されるという安堵だけだった。

　この先、あの男の怒りが、兄でも南方でもなく自分に向かうとすれば、それでいい。

　自分には南方のような卓越した知力も、貴裕のような類い稀な美貌も才気もない。

　小此木が真実を知るようなことがあれば、尊のようななんの取り柄もない男に嵌められたことに、きっと絶望するだろう。

　こんな無能な男に煮え湯を飲まされたことを認められずにのたうち回ればいい。

（地べたを張っている虫けらの強さを舐めんじゃないぞ、小此木誉）

　内心で毒づきながら、尊はＤＶＤ用の写真や動画を撮るために尾行した小此木のことを思い返した。

　本当に胸くそ悪い男で、本気で探せば驚くほどネタに事欠かなかった。

　下請け会社に土下座をさせたり、前を歩くお年寄りを突き飛ばしたりと、それだけで結婚相手が逃げ出しそうだけれど、決定打として買春。

　相手は見惚れるほど綺麗な少年だった。小此木に腰を抱かれてラブホテルに入る少年の顔にはモザイクをたっぷりかけ、下卑た小此木の顔はくっきりと画像処理をした。

　相手の少年が法律に触れる年齢かどうかまではわからないが、そんなことはどうだっていい。

　こっちが欲しいのは犯罪の証拠ではなくて、小此木の背中に黒い羽があるという言う証だ。

　編集している尊が吐きそうになったぐらいだから、インパクトは充分だ。

　あれが上映されたらさぞかし素敵なパーティになるだろう。上映されないとしても新婦か関係者が見ることは間違いがない。

　あんなものを見てしまう人に申し訳ないとは思うけれど、小此木が他人を踏み台にしてきたツケは払ってもらわなければならない。

　尊は壁の時計で時間を確かめる。

（今頃、届いている頃かな……ラッピングにも気を遣ったんだから、喜んでほしいよな。ちゃんとカードもつけたしさ）

　──お祝いの席にてご笑覧いただければ幸甚に存じます。大学時代からの新郎のファンクラブ一同より。

　極上紙のカードに書いたメッセージを思い出して、尊はほくそ笑んだ。

　悦に入っていた自分の顔を、南方が見ているのに気がついて、尊は赤くなった。

「すみません。なんだかぼーっとして」

「いや、わかる。一仕事を終えるとそんなもんだよな。山頂に到達したときも、ぱーっと視界が広がるとな、一瞬間が抜けるんだ。充実感が来るのはその後だよ。ま、これからゆっくり山を下りるんだな。これからいくつも登る山はあるんだ、あんまり気張るな」

　南方が茶を啜りながら、訳知り顔で頷いた。

「今日はおまえさん、早く戻ってやれ。昨日の今日だ。兄さんが心配だ」

　気遣う言葉に尊は素直に頭を下げた。

「ホントにありがとうございました。南方さん。兄と二人分お礼を言います。今回の依頼の代金は纏めて払いますので請求書をください。兄は今無職ですけど、貯金だけならけっこうあるみたいなんで」

「まあ、そうだろうな。俺より絶対あるだろう」

　肩を竦めて南方は苦笑いをした。

「ところで、詮索してなんだけど、兄さんが義理関係だってのを、おまえさんが知ってるということは言ったのか？」

「いえ、言ってません。どんな理由があるにせよ、両親や兄がずっと隠してきたことですし、俺の兄には変わりないですから……」

　自分でも決めかねていることを聞かれて、尊は口ごもった。

　貴裕を助けることが何よりも大事なことだった。

　何もかも片が付いたら、互いの関係について語り合い、この先のことを二人で考えればいいと思っていたが、今はそれが正しいことなのか、やはりわからなくなっている。

　貴裕が自分を愛してくれていることに疑いはない。けれど、何を望んでいるのかはわからない。

　──僕が愛した以上の見返りを、彼は僕にくれたんです。いえ、今も彼は僕に与え続けてくれています。

　──僕は彼を愛して、本当に良かった──この先何が起きても、僕はとても幸せだと自信を持って言えます。

　──彼と会えただけで、僕は幸せです。それ以上、何も望みません。

（望まない、か……）

　もしかしたら貴裕はこのままの関係を続けたいのかもしれない。一生、家族として、兄として、側にいることを望んでいるのか。

　土足で彼の心に踏み込む権利が自分にあるのだろうか。

　もしかしたら、切羽詰まった苦しみから尊への家族としての愛を歪めてしまっただけなのではないだろうか。

　いろいろな思いが絡み合って、あれほど勢いのあった尊の気持ちは出口を失っている。

「別にこのままでいいかなとも思っています」

「そうか……」

「何かまずいことでもありますか？」

　南方の歯切れの悪い口調に思わず聞き返す。

「いや、それはおまえさんの問題だから。……まあなんて言うか、……おまえさんの熱くなり具合が、家族って言うより恋人を庇う騎士みたいな感じだったからな。どうするのかなって、ちょっと思っただけだ。暇なおっさんの好奇心だ。聞き流していいぞ」

「騎士っていうのは聞き流せないですね。俺ってそんなに格好いいですか？」

　南方の目の鋭い光に気づかない振りで、軽口を叩きながらも視線を逸らした。

「なあ、尊」

　音を立てて茶を啜りながら南方が世間話のように切り出す。

「すごく身近な人間のことをよくわかってるって思っても、案外そうじゃないんだよな。貼られてるレッテルにごまかされる」

「レッテル、ですか」

「おう、たとえば大学教授なんて、文句なく立派そうだろう？　それだけで言動の九割は間違ってないだろうなんて思っちまう。ところがどっこいだ」

「はぁ。まあ」

　きっとそれは、南方が一番よく知っていることだろう。

「最たるものが家族だよ。親だからこう思わなくちゃならないとか、子だからこうあるべきとか。レッテルが貼られてるんだよ。おまえさんの兄さんだってある意味その犠牲者だろ」

　南方の目元に僅かだが痛ましそうな色が浮かんだ。

「親が子どもを所有物だと思っていたから、道連れになんかしようとした。兄さんは兄さんで、親の罪を未だに背負い、おまけに義理の両親への恩まで抱えてる」

「あ──」

　何か大切なものが見えた気がして、尊は目を凝らす。

「レッテルとかしがらみとか一度取っ払えって、兄さんに言ってみたらいいかもしれん。おまえさんの兄さんはもっと自由になるべきだろうな。ありのままを見るっておまえさん、得意だろ」

（そうだ取っ払うべきだ。兄も俺も）

　南方の言葉に力を得た尊は勢いよく立ち上がった。

「すみません。お言葉に甘えて今日は帰ります」

「ああ、気をつけてな」

「南方さん──兄さんはあんな男からやっと解放されて新しい人生を歩くんです。きっと素敵な人と恋もするでしょう。南方さんも、もう解放されてください！　じゃあ」

　尊が閉めたドアに向かって、「一本取られた」と言った南方の呟きは、尊の耳には届かなかった。







　新しい人生で新しい恋をする。

　南方に言った言葉を、そのまま貴裕に伝えようと、尊は考える。

（でも、今はまだ、俺が兄さんの秘密を知っていることは黙っていよう）

　兄はやっと小此木から解放されて、未来を取り戻した。

（まずはそのことを祝おう）

　そう決めた尊は帰宅途中で、シャンパンを買った。

（祝いにはシャンパンだよな。俺って何気に気が利いてる）

　自画自賛しながらシャンパンを手にマンションのドアを勢いよく開けると、貴裕が出迎える。

「お帰り」

　瞼は少し腫れぼったかったが、微笑みはいつもと変わらず柔らかい。

「これ……なんて言うか……まあ、お祝い」

　尊がシャンパンを差し出すと花が咲いたような笑顔を零した。

　しばらく影を潜めていた兄独特の華やかさが戻ってきたことに、尊は疼くような喜びを感じる、だが同時に、真っ直ぐに見ていられないよう後ろめたさを覚えて視線を逸らせた。

　この人と再び『何も知らなかったように』家族に戻れるかと考えると、なんだか心許ない気がする。

（意識するな、俺）

「ありがとう、尊。食事が出来ているから」

　尊の内心に気づくことなく、背を向けた貴裕はうなじの花びらを尊に見せることを畏れていなかった。

　食卓について、さっそく開けたシャンパンをグラスに注ぐと、金色の泡がしゅわしゅわと逃げていった。テーブル越しにフルートグラスを挟んだ二人の間に、久しぶりに緊張感のない時間が流れていく。

「尊」

「何？」

　見返した貴裕の瞳には金色の泡が映り、男性と思えないほどの色香を漂わせていた。

（兄さん、こんな感じだったっけ？　悩みがなくなったからなのか……？　ちょっとやべぇ感じ）

　真っ直ぐに見てはいけないような気がして、尊は何気ない振りで目を逸らせた。

「ここを出ようと思うんだ。尊の言うとおり何もかも新しくやり直したい。急なことで悪いけれどいいかな」

　見た目とは裏腹のきっぱりとした声音に、尊は慌てて視線を戻した。

　容姿の艶やかさは本人の関知するところではないのに、貴裕の見た目は人を惑わせる。

　ふと、小此木もこの色香に惑わされ、加虐に走ってしまったのかとさえ思ってしまう。

（何を、俺ってば小此木の理解者になってんだ）

　内心の動揺を押し殺して尊は明るい声を出す。

「当たり前じゃないか。兄さんの好きにして良いんだ、って言うか、俺も全面的に賛成だ。蒸し返して悪いけど、ここは小此木も場所を知ってるし、貸してくれた人さえ良ければ出たほうがいいと思ってた」

　小此木の気配を全て消したいと願っていたのは、尊も同じだ。

「ありがとう。賛成してくれると思ってた。それで──言いにくいんだけど、尊も部屋を探してほしいんだ。君だけがここを使うっていうのは無理だから」

「えっ？」

（どういうことだ……？）

　予測もしていなかったことを言われて尊は硬直するが、貴裕はすまなそうな顔のまま淀みなく続ける。

「僕がこの家を出るのに、君だけ残るのは筋として出来ない。敷金や引っ越し代金、当座必要なものなんかは僕のほうで用意できると思うから──」

「ちょっと待てよ、兄さん！　俺たち別々に暮らすわけ？」

（なんでそうなる？　意味わかんねぇぞ）

　考えてもいなかった提案に尊は声が大きくなる。

「ああ。だって同居は君の仕事が決まるまでって言う約束だっただろう」

　さらりと言われて尊はあっけに取られたものの、すぐに体勢を立て直した。

「それは確かにそうだけど、今は兄さんのほうが求職中だろ。その間は俺が面倒をみる義務がある──まあ、兄さんみたいには稼げないけどさ、任せろよ」

　最後は笑って付け加えたが、貴裕は乗ってこなかった。

「気持ちだけで充分だよ、尊。幸い僕は君より長く働けたから蓄えも少しあるし、当分は大丈夫。君のお陰でもう何も心配事がなくなったから、かえってやる気があるぐらいだ。この前は出て行きたがる君を無理に引き留めてしまって、本当に申し訳なかったと思っている。今度は大丈夫だから」

　目が覚めてからずっと言うことを決めて、繰り返していたのだろうか。いかにもすらすらと貴裕は言った。

　けれど僅かに逸れた視線に、真実が深く隠されている気がしてならない。

　尊は二人の間にあったシャンパングラスを脇に置いて座りなおした。

「断る」

「……尊」

　まさか〝大切な弟〟が反抗するなどと思っていなかったのだろう。驚きで目を見開いた貴裕に、尊は動揺を隠して精一杯強気に出る。

「ずっと一緒に暮らすとはもちろん言わない。けれど兄さんがちゃんと仕事に就いてきちんと生活を立て直すまで、俺は見届ける義務がある。だって家族なんだからさ」

　──彼は僕を家族と呼んでくれた。それだけで充分です。

　あのとき聞いた言葉を反芻しながら尊は〝家族〟という語に力を込める。

「尊……」

「大切な兄さんを放り出すなんて、そんな無責任なこと俺にさせるわけ？　片が付いたら俺は用なしってちょっと勝手過ぎじゃないか？」

　貴裕を身勝手だと思ったことは一度もないが、考えもしていなかった提案に混乱し、焦った尊は言葉が止められない。

（だって、俺は、すごっく悩んで、今だってどうしたら兄さんにとって一番いいのか、考えながら帰ってきたのに──自分だけ勝手に決めて逃げるってナシじゃね？）

　もちろん自分の考えが理不尽なのは頭の片隅ではわかっていたが、貴裕が自分の前から姿を消そうとしていることに、信じられないほど心が乱れた。

「尊……それは……すまないと思っているけど……」

　言葉に詰まった貴裕に尊はなんとか笑顔を作った。

「とにかくさ、もうしばらく一緒だから。もっと落ち着いてから先のことはゆっくり考えればいいだろ」

　笑顔のまま尊は念を押した。

「じゃあ、ネットで空室を探してしまおうか、取りあえずここを出よう。ええと、スマホどこに置いたっけ？」

　立ち上がりかけた尊を鋭い声が引き戻す。

「それは駄目だ」

　何かに耐えるようにテーブルの端を握った貴裕が血の気のない顔を上げる。

「どうしてさ？」

「どうしてって……君に、君にそんな面倒をかけるわけにはいかない。……兄として」

　最後の言葉は振り絞るように吐き出された。

「部屋を探す手間は一緒だろ？　面倒なわけないよ。それとも何か、一緒に暮らしたら困るわけでもあるのか。それだったら言ってくれよ。言ってくれなきゃわからない」

　逃げるように顔を伏せた人に、尊は畳みかけた。

「兄さん、──ホントは好きな人でもいるんじゃないのか？　それだったら俺、応援するけど」

　そんなはずはないと知りながら、なんとしても兄の本音を引き出したくて言った。

「そうじゃない──尊」

　顔は伏せたまま声だけが抗った。

「今回のことは本当に感謝している。君がいなければ僕はきっと一生、彼から逃れられず、逃れようとも思わずにいたと思う。小此木が僕に飽きるのを願いながら、人生を食い尽くされても諦めることしか頭になかった。君に取り戻してもらった人生はこれから大切に生きるよ、それは約束する。でもこれ以上君と一緒に暮らしたら、また僕は君を頼ってしまう。それじゃあ駄目なんだ」

　心の内から溢れ出てくるものを堪えるように、貴裕は俯いたまま言う。

「それで、いいじゃないか──こっち向けよ、兄さん。俺の目を見て言ってくれよ。じゃないと嘘みたいに聞こえる」

「……っ」

　唇を結んで上げた貴裕の白い顔を尊は見つめる。

　ようやく顔を上げた貴裕の視線を尊はしっかりと捉えた。

「俺だって兄さんを頼っただろう。兄弟なんだからそれでいいじゃないか」

　心の奥を覗くように、尊は貴裕の目を覗き込んだ。

「それとも──俺が本当の家族じゃないからか？」

　まだ言うつもりのなかった事実を尊は貴裕に突きつける。

　本当のことを隠したまま自分のもとから去っていこうとする彼にもう耐えられなかった。

（どうしていつもひとりで決めるんだ？　いつまでも愛されるだけで俺が満足するようなガキだと思うのか？）

「血の繋がってない弟の世話がもう、嫌になったのか？」

　貴裕の目が大きく見開かれ、灯りをいっぱいに受けた左目が異様に輝く。

「尊……まさか君……どうして……」

　一切の血の気を失った貴裕に、尊は腹を決めて深く頷いた。

「兄さんみたいな人が、どうして小此木なんかの言いなりになったのか、訳を知りたかったんだ。調べていく途中で、兄さんの実のご両親のことを知ってしまった。勝手に調べて本当にごめん。それは悪かったと思ってる。だけどわかって良かったとも思ってるんだ。だって家族の中で俺だけが知らなかったのは酷いよ。それって俺が家族じゃないみたいだろう？」

「それは違う!!」

　貴裕が唇をわななかせて声を上げた。

「僕が頼んだことなんだ。お父さんたちは隠し事は嫌だから、尊が中学生になったらきちんと話すと言ったんだ。うちはそんなことで駄目になる家族じゃない、そんなふうに尊を育てたつもりはないから大丈夫だと。僕もそれはわかっていた。君は本当のことを聞いても、変わらずに接してくれだろう。でも、僕が止めてほしいって頼んだ。そんなことは僕が意見できるような立場じゃないのに、勅使川原のお父さんもお母さんもこんな僕の我が儘を聞き届けてくれて、口では言えないほど感謝している」

「どうして？　俺がいつまでも頼りにならない子どもだったからか？」

「違う」

　貴裕の細い首が激しく左右に振られた。

「本当のことを知られたら、君を弟にしておけなくなる、僕がそう感じただけだ。勅使川原のお父さんもお母さんも、裏表もなく心からよくしてくれた。僕が過去に引きずられないように、住む場所まで変えて大切に、大らかに見守ってくれた。それでもやっぱり……こんな言い方をして、本当に申し訳ないけれど、勅使川原の両親は僕にとっては、遠慮しなければならない他人だった」

　心からすまなそうに真情を吐露する兄を責める気持ちなど毛頭ない。

　──血が繋がってないっていう、淋しくて、少しいじけるような気持ちがあったんだ。

　あの言葉を聞いたときと同じように、五歳になっていた貴裕が肩身の狭い思いをしていたこと想像して、胸が痛くなる。

「でも、君が生まれ、僕は初めて勅使川原の家族になれたと思った。君は僕を本当の兄だと信じてくれていたし、僕も君が可愛くて仕方なかった。僕よりも力の弱い守るべき人が側にいる。僕はその感動と責任感で身体中満たされる気がしたんだ。両親があんなふうに後ろ指をさされるような死に方を選んで、僕はまるで迷路に捨てられたように行く先がわからなかった。そんな僕に赤ん坊の君は本当に懐いてくれた。泣いても、僕があやせば笑って、少し大きくなってからは、信頼と愛情に溢れた笑顔を浮かべ、小さな手を精一杯広げて僕を抱きしめてくれた──僕はあのときの君を失いたくなかったんだ」

　その目に今にも落ちそうなほど雫が溢れたが、貴裕は泣かなかった。その代わりに唇を震わせながら笑って見せた。

「就職か、結婚か、やがていつか戸籍を見て、遠くない将来に君が本当のことを知ったとき、君はずっと知らなかったことを怒るだろう。もしかしたらそこで縁が切れてしまうかもしれない。きちんと話していれば招かないだろう出来事を予測して怯えたこともあるよ」

　そのときの気持ちを思い出したように、貴裕は深い息を吐く。

「……でもそれと引き替えにしても、君と本当の兄弟という時間が、僕には何よりも大切だったんだ。家を出たときに、もう二度と君と兄弟として暮らすことは出来ないと思っていたのに、思いもかけない偶然で君と二人、こうして親密な時間が過ごせて本当に幸せだった、苦しかったことなんて全部忘れるぐらい楽しかった。でも、もうそれも終わりだ」

　零れそうな涙を流すことなく、貴裕は言い切った。

「君が本当のことを知れば、この関係は終わる──終わらせなくてはならないんだ。今までありがとう、尊。出来ればいつか僕を許してほしい」

「何ひとりで浸ってんだよ、兄さん」

　初めて聞く貴裕の本心に、押しつぶされそうだったが、尊は思い切り邪険に言う。

「何が終わらせなければならないだ。全然意味が通じないし。許されたかったら、俺と暮らすこと。それだけだ」

　尊は立ち上がってテーブル越しに貴裕の二の腕を掴み上げる。その強さに貴裕の顔が歪んでも、尊は力を緩めなかった。

「俺たちは二十年以上兄弟だった。そしてこれからも兄弟だ。何かあれば俺も頼るから、今は素直に頼ってくれればいい」

　激しい感動と、そして畏れと怯え、ありとあらゆる正と負の感情がない交ぜになって、貴裕の細い身体を揺さぶるのが尊の掌越しに伝わってくる。

「あ……尊……僕は……」

　空気が漏れるような苦しげな声が貴裕の唇から零れた。

　だが尊は彼の腕を掴んだ手の力を緩めなかった。

　ここまできたら、彼の本音を聞かずには済まさない。

　その一心で尊は無邪気な笑顔を作りながらも、畳みかける。

「一緒に暮らそう。よく考えたら兄さんと暮らしたのって俺、中学一年までだ。大学へ行ってからは、兄さん、滅多に実家に戻ってこなかっただろう。久しぶりにいろんなことしよう。飲んで夜中までゲームしたりとか、映画見たりとかさ。温泉だってまだ行ってないだろ」

　呆然として尊の口元を見ていた貴裕は、やがて怯えた瞳で首を横に振り身を捩った。

　尊の掌に貴裕の激しい鼓動と高くなる熱が伝わってくる。

「無理だ……無理なんだ……尊……」

　出もしない唾を飲み込むように、貴裕は何度も喉を上下させて喘いだ。

「すまない。僕をもう、ひとりにしてほしいんだ」

　貴裕の掠れた声が必死に訴えるのに、尊は残酷なほど貴裕を見つめたまま返事をしない。二人の間に夜の海のような沈黙が降りる。その沈黙に耐えきれなかった貴裕が先に声を絞り出した。

「……尊……僕はこれ以上君とは暮らせない。わかってくれないか……」

　掌越しに貴裕の身体が熱く強張っていくのがわかる。

　尊が手を放すと貴裕は崩れるようにテーブルに手をついて、身体を震わせた。

　貴裕の動揺が納まらないのを知りながら、尊は尋ねる。

「他人だからか？　他人だから一緒に暮らせないのか？　他人だから、俺に触れられるとそんなに緊張するのか？」

　こわごわと上げられた瞳に部屋中の灯りが集まって金色に輝く。

　尊の言葉に抗うように光る瞳が彼の本心を封印しているように見え、尊は焦れる。

「言ってくれよ。本当の兄弟として過ごしたかったんじゃないのか？　それとも兄さんは他にもっと欲しいものがあるのか？」

「やめてくれ、尊。僕を──壊さないでくれ」

　目を閉じた貴裕からはそれまでの不思議な妖しさが掻き消えた。

　どんな惨い運命でも受け入れると決めたような、哀しい白く整った面立ちだけが尊の目の中に映った。

　その顔は南方が言ったように聖母マリアに似ているかもしれないが、彼はただの人間だ。いつまでも自分の過去に振り回され、誰かの代わりに傷つきながら孤独を選ぶ理由なんてどこにもない。

　貴裕も愛を求める権利があるし、愛されて当然だ。

　尊は手を伸ばしてもう一度貴裕の腕を掴む。

「どうして俺が兄さんを壊すんだ、俺は──」

　全部言う前に腕が振り払われた。

「だから、やめてくれ！」

　貴裕が聞いたこともないような声を上げる。

「僕は、僕は駄目なんだ！　尊。頭が、おかしいんだ！　僕はとっくに狂ってるんだ！」

　咆吼めいたその叫びは部屋の空気を震わせた。

「兄さん──」

「──悪い──だが君と暮らせない。頼む、これ以上何度も言わせないでくれ」

　荒い息をつきながらも貴裕はなんとか声を抑えた。

　縋るように自分の手首を握りしめたまま立ち上がった貴裕は、テーブルから離れようと後ずさる。

「ありがとう、尊、一緒に暮らせて楽しかったし、心配してくれて嬉しかった。このことは一生忘れない。君に何かあれば僕は──自分の命に代えても君の役に立ちたいと、大げさでも何でもなく、心から思っている。だから僕をもう行かせてくれ」

　一瞬でも理性を失ったことを恥じるような笑みを浮かべた貴裕は背中を向けて、リビングを出て行こうとした。

「兄さん！」

　飛びつくようにして背後から尊は兄を抱きしめた。ここ数ヶ月の心労で窶やつれた身体が抗ったが、きつく抱いて放さない。

「何を心配してるんだよ……。どうして壊れるんだ？　言ってくれよ、兄さん。言ってくれれば案外、俺、解決できるかも。今回だって出来ただろう？　俺の役に立ちたいなら、今、言ってくれないか」

　貴裕のうなじが震えて、泣くように笑う。

「無理だ。無理なんだ、尊。こればかりは君にもどうしようもない」

　貴裕は尊を振り仰ぎ、何もかも捨てたような投げやりな笑みを浮かべた。

「小此木に目を付けられたのは、僕自身が心の中に悪魔を飼っていたからだと思う。僕がひた隠しにしていた罪が小此木を引き寄せたんだ」

　もう尊の腕の中から逃れようとはせずに、貴裕は遠いところに向かって言葉を発した。

「借金のあげくに、実の親が引き起こした心中事件の生き残り。小此木にはさぞ面白かったんだろう」

「でもそれは兄さんのせいじゃない。兄さんのご両親にはすまない言い方になるけれど、兄さんは被害者で、なんの罪もないし、むしろ同情されてしかるべきだ」

　だが貴裕は自分の思いに囚われ続けているのか、尊の言葉を無視して淡々と続ける。

「会社をクビになったら困る、出世できないと困る、勅使川原の両親をがっかりさせたくない、自分を尊敬してくれる弟を失望させたくない。僕のそんな建前の裏には、小此木に脅されてほっとしている自分がいたんだ」

　何かに取り憑かれたように、貴裕は調子外れに小さく笑った。

「兄さん、もうやめろ！　もういいからっ！　ほら、こっち向けよ──」

　尊は背中を向けていた貴裕に自分のほうを向かせて、正気を戻すように揺さぶった。だが貴裕はやめようとしない。

「そうなんだ……僕はどこかでほっとしていた。彼の奴隷になることで全てを放棄できたんだ」

　腕の中の身体に震えが走ったのは、決して貴裕が喜んで小此木に従っていたわけではない証だ。それでも貴裕はほっとしたと言い張っている。

「この男がいるから僕は自由になれない。この先、誰も愛せない、誰を愛する自由もない……なんて不自由……そして楽だ。自由だったら自分で抑えなくてはならない感情を、小此木がいとも簡単に抑えてくれる。小此木が憎い、小此木がいるから自分は自由になれない。全てを彼のせいに出来た。本当の悪魔は小此木じゃなくて自分だった……僕を抑えるものが何もなくなって、僕の罪は露わになるんだ……」

　貴裕が尊を見上げて、左手で左の目を隠した。

「この目、変だろう？　よく小此木に罪の色だって言われたよ」

「なんだよ、それ」

「これは心中事故の後遺症なんだ。父が僕の首を絞めた、その衝撃らしいけど、僕の罪が全部ここに残ってるって、小此木が嗤ってた。母が僕のために借金をして、父が会社の金を横領して、結局二人とも死んだ……僕が両親を殺した……」

「兄さん！　やめろって！　あんな奴の言うことを信じるな！　そんな言葉に囚われちゃ駄目だ、兄さん！」

　尊が強く揺すぶっても貴裕は瞳を隠したまま首を横に振った。

「本当なんだ、尊……僕の罪はここに残っている……光に当たると目立つから気をつけているのに、小此木はここに光をあてて何枚も写真を撮った。嫌がるのを知っていて楽しんだ……大嫌いだ、この目。君が綺麗だって言ってくれて、嘘だと思ったけどそれでも嬉しかった」

「嘘じゃない、綺麗だ。今でもそう思ってる。本当だ」

　尊は瞳を隠した左手を外して、その瞳を覗き込んで強く言う。

「……君はいつも優しい……当然だけれど僕は勅使川原の誰とも似ていなくて、友達にもからかわれるぐらいだったのに、君は少しも疑わないで僕を受け入れてくれた。君が盗みを疑われた中学のとき、教師にまで理不尽に僕と較べられて、君は信じられないほど悔しかっただろう。持たなくてもいい兄なんか持たされて、根拠のない侮蔑を受け、それでも君は駆けつけた僕の胸に縋ってくれた。あのとき僕は、一生君を守るんだって決めたんだ」

「兄さん……」

　貴裕の金色の瞳が不思議な輝きを帯びる。

「君のためなら何でも平気だ。耐えられた。離れてからもずっと君が幸せならいいって思ってた。僕は、ずっと……ずっと……君のことが好きだった」

　やっと聞けた言葉は激しい痛みを伴って尊の胸を抉った。

　長い時間に亘って押し込められ、何度も何度も呟かれただろう「好き」という言葉は想像以上に重く激しく、尊が全身全霊で受け止めるべきものだった。

　貴裕は震えるような吐息を吐くと、身体に回された尊の腕を外した。

「僕は狂ってるんだ、尊」

　淋しく、そして愛に飢えた瞳に見つめられ、尊の全身を鋭い痺れが走り抜けた。

「……いつからだろう。君を弟以上の対象として見るようになってしまった。小さい頃は君という弟を通して僕は勅使川原の家族として受け入れてもらいながら、いつしか僕は君を、人として思うようになってしまった」

　もう瞳を隠すこともせずに、貴裕は苦しげに息を継いだ。

「いつから僕はこんなに罪深い人間になったんだろうか。男なのに、君の兄のはずなのに……。自分の気持ちに気がついてしまえば僕はもう、君の顔をまともに見ることなんか出来るはずもない。両親が生きて償わなければならなかった罪が、僕に受け継がれたに違いないと思った……だから小此木が理不尽なことを仕掛けてきたときも、僕はどこかで安堵したんだ」

　白い顔に痛々しい笑みが浮かぶ。

「すまない……一生言うつもりはなかったんだ。言ってはいけなかったんだ……本当に許してほしい。今度会うときはちゃんと兄とし……尊！」

「ばかばかしい──くそくらえだっ!!」

　貴裕の哀しい笑みに、とうとう尊の思いが爆発する。

　強い力で貴裕を引き寄せて抱きしめると、貴裕が声を上げて子どものように暴れた。

「放せ、尊、放してくれ、これ以上僕を苦しめないでくれ」

「苦しめるつもりなんか無い。兄さん、ちょっとは落ち着けよ」

　尊は抱きしめた手に精一杯の力を込める。

「奈良絵だ、兄さん」

「……え？」

　腕の中の抗いがぴたりと止まって、呆けたように見上げて来た。

「俺は奈良絵を子どもの落書きって言った。理由は奈良絵が伝統の芸術作品だなんて知らなかったから、見たまんましか言なかった」

　貴裕は意味がわからないような目をして、尊の口元を見つめる。

「それが正しいか間違ってるかなんて問題じゃない。しがらみやレッテルを取り払って何が見えるかが問題なんだって、南方さんが言ってた。びっくりして、自分を取り繕うことを忘れたときに本当のその人が見えるって」

　細い腰に手を回し、旋毛に顎を載せて、尊は喉の奥で思い出し笑いする。

「兄さんと血が繋がってないってわかったときはびっくりしたけど、納得もした。ああＤＮＡがやっぱ違ったんだなって。だって俺、学校の頃けっこう悩んだし」

　尊がくすっと笑うのに、腕の中の人は息を潜めたまま身体を強張らせていた。

「でもそれから俺、考えたんだ。びっくりさせられたときに逃げ出す卑怯者になりたくないからね。兄さん、いや、貴裕が兄じゃなかったらどう見えるかなって、俺なりに考えたよ」

「どう、見える……？」

「ああ、兄さんだからコンプレックスもあるけど、そういうしがらみがなくなって、勅使川原貴裕を単なるひとりの人間として見たら、どう見えるんだろうかって」

　尊は貴裕のこめかみを鼻先で探りながら耳元で囁く。

「そうしたらわかった。我慢強くて、優しくて、頭が良くて、人に迷惑をかけるのが大嫌いな頑張りや、でもすごく愛されたがってる。愛が欲しいって、言ってる──この目」

　囁きながらそっと左の目元に唇で触れた。

「……尊」

「一緒にいよう。貴裕、どこまで行けるかわからないけれど、しがらみを取っ払って歩き出してみよう。怖くても俺が一緒だから」

　抱きしめた身体が、怯えたように激しく震えた。

「生まれ変わるんだろう？　貴裕。一度でいい、全部忘れてみろよ。一番欲しいもの以外をさ。俺はあなたが欲しいよ。貴裕。あなたが精一杯俺の幸せを守ってくれたように、今度は、俺がこの手であなたを幸せにしてみたい」

「……尊……嘘だろう……？」

「俺が嘘つきだと思うのか？　俺の取り柄は丈夫なことと、肝心なときに嘘をつかないことぐらいだと思ってたんだけど」

「……っ……」

　喉が詰まったように貴裕は声にならない息を零す。

「一緒に行けるだろう？　貴裕」

「……僕は……君を……でも…無理だ……勅使川原の──」

「貴裕──聞けよ」

　貴裕の顔を胸に押しつけて、尊は言いかけた言葉を奪う。

「あなたは五歳のときからずっと、自分の幸せを後回しにしてきた。その分、俺も親父とおふくろもあなたからたくさんの幸せをもらったんだ。だからこの先は自分の幸せを考えていいんだ。欲しいって言えばいい。一番先に手を伸ばして、欲しいものを取ればいいんだ」

「……尊……」

　見上げてきた金色の瞳から涙が零れ落ちる。

「言って、貴裕が欲しいものを俺に教えてくれよ」

　尊は貴裕に目を覗き込んで、もう一度言う。

「誰でも欲しいものを欲しいって言う権利があるんだ。それであなたに、何が起きても必ず俺が守るから」

「……いいのか……欲しい……って言っても……いいのか……？　この僕が……選んでいいのか……？」

　まだ迷うように貴裕は呟いた。

「言ってみなよ、貴裕。言っていいんだ。選ぶ権利があるんだから」

「尊……尊……僕は……僕は……君が……欲しい……」

　唇を何度も震わせてから、貴裕はか細い声で言う。

「君が欲しいんだ……尊」

　その間も貴裕の目から涙が流れる。金色の目から零れる滴はまるで貴石のようだと、尊は魅入られる。

「あなたは涙まで綺麗なんだな」

　白い頬を伝う涙を、尊は指で拭う。

「綺麗なんかじゃない」

　涙を止めることも出来ないまま、貴裕は首を横に振った。

「綺麗なのは君だ」

　震える唇で貴裕は言う。

「君は健やかで、素直で、いつもキラキラしていた……君という弟ができたとき、僕は始めて運命に感謝したんだ」

　指を伸ばして貴裕は尊の頬に触れる。

「君はずっと僕の憧れだったんだ……その君が僕に……夢みたいだ……僕は都合のいい幻を見ているのか……？」

「幻じゃない証拠に、ちゃんと触れるだろう？」

　頬に触れてきた貴裕の手を尊はしっかりと握った。

「……僕なんかが……君にこうして触れるなんて……本当にいいのか……」

「いいに決まってだろう？　それとも貴裕は俺に触りたくないわけ？」

　わざと怒った振りをすると、貴裕が切なげに首を横に振った。

「触りたい……ずっとずっと、君に触りたかった……こうして、ずっと──」

　尊が握った手を引き抜いて、貴裕は両手で尊の頬を包んだ。

「温かいな、君は……君の心そのままだ」

　言葉以上に満たされた笑みが白い顔に広がる。

「……幸せだ……僕は……もう、死んでもいい……このまま時間が止まってしまえばいい……」

　本気としか思えない口調に、尊の中で兄だった人への愛しさが爆破した。

「それでもいいけど──どうせ死ぬなら、もっといいことをしてからにしろよ、貴裕」

　そう言うと尊はいきなり貴裕を横抱きに抱えあげる。

「え？　ちょっと……尊……何？」

　驚いて身を捩る貴裕をしっかりと抱いたまま、尊はリビングを出た。







　あの夜、貴裕が自分の名を呼んでいたベッドの上で、尊は貴裕のシャツのボタンを外す。

　勢いのままに寝室に連れてきたものの、さすがにこの先は緊張して、自分でもおかしいほど指先が強張った。

　それでもなんとかシャツを脱がせ、ボトムに手をかけた。

「あ……えっと」

「……何？」

　それまで無言で、尊のすることを受け入れていた貴裕が声を出した。薄い色の瞳に見上げられて尊は今更赤くなる。

「これもいいのかな？　あ……取っちゃっても……」

　戸惑う尊の目に、貴裕の薄い唇が少し挑むように引きあがるのが映る。

「……僕はいいけれど……」

　濁された語尾の先は「君はどうなの？」ということだ。

　ひと時の欲望だけではなく、本当に尊にその覚悟があるのかと、貴裕は全身で聞いているのだ。

　同性と言うだけでなく、仮にも肉親として育った相手と情を交わせるのかと、真剣に問いかけているのだ。

「僕なら何もなくてもいいんだ、尊」

　目を伏せて、貴裕は言った。

「君が僕とこの先も一緒にいると、そう言ってくれただけで充分なんだ。幸せ──」

「それは聞き飽きた」

　尊がぴしゃんと言うと、貴裕が驚いたように目を見開いた。

「あのさ、好きな相手をベッドまで連れてきて、何もしないなんてあり得ない。少なくとも俺は無理」

「……でも……君……そんなに……」

　貴裕はたぶん尊の躊躇を誤解しているのだろう。

　もしかしたら尊に罪を犯させるような気持ちがして、怯えているのかもしれない。

　けれど、尊の中でとうに答えは出ていた。

「貴裕、俺さ、同情とかでこういうことしない。そんな試すような顔しないでくれ？　単に、久しぶりで緊張してるだけだから、恥かかせないでほしいんだけど」

「……僕は、そんなつもりじゃ……」

　そう言いながらも微かな安堵を浮かべて貴裕は目を瞬かせる。

　それでなくても濡れた瞳が一層濡れて、白い肌が上気した。

「そんな誘う顔して、何もなくていいって言うなんて、反則だな」

「……僕はそんな……つもり……」

　貴裕の頬がぱっと染まり、シーツに顔を隠した。

「貴裕、だからさ……」

　甘やかすように貴裕の頭に手をやると、小さな声がする。

「……本当に久しぶりなのか、尊」

　何故か話を蒸し返してきた貴裕に、尊は戸惑いながらも素直に答える。

「ああ……って、……、え？　もしかして俺、未経験だと思われてた？」

　素っ頓狂な声を上げると、貴裕がもっと深く顔をシーツに埋めて掠れたような声を出す。

「……まさか……君はいつモテていたし」

「んなことないけど、なんでそう思うのさ？」

　自分と違う柔らかい髪に触れながら聞き返す。

「大学のときも女の子に囲まれて、すごかった。レポートを一緒にやったりしていただろう」

　シーツに半分伏せられた顔からくぐもった声がする。

「レポート……？」

　ベッドの上で尊は必死に大学のときのことを思い出そうとした。

（……あ、あれだ。兄さんと食事する約束をしてファミレスで待っていたとき、同級生と偶然会ったんだっけ）

　貴裕がくるまで時間があったので、彼女とレポートをやりながら時間を潰していた時のことを指しているのだとわかった。

「あれはファミレスでたまたま会っただけだし」

　ベッドで思い出すようなことだろうか。半ば呆れながら答えると、不意に貴裕が顔を上げた。

　見つめてきた目が泣き出すように潤み、尊をドキッとさせる。

「僕は女の子とレポートなんかしなかった。だいたいあの子、レポート全然出来ていなかった。尊の顔ばっかり見ていたからだ。不真面目だと思う」

　貴裕とは思えない妙に子どもじみた言い方に、尊は驚いて言葉に詰まる。

「それに、一度一緒に行ったレストランでも尊は女の子に取り囲まれていたし」

「え？　レストラン？」

　畳みかけられ、尊は慌てて埋もれていた記憶を引っ張り出す。

「あれか、後輩に会ったときのことか……」

　あまりに遠い記憶を貴裕が持ち出したことに、尊は軽く笑った。

　やはり、大学時代、貴裕が連れて行ってくれた三ツ星レストランで、大学の後輩たちにばったり出会った。

　場所柄彼女たちは華やかに着飾っていたから、男の礼儀として「みんなめっちゃ綺麗」と、言っただけだ。ジャケットにネクタイという格好の尊が珍しかったのか、取り囲んだ後輩たちが、少々はしゃぎ過ぎたきらいはあったけれど、尊にすれば忘れていたような些細な出来事だ。

「あれ。いつだったと思う？」

「ん？　あ、冬」

　厚手のジャケットだったことを思い出しながら答える。

「十二月二十四日」

「あ、そうだっけ」

「クリスマス・イブ」

　愛想もなく言った貴裕の声は、何故か少し怒っているように聞こえた。

「あ。う、うん……えっと、それがどうしかたんだっけ？……ごめん、教えて」

　何を失敗したのかどうしてもわからずに、困り果てた尊が答えを求めて貴裕の髪に触れると、イヤイヤをするように頭が横に振れた。

「イブに君と会えて、僕はデートしているみたいな気持ちだった……僕は……君を独り占めしたかったんだ。あの日は僕だけを見てほしかった。なのに君は、同級生たちに会えてすごく楽しそうだった。僕といるよりずっと楽しそうにしゃべっていた」

「そんなことないよ、普通に話をしただけだし」

「……わかってる……でも、あのとき、聖夜に君を独り占めしようなんて卑しい考えを神様に見抜かれた気がした」

「……貴裕……えっと……ごめん……なのか……俺、鈍感だからさ……」

　なんと言っていいかわからず、取りあえず謝ると貴裕がようやく顔を上げた。

「……馬鹿だな……君が謝る必要なんて全然ないのに……」

　謝る必要はないと言ったものの、何故か視線が座っている。

「……あのときいた女の子で、髪のふわふわした人、尊のこと好きだっただろ」

　その言葉に、尊はさすがにびっくりした。

　確かにその〝髪のふわふわした後輩〟に交際を申し込まれ、多少いろいろあった。

「ショートカットで背の高い子も尊に好意を持っていた……」

　貴裕が目を伏せて思い出すように言う。

「そっちとは付き合ってない、断った」

　ぴたりと当てられて、思わず告白してしまった尊は、貴裕の頭を指の関節で軽くこづいた。

「なんでわかったわけ？」

「……見てればわかるよ、そんなこと。あの子は尊の肩にわざと触れたから」

　貴裕とは思えない愛想のない声に尊はぎょっとしながらも、不意に気がつく。

「ね、まさかとは思うけど、妬いてくれた、とか？」

　すると貴裕は、いきなりシーツにすっぽりと顔を隠してしまった。ちょこんと覗いた耳だけが真っ赤に染まっている。

（……貴裕って案外普通……っていうか、……なんだ、この人。むちゃくちゃ可愛い）

　尊は急に緊張が解け、その分愛しさが募る。

「そんな昔のことどうでもいいから、こっち向けよ、貴裕」

　潤んだ目で尊のほうを向いた貴裕の腰を引き寄せて、唇に自分のそれを重ねた。

「──ん……っ」

　微かに開いた唇から尊は舌を滑り込ませた。

　一瞬驚いたように引いた腰を引き寄せると、貴裕が尊の舌に自分の舌を絡めてくる。

　その舌を強く吸って、喉の奥までくすぐった。

「……ぁ……尊……」

　僅かに離した唇の間で、貴裕が濡れた声を零す。

「……君は……本当に……これで……いいのか？」

　その言葉を封じるように、もう一度唇を重ねた。

　尊の首に腕を搦め、仰け反った貴裕の唇を、角度を変えて、何度も奪う。

　舌を絡め、顎をくすぐり、口中を甘く犯した。

「……ぁ……はぁ……尊」

　貴裕は尊に縋りついて艶めいた息を吐いた。

「大丈夫……？」

　微かに息を弾ませた貴裕に耳たぶを噛んで囁く。

「……平気……」

　貴裕の返事を確かめるようにその薄い胸に掌を這わせ、心臓の鼓動を掌で感じる。

「細いな、ホントに。……まだ、身体がきついんじゃないか？」

　思わず呟いてしまうほど貴裕の身体は脆くて壊れそうだ。小此木に抱かれていたのはもとより、自分で熱を慰めていたことさえわかっている。それでもあまりに儚い身体つきは、貴裕自身の欲を感じさせず、抱いていいのかと尊は戸惑う。

　最後に小此木に仕掛けさせた罠で、痛めつけられた痕は、生々しく白い肌に残っている。

「痛そうだ……」

　何も今すぐに身体を繋げなくてもいいのではないかと、尊は迷う。

　この先、ずっと一緒にいるのだから焦る必要はどこにもない。

「やっぱりさ……今日は……」

　尊が躊躇の言葉を口にすると、貴裕がいきなり尊の下肢に身を寄せた。

「じゃあ、僕がするから」

　断りもなく細い指が尊のボトムのファスナーを下ろし、するりと忍び込んだ。

「わっ……ちょっと、兄さん」

　驚きのあまり、いつもの呼びかけが飛び出してしまった。

「君の兄はここにはいない」

　そう言った貴裕は、唇と指であっという間に取り出した尊の柔らかい雄を口中に招き入れた。

「……っつ……ちょ……に……あ、……貴裕……待てって……」

「……待たない……」

　くぐもった声で答えた貴裕は、それ以上何も言わずひたすら尊の雄を愛撫する。

　嵩の部分が柔らかく湿った粘膜に捉えられ、尖らせた舌で丁寧に舐め尽くされる。

（ちょ……やばい……）

　自制しようと思っても、巧みな舌の動きに抵抗できない。瞬く間に尊の雄は貴裕の口の中で固く膨れあがり熱を孕んだ。

　尊の下腹に伏せた貴裕の顔は苦しげだが、唇の動きと指の動きには全く躊躇がない。

「……ふ……ん……」

　時折漏らす吐息が艶めき、腰がひくりと揺れ、貴裕自身が快楽を得ていることを尊に教える。

　自分を愛撫する人の髪に指を絡めて、尊は白いうなじを撫でた。

「貴裕……好きだ……だから安心してくれよ……」

　夢中になっている貴裕に聞こえているのかはわからないけれど、尊は言った。

「ん……ぁ……っ……」

　目を閉じた貴裕は喉の奥まで尊の雄を飲み込み、唇で太い茎を扱き、指先で根元の膨らみをやわやわと揉む。

　固く張り詰めた雄を口いっぱいに頬張って白い頬を膨らませ、唇の端から飲み込みきれない唾液を零す。

　これほど美しい人が自分がどう見えるかもかまわずに、ただ尊の歓びのために尽くす姿に、尊は頭の芯が痺れるような悦楽を感じた。

　髪を撫でて耳をくすぐると貴裕が子犬のように愛らしく鼻を鳴らす。

「貴裕……無理しないで」

　声が聞こえているのか、首を横に振りながらも尊のものを離そうとはしない。

　やっと手に入った愛を性急に確かめようとする不器用さが愛おしくてたまらない。

「俺は逃げないよ……貴裕……ゆっくり愛してくれよ……」

「あ……っ……ぁ……」

　尊の声に上がった瞳はとろりとして、熱に浮かされていた。

　その間もちろちろと動く舌に、さすが尊も限界が近くなる。

「……貴裕……離して……やばいから……」

　細い髪を引き寄せて、尊が切羽詰まった声を出すと、貴裕の舌の動きが一層激しくなった。

「ちょ──貴裕……」

　脈打つ雄の先端の小孔を舌先で抉るように舐められたとき、四肢に鋭い刺激が走り、こらえる間もなく尊は精を吐いた。

「……う……っ……」

（ゆっくり愛してくれ……なんて言ったくせに……俺……）

　自分の他愛なさに呆然としている尊の耳にこくりと小さく喉が鳴る音がした。

「……貴裕……」

　顔を上げた貴裕と目が合うと、尊の精で濡れた唇がふっと艶やかに微笑む。

「飲んだんだ、ごめん」

　濡れた唇に指で触れると、貴裕が触られたくないというようにふっと顔を逸らしてしまう。

「ごめんって何に謝ってる？　僕に謝ってるのか？　やっぱり気持ち悪いって言う後悔？」

　茶化したような言い方に貴裕の不安と本音が覗く。

　この傷を癒やすのには、長い時間がかかるだろう。彼を救えるのは倫理でも建前でもなく、心からの愛情だけだ。

　言葉と仕草で何度でも、自分の気持ちを彼に伝えなければならない。

「気持ち悪いわけないだろう」

　言い返した唇で、尊は貴裕の濡れた唇を塞ぐ。

「……あ……」

　驚いたように声を漏らした貴裕の口内に舌を差し入れた。

　びくっとしたあと、貴裕は尊の舌に自分の舌を絡めた。

「普通さ、先に達いったら、男だったら謝るだろう？　恥かかせるなよ。俺だって見栄を張りたい」

　唇をそっと離して囁くと、貴裕がほっとしたように小さく笑った。

「そんなことで謝らないでくれ……。君に触れているだけで僕は満足なんだ」

　尊が屈託を見せなかったことに安堵したのか、貴裕は率直に言う。

「尊にはどんなことでもしてあげたい。何度でもしたい。ホントのこと言えば、僕はずっと尊を他の人に渡したくなかったんだ。僕だけのものにして、君を誰にも見せたくないって思ってた」

　ぞくりとするほど艶めいてくる視線に尊は息を飲む。

「クリスマス・イブの夜、あの女の子たちが羨ましかった。君に真正面から好きだって顔が出来るなんてずるいって思った。……代われるものなら代わりたかった……」

「貴裕……」

「あの子たち、纏めてレストランの外に放り出してしまいたかったな。出来なくてすごく残念だった」

　懐かしい表情で、怖ろしいことをさらりと言われて、尊はさすがに度肝を抜かれる。

「驚いたか？」

　白い指が尊の眦を撫でて笑う。

「僕の貴重な時間を彼女たちに盗まれた気がしたんだ」

「ちょっと立ち話しただけだろ」

「だって、あのころはもう君とは滅多に会えなかったから。僕にとって君との時間は一分一秒さえ誰にも渡したくないものだったんだ」

　貴裕は口にしたことを後悔したように照れた微笑を浮かべた。

「貴裕」

　尊は彼の手を取り、唇をあてた。

「あのときの時間は利子をつけてこれから返す、約束するよ」

「……ありがとう」

　そう言うと貴裕が自分から尊のシャツのボタンを外し始める。

「貴裕、待てよ。焦るなよ」

「待たない。ずっと待ったから、ずっとずっと君を待ったから、もう待たない。楽しいことしたくてたまらないんだ」

　貴裕は尊のシャツのボタンを全部外して、その胸に手をあてた。

「そうだな、貴裕。楽しいことしようか──こっち来いよ」

「ん、楽しいこと……たくさん、しよう、尊。僕が出来る楽しいことを君に全部してあげたい……」

　尊の下肢を膝立ちでまたいだ貴裕が、自分のボトムのファスナーに手をかけた。

　尊は手を伸ばし貴裕の手を握り、一緒にファスナーを下ろしながら貴裕の雄をなぞった。

「んっ……」

　貴裕のそれは既に芯を持って、寛げたボトムから弾き出た。

　男のものにしては何故か熱が低く見えるそれを握って、尊は柔らかく動かした。

「あ──ぁ……」

　徴の先から雫を滲ませて、喉を逸らせた貴裕は細い声を零す。

「気持ち、いいのか」

　独り言のように尋ねると、さっきまで自分のほうから仕掛けていた人の目元が染まった。

　大胆かと思えば、羞恥を見せる姿のない濡れたような艶に尊は頭がくらくらしてくる。

（この人──やばいよ）

　この先翻弄されそうな予感にぞくぞくしながら、尊は貴裕を引き寄せた。

「こっちこいよ、貴裕」

　胸を合わせるように抱きしめ、唇を合わせ、舌を入れる。舌先で相手の敏感な舌先を求めた。

「尊……ん……ぁ……」

「貴裕……は……」

　絡め合った舌が、やがてどちらのものか、わからなくなる。唾液が重ねた唇の端を伝い、互いの喉を濡らす。

「ん──ぁ……尊……」

　細い腕が蔦のように尊の身体に絡みつき、甘く拘束する。

「……尊……僕の……たけ……ぁ……」

　貴裕の零す色のある吐息が部屋中に立ち込め空気を粘つかせる。それに酔ったように、尊の熱も上がっていく。

「貴裕──ん……」

　二人の間に微かにあったかもしれない躊躇いも遠慮も、立ちのぼる官能の色に押し流されていく。

　唇を犯し合いながら腹の上に載せた貴裕の腰から下着ごとボトムを引きおろした。

「ん──尊……ふ……」

　尊の動きを助けるように、貴裕が身をよじらせボトムを脱ぎ落した。

　その間にも尊の身体から離れることが耐えられないように、貴裕は胸を擦り付けてくる。

「貴裕……大丈夫……だから……焦らないで」

　宥めるようにこめかみや額にキスをする。

「ん──いやだ……離したくない……」

　尊の首に鼻を擦り付けて、貴裕は機嫌のいい子猫のように喉を鳴らす。

「貴裕……」

　背中を抱いた手を滑らせて、肉の薄い尻の形を確かめるようにゆっくりと撫でる。

「ん……た……ける……ぁ……」

　待っていたように、貴裕が細い腰を擦り付けてくる。楚々とした見た目を裏切るような激しさで、貴裕は尊を求めてきた。

「貴裕……だからそんなに──」

　急がないでいい──、と言いかけた尊は彼の目じりに涙が滲んでいるのに気づく。

　快楽とは違う、もどかしい色が頬のあたりに浮かんでいた。

「貴裕、もしかして身体辛い？」

　引き寄せて、目じりに滲んだ涙を舐め取りながら言う。

　無理が続いている身体が、気持ちの昂ぶりについてこられないのではないかと、尊は勘繰った。

「辛いなら言って。……それなりの方法があるから……」

　密やかに囁いたが、貴裕が激しく首を横に振って、一層身体を合わせてくる。

　何かを訴えてくるような余裕のなさを宥めようと、尊はその腰を抱いて何度も唇を合わせた。

「君をもう──離さないで……いいんだ……？　尊……」

　口づけの合間に、すすり泣くみたいに貴裕は言った。

「尊──尊」

　尊の名前を繰り返す声の切なさに、尊は彼の胸の内がわかったような気がした。

「……な、貴裕……初めて？」

　熱を帯びた目を見つめて、尊は聞く。

「……何を……言ってるんだ？」

　すうーっと熱が引いたように顔色が白くなり、薄茶色の瞳に困惑が広がった。

「……そんなことは……君が一番よく知ってるじゃないか……今更」

　どういう意味なのか──と震える瞳が尋ねてくる。

「まさか、あんな奴を数に入れてるんじゃないだろうな、貴裕」

「……え？」

　本気で驚く貴裕に、尊は言葉をかみ砕く。

「俺が言ってるのは、したくてするのは初めてかってこと。別に答えなくていいけど。第一、聞くことじゃないから、ごめん」

　貴裕を抱きしめたまま尊は肩を竦める。

「詮索なんてガキのすることだよな」

　笑って流そうとした尊の腕をいきなり握って、貴裕が顔を寄せてきた。尊の腕を強く掴み、荒い息を吐いた。

「どうして、そう思う──」

「うん、なんとなく。……っていうか、貴裕があんまり綺麗だから」

　にっこりと笑って、尊は何か言いたげな貴裕の唇を塞ぐ。

（答えは要らないよ、貴裕）

　心の中でそう言った。

　貴裕は間違いなく行為としてのセックスしか知らない。だからこんなに渇いている。

　本当のセックスを、心から欲しいと願う相手とするセックスがどういうものか、知りたいと言っているのだ。

「……ん……尊」

　もう一度激しく唇を交わしながら、貴裕の徴を固く擦りあげた。

「あ……はぁ……ん」

　唇の隙間から熱い息が零れて、溜まっていく熱を逃がそうとして腰が捩れる。

　尊の手の中で、ぐちゅぐちゅと淫らな音を立てて、貴裕の雄が膨れあがった。

「貴裕、達きなよ」

「あ……ん……う……」

　言葉にならない息を零して、震える身体が尊に縋りつく。

「……尊……ぁ……はぁ……」

　シャツをはだけた尊の胸に貴裕が頬をこすりつけて、熱い息で喘ぐ。

「……手を……汚すから……除けてくれ……尊……」

　精を自分で受け止めようと下ろしてきた貴裕の手を拒んで、尊は彼の徴を両手で包み込む。

「つまらないこと気にしないでいいから。……貴裕……達きなよ」

　ぬるついた切れ込みをきつく擦りあげると、尊の腕に掴まった貴裕が白い喉をあおむけて痙攣した。

「……ごめ……んね……あ……っ……あ……あ……た、……ける……ぁ」

　尊の掌にしとどに熱を吐き出して、貴裕が頂点を迎えた。

　最後の一滴まで搾り取るように徴を擦りあげると、悲鳴のような喘ぎを零して貴裕は尊の胸に崩れてきた。

「大丈夫？　貴裕」

　耳を羞恥に染めながらも、素直にこくんと首を振る貴裕にもう兄の面影は微塵も残っていない。

　自分に頼り切っている、愛しい人でしかない。

　弛緩した身体をベッドに横たえて、尊は覆い被さった。

「それでは、普通の体位でお願いします。俺、四十八手奥義なんとか崩しとか無理だから」

　互いの緊張を解くようにおどけると、潤んだ目で貴裕が困ったように笑う。

「……もう、君は、本当に……」

　一度頂点を極めて熱の残る額に、尊はキスをする。

「不真面目な男は駄目？」

「……違う。君は不真面目だったことなんか一度もない」

「じゃあ〝本当に〟のあとは何？」

「最高の男だ」

　そう囁いた貴裕が首に腕を搦めてきた。

　また唇を重ね、舌を絡める。

　互いに口中を味わい、身体の熱を高めた。

　掌を貴裕の薄い胸に這わせ、反応を見せる乳首を指で摘んだ。

「ん……」

　呼吸に合わせて、尊は尖り出した乳首を指で優しく弾いた。

「……あ……う……」

　薄い胸を反らせて、貴裕は尊の唇に充血した乳首を押しつける。

　愛撫をねだる仕草に応えて尊は乳首に軽く歯を立てた。

「は──ぁ……っ……尊……」

　熟れた悲鳴を上げて貴裕は尊の肩に頬をすり寄せた。

「……尊……っ……尊……」

　もう一度乳首を吸いながら強く噛むと、疼くような声を漏らした貴裕は、淫猥なリズムで尊の下腹に腰を擦り付ける。

　無意識の媚態に誘われた尊は白い腿の間に顔を寄せた。

「あ……尊……」

　貴裕は一瞬抗うように身体を捻った。

「大丈夫、わかっているから。俺に任せていいから」

　白い肌に散らばるいかがわしい痕に、尊はひとつひとつ唇をつける。

　その全てが、自分が付けた痕に変わるように、強く吸い上げてそっと指で撫でる。

「……尊……そんなにしないでいいから……も……ぁ……」

　尊を気遣おうとする声は濡れて、甘い期待を孕んでいる。

　優しい愛撫に再び熱を取り戻している貴裕の徴を尊は咥えた。

「あ──尊……」

　腰をぴくっと動かして、貴裕は自分の中心に顔を伏せている尊の髪を両手で掴んだ。

（もぎたての、まだ青い果実みたいだ）

　自分とは印象の違う貴裕のそれを、ゆっくりと舌で舐め始めた。

　貴裕と自分は全ての作りが違うことを、尊は今全身で味わっていた。

　髪も、肌も、瞳も、そこから零す涙も、身体の奥に隠した欲望の色も、貴裕と尊は違う。

　貴裕は、自分とは全く別の魂を持つ、たったひとりの愛すべき人でしかない。

　尊はその違いをひとつひとつ確かめるように、口中に飲み込んだ貴裕の熱を舐め尽くす。

「あ……尊──尊──」

　細い声が甘苦しく零されて、指が尊の硬い髪に差し込まれる。

　狂おしく尊を引き寄せて腰を浮かせ、自分の雄を尊の口の中に深く差し入れてくる。

「あ……いい……ぁ……尊……もっと……僕を……」

　躊躇いもなく貴裕は尊を求め、快楽を貪って腰をひくつかせた。

『尊──尊──』

　その名を呼びながら、扉の奥深く自分を慰め泣いていた人が甘えて零す淫らな声は、あのときと違い尊に激しい官能しか呼び起こさない。

　熱の塊の先をねっとりと舐めながら、尊は貴裕の内腿に触れた。

「……開いて……」

「ん……」

　咥えたままくぐもった声で促すと、貴裕が細く息を吐きながら脚を開く。

　奥まった蕾がぬらりと光の中に淫靡に咲いた。

　口から貴裕の徴を離した尊は指を伸ばしてその入り口に触れた。貴裕の口から震えるように息が漏れる。

「痛い？」

「まさか……来て」

　聞いたこともないねっとりとした甘い声に促されて尊は指を進める。

　だが渇いた入り口に押し返される感覚に指先が躊躇う。

　これほど激しく求めてくるのに拒まれたことに戸惑って尊が指を引くと、貴裕がびくりと目を開けた。

「──尊、少しだけ待って。アメニティ、すぐに取ってくるから」

　裸のまま起き上がり、今にも泣き出しそうな瞳の貴裕に訴えられて、尊は自分のお子様加減に自分で呆れた。

　男の身体は、女のそれと違い、どうしても拒んでいるように見える。

　細い手で尊のシャツを掴み、訴える貴裕の瞳には怯えた色が浮かぶ。

　──男でしかない自分の身体を尊が嫌悪するのではないか。

　──この期に及んで、やはり駄目だと突き放されるのではないか。

　言葉に出来ない貴裕の怯えが肌を通して伝わる。

（俺、馬鹿か？　小学生か？　男なんだから濡れるわけないって）

　いくら男を抱くのが初めてだからと言って、鈍感にもほどあった。

「そんなのまどろっこしい。こうする」

　ベッドを抜け出しかけた白い身体を、尊は再びシーツに押しつける。

「悪い、ちょっと苦しいけど我慢してよ」

　貴裕の脚を掬って折り曲げ、膝につけて、灯りの下に蕾を曝いた。

「……あ……」

　戸惑う声を漏らした貴裕にかまわず、尊はそこに顔を寄せた。

「尊！　何するんだ」

　本気で腰を引こうとする貴裕をしっかりと押さえて、尊は乾いた蕾に舌で湿り気を与え始める。

「尊、待て。駄目だって……そんなところは駄目──あっ……」

　だが言葉とは裏腹に襞が潤ほとび始める。

「……尊、駄目だ……っ……ん……っ」

　抗っていた脚の力が抜け、押し返していた手が肩に縋る。逃れようとした足の指がきゅっと丸められて、自制できなくなった快感を訴える。

「尊……尊……んっ────あ……どうしよう……君にこんな……淫らなことをさせ……て、駄目、だ……尊……」

　淫楽に引き込まれまいとして、貴裕はシーツを握りしめて荒い息を吐く。

　だが尊の舌先が襞を解き、中の粘膜を舐め始めると、爛れた声で喘いだ。

「ふぁ……尊……あ、……もう、……駄目だ……、ごめん……尊……ごめん……」

　あり得ない場所を尊に愛撫させて感じてしまうことに惑乱する貴裕は、うなされたように詫びの言葉を零した。

　だが艶を帯びて震える身体が、快楽に押し流されていく。

「尊……あ……ぁ……尊……わるい……ごめん……ぁ……ぁ」

　歓びに屈した貴裕が、尊の肌に爪を立てた。

　蕩け切った蕾の奥が真っ赤に花開き、白い腿がしどけなく崩れる。

「あ……尊、来てくれないか……もう……君が欲しいんだ……」

　瞼が開き、灯りを受けた金色の瞳がゆらりと見上げてきた。

「……貴裕」

　あのとき、この瞳を誰かが自由にしていることがたまらなく厭わしかった。

　──この目はもう自分だけのものだ。

　尊はゆっくりと己の固い熱を押しあてた。

「っん──」

　喉を仰け反らせた貴裕の熱い粘膜は、尊を受け入れて、しっとりとまとわりつく。

「中、すごい熱いんだ……」

　貴裕の中は泡立てたクリームのように柔らかく、とろりと熱く尊を包み込む。尊は思わず息を漏らした。

「気持ちがいい？」

　かすたれた声で囁く貴裕に尊は感じたままを返す。

「当たり前。貴裕の中すごいな……どうなってるんだろ」

「……どうって、こうなってる」

　ぎゅっと中が蠕動して尊を締め付けた。

「──っ──貴裕……何……これ──ちょっと待って──待てってば」

　二回も先に達くのはまずいと慌てた尊は、貴裕の動きを制するようにしっかりと抱きしめる。

「意地が悪いな、貴裕」

「どうなってるって聞くから」

　少し焦点のずれた瞳が尊を見上げて、艶めかしく微笑んだ。

「今さらだけど、尊。僕はいろんなことを知ってる。初めてなんかじゃない。それでいいんだろう？」

　挑発するような口調に切なさが混じっていた。

　悪いことを聞いてしまった──貴裕の言葉に尊は言いようのない後悔を感じた。

　心を置き去りにしたまま、貴裕の身体は覚えるしかなかったことがたくさんあった。

　あの手首の拘束の痕がまざまざと甦ってくる。

　尊は身体を繋げたまま、口に出せない後悔を込めて白い額に唇をあてる。

　言葉ではなくこれからの態度で、この思いを伝えたい。

「貴裕。今、他の誰かのこと考えただろ？」

　僅かに咎める調子で言うと、尊の顔から逃げるように視線が逸れた。

「そういうのは止めてくれ。今貴裕を抱いているのは俺だから。いくらあなたが年上でも、それはとても失礼だ」

　言い置いてからぐいと仕置きのように腰を突き上げると、貴裕の身体が大きく跳ねた。

「んっ──あ……」

　思わず零れる甘い声に、尊のほうが戸惑うが、もう一度腰を突き上げる。

「あ……尊……そこは……いやだ……」

　言葉とは裏腹に、喉が仰け反って白い身体が撓り、尊を飲み込んだ腰がびくびくと浮く。

　先ほどの意識的な蠕動とは違った不規則な蠢きが貴裕の奥に広がっている。

　もう一度腰を突き上げると、正気を失ったように貴裕の身体がわななき、口の端から唾液が細い糸を引く。

「駄目……そこは……だ……めだ……あ……あ」

「ここ？　貴裕……ここがいいのか？」

　探り当てたらしい、男の身体の中にある、悦楽を支配する場所を尊は固い雄で擦り抉った。

「う……ぁ……たけ……る……ぁ……」

　尊の動きに貴裕が淫らに崩れていく。

「ふ……ん……ぁ……ぁ……は……」

　そのさまを見つめながら、今までの全てが壊れて新しい貴裕になるように、尊は一層その身体の中をかき回す。

「貴裕、目、開けて」

　尊の肩に縋り、唇だけ開いて意味のない言葉を零す貴裕の耳に囁く。

　呼びかけに答えるように瞼が重たげに開いた。ゆらりと見上げてきた瞳の焦点は快楽で揺らいでいる。

　色の薄い瞳が、背中越しに差すルームライトを受けて金色に煌めく。

「綺麗だ、貴裕。目が──すごく」

「……罪の色だ、……見ないでほしい……」

　悦楽に侵されながらも、貴裕は瞳を隠すように横を向いた。

「違う。貴裕の心が綺麗だっていう証拠。貴裕、その目、宝石みたいだ──」

　いわれのない罪悪感と、それに支配され続けた過去を壊そうと、尊は貴裕の中に一層深く己を突き上げた。

　尊の雄を包む貴裕の襞がまるで自分から濡れているように、部屋中に水音が広がる。

「あ……ん……ぁ……あ……尊……尊……もっと……もっとしてくれ……そこ──ぁ……」

「……貴裕……俺に掴まれ……まだ動くから……」

　言葉どおりにしがみついた貴裕の全てをバラバラにする勢いで、尊は腰を突き上げた。

　愉悦に翻弄された貴裕の髪がシーツをこする音が、ぬちゃぬちゃとした水音に混じる。互いの熱い息がその音に絡みついた。

「尊、もう、達く……いい……達く、達きたいん……だ」

　目じりから細い涙を零して、貴裕がすすり泣いた。

「貴裕、達きなよ。そして戻ってくればいい──俺が待ってるから」

「──あ……」

　瞬間ふわりと金色の瞳が幼く瞬く。

「尊、尊──あ──」

　甘くその名を繰り返した貴裕は、尊の肩に爪を立てて上り詰めた。

「嫌だ、達かないでくれ……尊も……中に……」

　身体を引こうとした尊の首に、子どもじみた仕草で腕を回し、腰にも脚を絡めて貴裕は引き留める。貴裕が溢れさせた精が、二人の腹の間で粘つく淫音を立てた。

「いいのか？」

「中に──欲しいんだ、全部。尊が僕のものだって信じたいんだ……」

　その言葉と同時に、貴裕の蕾が蜜を集めるように襞を閉じた。

「う──貴裕……」

　強烈な刺激に、限界に来ていた尊も、貴裕の中に精を迸らせた。

「ん……ぁあ……身体の中……すごく熱い……君でいっぱいだ……幸せだ……尊……愛している、誰よりも」

　尊の飛沫を受け止めた貴裕が、この上もなく幸せそうに微笑む。

「知ってるよ……貴裕。俺も愛していているから」

　満足の吐息を吐いて縋ってくる貴裕を尊はしっかりと抱きしめ、二人は熱を混じり合わせた。






14．二人の未来









　蕩けるチーズのかかったハンバーグにほうれん草のバター炒め、人参と牛蒡のサラダにキュウリのピクルス。もちろん白いご飯の真ん中には梅干しが鎮座し、ごま塩があんばいよろしくぱらりと振ってある。デザートとして、苺とコーヒーゼリーが別添えの密閉容器に用意されていた。

　綺麗に弁当箱に詰め込まれたそれを南方と向かい合って食べていた尊は、南方の湯飲みが空になっているのに気づき、熱い玉露を注ぎ足した。

「兄さんってめちゃくちゃ料理が上手いな。俺こんな美味いメシ、年上の彼女に捨てられたとき以来だから、十年ぶりぐらいかなあ」

「俺も全然知りませんでしたけど、けっこう好きらしいです。最初はネットでレシピを検索して忠実に作ってましたけど、あっという間に上手くなりました。今やオリジナルレシピもあります」

「兄さんって何をやっても上手いんだな。むかつかないか？」

　呆れ半分感心する南方に尊は笑いながら同意した。

　引っ越し先を探して、年明け早々に以前のマンションを出た。

　──僕はどうせ暇だから。

　そう言って貴裕は仕事で忙しい尊に変わって、細々した手続きも新居の片付けも一手に引き受けてくれた。

　以前とは比べものにならないぐらいコンパクトな作りの新居だが、台所だけは案外と立派で、貴裕は毎日そこで二人の食事を作ってくれた。

　楽しそうに家事をする貴裕の様子に満足した尊はこれからの仕事のことは一切尋ねなかった。

　自分が働けばなんとなるという気持ちもあったし、何より貴裕には好きなだけ休む権利があると思ったからだ。

　だが貴裕はそれに甘えることもなく、生活が落ち着くと、さっさと塾の講師の仕事を見つけてきて、この春から小学生を教えている。

　貴裕なら高校生相手でも大丈夫なのだろうが、少しでも子どもに関わりたい気持ちの表れかもしれないという尊の考えはあながち外れてはいないだろう。

　激務のときは食事に頓着しなかった貴裕だが、実は弁当男子だったらしい。リネンのエプロン姿もかいがいしく、毎朝喜々として弁当を作る。

　夜は尊がおおざっぱな料理を作り、休日の前ならば二人で酒を飲んで映画を見たりゲームをしたりして、まるで修学旅行のようだ。

　修学旅行と違うのは──今、思い出すべきではないことに尊は意識が飛びかける。慌ててハンバーグを口に突っ込んだタイミングで、南方がのどかな声を出した。

「兄さん、良い嫁さんになるなあ、美人だし」

　口に入れたものを吹き出しかけた尊は、慌てて茶でごまかした。だが、南方が面白そうな顔をしたので、尊の頭の中など見通されているのかもしれない。

　神妙な顔を作った尊は、南方から年末に聞かされた話を思い出す。
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「ところで、尊、聞くか？　例の顛末」

　事務所の年末大掃除が一段落ついて、二人で茶を飲んでいるとき、南方が切り出した。

　南方の顔が引き締まったのはあの男のことに違いない。尊は手にしていた湯飲みを机の上に置いて頷いた。

「おまえさんが心を込めて作った、あの結婚祝いのＤＶＤは思惑どおり二次会で上映された。二次会って言っても俺たちが考えるような、ちょっとした飲み会レベルじゃないぞ。それなりに豪華で、披露宴のほうに呼べなかった人間も集まる」

「ええ、そうでしょうね。見栄張りって言葉はあの男のためにあるような言葉ですから」

「おまえさんはあいつにはとことんきついな」

　南方が苦笑して続ける。

「新郎のご友人たちより心を込めたお祝いのメモリーです！　なんて上映が始まって最初は良かった」

「はい、上映前に試聴されたときのために、最初は当たり障りのない場面なんですよ。小此木がワインバーで支配人とロマネコンティ片手に談笑してるところとか、書店で原書を立ち読みしてるようなイケてるショットです。『Vogue Uomo』を参考に作ったんで、けっこう格好いいですよ」

「そりゃまた、けっこう。……で、後半はどうなるんだ」

「はい、煙草のポイ捨てとか、横断歩道で前をゆっくり歩いていたおばあさんを蹴飛ばすぐらいですよ。そのあたりは小此木の人間味が出ていいんじゃないかと」

「人間味ねぇ……おまえさん、小此木に対してだけは嫌みが冴える」

「ありがとうございます。そう言っていただければ本望です。で、一応小此木の人間らしいところを鑑賞していただいた後には更なる素顔を見てもらいました。あのＤＶＤ、後半に入っちゃうと簡単には終了できないんです。機械をぶち壊せば終わりますけど、せっかく面白いのに終わったらもったいないですよね」

　あのＤＶＤを手放したときから、尊の気持ちは決まっていた。

　身元が割れないようにはしてあるが、万が一自分だとわかって小此木のターゲットになったところでかまわない。

　そのときはそのときで小此木を道連れにして、心中するぐらいの覚悟は充分にある。

　だがきっと自分が勝てると尊は思う。

　小此木は尊のような「取り柄のない」男を相手に出来るほど捨て身にはなれないからだ。

（誰かのために命を賭けられない、いや、自分のためにさえ捨て身になれない小此木誉、あんたは俺の敵じゃない）

　尊はにっこりと南方に笑いかけた。

「トドメは、倒産した取引先を土下座させ、未成年らしき少年とラブホテルへ入るところ──もちろん相手の顔は出していませんが、それについては申し訳なかったとは思っています。決定的な場面はほんの数分の映像ですけどインパクトはあったはずです。熱湯はちょっと触ったって熱いですからね。ましてや小此木は人には熱湯を浴びせたことはあっても自分は一滴も舐めたこともないような男でしょ。赤ん坊に熱湯の熱さはわかりません。びっくりしたんじゃないんですか？」

「ああ。そこまでは俺もある程度聞いていたような気がするが、それから後があったらしいな。おまえさん、とびきりの熱湯、ぶっかけたそうじゃないか？」

「はぁ、えーっと……そうでしたっけ？」

　尊は柄にもなくとぼけた振りで天井を眺めたが、南方は許さなかった。

「思い出せ、まだ物忘れには若過ぎる。言いにくいことほど、聞けば面白いと相場は決まってるんだ」

　無表情になった南方の迫力に、尊はいさぎよく諦めた。

「論文です」

　尊は小声で言って南方の顔を伺うが、南方は何も言わない。尊は南方に向かって深く頭を下げた。

「黙っていたのはすみません。実は俺、健介に頼んで、南方さんと小此木の大学時代の論文と、小此木が受賞したコンペの論文を見せてもらいました。正直どっちも俺には難し過ぎてよくわかりませんでした。でも健介が、小此木の受賞論文は南方さんの論文の流れで間違いない、同じ人の論理展開だって言うんです。説明されても俺には無理でしたけど」

　尊は苦笑いを浮かべ、論文を読んで熱を出したことは内緒にした。

「それで、最後のショットは南方さんの論文と小此木の論文を並べました。ただそれだけですよ。なんの意味があるのかなんて、わかる人にしかわからないけど……でも」

「でも、なんだ」

「会社は学閥があるって聞いてたから、察する人が多いことを、正直に期待しました」

　未だに大学関係者の間で囁かれる、将来を嘱望されながら忽然と消えた南方省吾と、小此木誉の論文盗用の根強い噂。

　そしてエンドクレジットはQuod Erat Demonstrandum──証明終わり。

　これこそ、わかる人なら必ずわかる。わからなくても好奇が噂の種を蒔くだろう。その種がまたどこかで芽吹くに違いない。いつかどこかで毒々しい花を咲かせるかもしれないが、もちろん咲かないかもしれない。

　でもそれは尊にも貴裕にも、そしておそらく南方にとっても、もうどうでもいいことだ。

　それを畏れる人間はたったひとり、小此木誉だ。

（生き方を変える覚悟が出来れば、あんたも変われるかもな。たぶん一生無理だろうけれど）

　どこにあるとも知れない芽を摘むために一生這いずり回ればいいと、尊は心の中だけで突き放した。
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　あれからほぼ半年、小此木が今どこで何をしているか知らないけれど、ろくなことにはなっていないだろう。

（とことん困りやがれ、小此木）

　腹の中でそう吐き捨てた尊に、南方がうろんな視線を注ぐ。

「……おまえさん何を思い出しているんだ？　あくどい顔しているぞ」

「いえ、別に──ちょっと舌かんじゃって……」

「嘘つけ。……あいつのこと考えてただろう」

「え？　あいつって誰ですか？」

　ふふんと南方に鼻先で笑われてぎくりとしたものの、尊は素知らぬ顔を通そうとした。

「おまえさんにとって〝あいつ〟ったらひとりしかいないだろう。小此木だよ。小此木誉」

「そんな奴のこと忘れましたよ……って、今更何ですか？　あいつがどうかしたんですか？」

　好奇心に負けて聞き返してしまうと、「やっぱり気になってるんだな」と南方がおかしそうな表情になった。

「……そりゃあ……まぁ……ああいう奴ですからどこかでまた悪いことでもしてるんじゃないかと思っちゃいますよ」

「それは一理あるな」

　顎を撫でて南方は頷く。

「でも安心しろ。やばいことをやったにしても海の向こうだ」

「海の向こう？　海外にいるんですか？」

「そうだ。ニューヨークって聞いたぞ」

「……へぇ、じゃあ、海外派遣になったんですか？　兄が、早晩そうなるだろうって言ってたことがあります」

　結局は上手くやっているのかとかなりがっかりしながら言うと、南方が声を上げて笑った。

「おまえさん、ホント小此木のこととなると顔にでるな」

「……海外にいるならいいですよ。俺は当分行く予定もありませんし、顔を合わせることもないですから……そのうち本社に戻ってくるんでしょうけど、そのときはそのときです」

　頬のあたりを擦りながら尊が言うと、南方が肩を竦める。

「当分戻ってこないさ……というか、一生戻ってこないかもな」

「……どういうことですか？」

　含みありげな言い方に尊は南方を見返した。

「二次会におまえさんが仕掛けた爆弾で、あいつは自爆した。依願退職という形だがクビみたいなもんだったらしいぞ。結婚相手は松永の得意先の関係者だし、そのまま在職しても冷や飯だったんだろうから、辞めるより他なかったんだろう」

「じゃあニューヨークには仕事じゃなくて……」

「そうだ。あんなプライドの塊の男が、一生冷や飯で耐えられると思うか？　ニューヨークで一発逆転を狙ってるんだろうよ」

「アメリカンドリームですか？」

「そう、誰でも夢が叶うアメリカだ──今はどうか知らないけどな」

　最後は少しだけ皮肉めいた口調で南方は付け加えた。

　やはり南方も溜飲を下げているのかと感じたが、もちろん口には出さない。

「……って、南方さんどうしてそんなこと知ってるんですか？」

　大学時代の付き合いはないような南方が、小此木のことを何故知っているのか不思議だ。

「蛇の道は蛇……って前に言わなかったか？　俺にもそれなりの情報網があるんだよ」

　南方は得意げな顔を作って見せる。

「まああれだけやったんだから大丈夫とは思ったんだが、小此木の動向だけは把握しておこうと思ってな。そのほうがおまえさんも安心だろう」

「あ……ありがとうございます。俺、もうすっかり済んだと安心し切ってました……」

　自分の詰め甘さと南方の思いやりを噛みしめながら尊は頭を下げた。

「アフターフォローをきちんとするのは当探偵事務所の売りだ」

　にやっと笑って南方は弁当の残りを平らげてから、ついでのように言う。

「兄さんには言うのか」

「いえ、言いません」

　すっかり空になった二つの弁当箱を片付けながら、尊は首を横に振ってきっぱり否定した。

「兄の中で小此木のことはもう終わっているんです。あいつが落ちぶれようとどうなろうと喜びはしないし、逆にそれで今やっと手に入れた平穏が揺れることのほうが可哀想です」

「そうか。そうだな」

「はい。兄は、勅使川原貴裕は今、幸せみたいです」

　──行っておいで。気をつけて。

　貴裕は今朝も玄関まで尊を見送りに出てくれた。

　ドアを開ける間際の素早い尊からのキスに「朝からそういうのは良くない」と、赤い顔で真面目なことを言っていた。

「じゃあ今夜勉強に付き合ってよ、貴裕先生。奥義書二十八番目を予習したからさ」──耳元で囁いたら、言葉に詰まって首筋まで一気に染めた。

　けれど、輝く朝の光に顔を真っ直ぐに向けた綺麗な瞳にはなんの翳りもなかった。

　Quod Erat Demonstrandum──あのエンドマークを打ったとき、迷いに満ちた時は終わり、新しい世界の扉が開いた。

　尊の視線の先、金色の瞳の人と見る新しい光景がどこまでも広がっていた。





終
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